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    　木こ漏もれ日が落ちる並木道を歩く公こう平へいの前に、一人の少女が現れた。


    「あの、公平君」


    　制服のリボンの色からして、三年生だろうか。


    　ボブヘアの、綺き麗れいというよりは可愛かわいらしい感じのその少女は、


    「この前のファッションショー、お疲れ様。公平君、すごく素す敵てきだったよ！」


    　そう言って、にっこりと笑いかけてくる。


    　どうやら、雪ゆき峰みね学がく園えんの家庭科部とファッション部が合同で開催し、公平も手伝ったファッションショーを、見にきてくれていたらしい。


    　公平は、少女漫画を研究して練り上げた、Ｓな香りが漂う俺様系王子様の仮面を被かぶり、


    「お褒ほめの言葉どうも」


    　とクールに対応してみせた。


    　すると少女が、さらに一歩、公平に近づいてくる。


    「それから、六りつ花か就任もおめでとう！　先週発行された六花通信を見て、びっくりしたよ」


    　六花。


    　それは、メンバーの優秀さや強い存在感によって、学園の内外でアイドル顔負けの知名度と人気を誇る学内組織のことであり、そこに属するメンバーの称号だ。


    　ファンクラブを持ち、数多あまたの伝説を作り上げてきた、究極のモテ集団。


    　選ばれた人間には、姫もしくは王子に類するあだ名がつけられることから、マスコミからは現代のリアル王子様＆お姫様ともてはやされ、今やその知名度は全国区。


    　ただの高校生の枠を超えた、選ばれし者たちだと評判になっている。


    　その六花の一員に、公平とクラスメイトの新しん海かい光ひか瑠るは、めでたく名を連ねたのだ。


    「それでね、まだ気が早いかもしれないけど、私、公平君のファンクラブに入りたいんだ」


    　その言葉に公平が驚き、目を丸くした時。


    「あ、ずるい！」


    「抜け駆け禁止だよ！」


    　近くにいた他の女子数名が、そんな声を上げて、公平の方にわっと駆け寄ってきた。


    　詰めかける女生徒に囲まれ、思い出すのは、中学生の頃の苦い記憶。


    



    　中学三年生の時、女装大会三連覇を成し遂げ、テレビでそのことが放送された。


    　その結果、名めい城じよう学がく院いんの姫、として有名になり、女子たちの人気者になって、連日押しかける女子たちによりもみくちゃにされ、キャーキャー言われるはめになったのである。


    　ただし、アイドル的なモテ方ではなく、マスコット的な意味で。


    　そのことに気づいたきっかけは、白しろ袴ばかまの王子様と呼ばれていたある人物との出会いだった。


    　白袴の王子様を前にして、恥じらい、もじもじする女子の姿を見て、悟ったのである。


    　自分は男でありながら、女子に男として全く意識されていないのだ、と。


    　その状況が嫌で、変わろうと決めて、女子に意識される男を必死に研究し。


    　たどりついた理想のモテ男、学園の王子様になろうと決めて雪ゆき峰みね学がく園えんにきた。


    



    　それなのにまたも自分は、あの時と同じ道をたどろうとしているのだろうか。


    　せっかく王子様への第一歩、六りつ花か入りを果たしたというのに？


    　ままならない現実に胸を痛め、苦い笑みを浮かべた公こう平へいだったが──。


    



    　身構えたような事態は、おとずれなかった。


    　女子たちは、公平を囲むようにして近づいてはきた。


    　だが数歩の距離を残して立ち止まり、公平と目が合うと恥ずかしそうに微ほほ笑えんで、


    「わ、私たちみんな、公平君のこと応援しているから」


    「お披ひ露ろ目めのイベント、楽しみにしているね？」


    「あ、あの、六花ネーム決まったら、すぐに教えてね！」


    　そう口々に言って、もじもじするばかり。


    　その姿はまさに、アイドルを前にしたファン。


    　ときめき、恥じらう乙女おとめたちにしか見えない。


    　公平はごくりとのどを鳴らした。


    　そして、意を決して不敵な笑みを浮かべて、


    「そりゃ、どうも。でもあんまりそうやって、可愛かわいいこと口にすんなよ。知らないのか、男は狼なんだ。あんたたちみたいな子羊ちゃんなんて、油断してたら、食われちまうぜ？」


    　理想のモテ男像、Ｓな香り漂う俺様系王子様の仮面を被かぶり、甘い言葉を囁ささやいた。


    　すると、なんということだろう。


    「や、やだ公平君！」


    　そう赤い顔で言いながらも、その場にいる少女たちは次々に、


    「で、でも公平君になら、食べられちゃいたいかな、なんて？」


    　小さな声でそう呟つぶやいて、公平をうるんだ目で見つめてくる。


    



    　須す永なが公平、高校一年生。


    　待ち望んだ本当の意味でのモテ期が、今確かに、ここにあった。
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    　時は一か月近く、モテ期がはじまる前にさかのぼる。


    　ファッションショーを無事に終えて、公こう平へいと光ひか瑠るは六りつ花かに正式に加入することになった。


    　そのことは、六花通信という学園内の新聞で広く伝えられる。


    　その影響は、すぐに現れた。


    　新しい六花である公平に注目する人は、思った以上に多いらしい。


    　新聞が出た次の日には朝の登校時、とにかくいろいろな人に声をかけられた。


    「お、噂うわさの新六花だな！」


    　通学路を歩けば、同じ雪ゆき峰みね学がく園えんの生徒はもちろん、近所の人や道行く人まで公平に気づく。


    　六花の情報がのせられた六花通信は、学園外の人でも有料会員登録さえすれば、受け取ることができた。


    　雪峰学園のある地域では、普通の新聞を購買する人よりも、むしろ六花通信を読む人の方が多いらしい。


    「まだ六花ネームはもらってねーらしいが、がんばれよー」


    　そう応援してくれる人の多くは、六花ファンのようだ。


    「応援ありがとうございます！」


    　ただ、なかにはちょっとありがたくない声も混じっている。


    「あ、六花通信にのっていた新六花の子。でも、今度の姫は本当は男の子なのね」


    「ほら、今はやってるじゃない、ええと確か、ほら、男に娘と書いて男の娘ってやつよ！」


    　などと通勤中の女性たちが囁ささやき合うのを聞いてしまい、たまらず叫んだ。


    「俺は姫でも男の娘でもなく、まだ六花ネームはねえけど王子様候補の日本男児ですから！」


    　他にも、名めい城じよう学がく院いんの頃から姫のファンです、なんていう危ない目をした男たちや、可愛かわいいと叫びながら写真を撮ろうとする女子たちなどもいた。


    　普通なら騒ぎになるのだろうが、この地域では六花ファンへの対応など慣れっこらしい。


    　公平がなにかする前に、見守りパトロールの腕章をつけた地域の人がすぐに現れて、


    「はいはい、写真はだめだよー。あと、六花にはお触り禁止の約束は守ろうねー」


    　なんて注意を入れ、ささっと問題のありそうな人たちを遠ざけてくれた。


    　おかげで、注目され騒がれはしても、実に平和かつ穏やかに学園までたどりつく。


    　声をかけられる数は、やはり学園内を歩いている時の方が多い。


    「あ、ファンションショーに出てた六りつ花かの新しいお姫様だ！」


    「じゃじゃ馬姫だっけ。おい、姫ー。応援しているからなーっ！」


    　などと一歩歩くたびにあちこちから声が飛んでくる。


    　おかげで、


    「新しい六花ですけど、姫じゃないです、六花ネームはまだ決まってませんから！」


    　と訂正を入れるのも、一苦労だ。


    　ただ、単に相手の言葉を否定するだけでは芸がない。


    　公こう平へいはチャンスをうかがっては、声をかけてきた女子に、


    「あの時はともかく、普段の俺は可愛かわいい子羊ちゃんどころか、それを狙ねらう悪い狼なんだから。甘くみていると、火傷やけどするぜ？」


    　なんてＳな香り漂う俺様系王子様の演技を入れ、イメージの修正を図っていく。


    　だがそのたびになぜか、


    「やだ、可愛い！」


    　なんて叫ばれるので、とても遺憾だった。


    　せっかく六花になったのに、与えられる周囲の反応が変わった気がしない。


    　キャーキャー言われる方向性が、憧れの王子様に対するそれじゃなく、中学の頃と同じで、マスコット的な愛すべきものに対するそれに感じるのは、気のせいだろうか？


    　もんもんとしながらも、教室までたどりつき。


    　自分の席に座った公平は、たまらずクラスメイトに納得いかない思いを打ち明けた。


    「俺は男だし六花だし。可愛いじゃなく、かっこいいだと思うだろう、なあ？」


    「いやー、だってほら公平は公平だから」


    　サッカー部の小こ林ばやしは、諦あきらめろ、とでもいうように公平の肩を叩たたいてきた。


    「うちの生徒の大半は、あのファッションショーを見に行ってるからね。ステージでドレスを着てた公平を見たら、そりゃあ、姫呼びもしちゃうって」


    　すると他のクラスメイトたちも、その通りだとばかりに同意し始める。


    「ふざけんな、俺は姫じゃなく、王子目指してんだよ、王子！」


    「えー？」


    　不満そうにされても、困る。


    　トラブルで負傷したモデルの子の代役として、代わりにドレスを着た。


    　家庭科部とファッション部、そして、ファッションショーの助っ人としてあのショーのためがんばっていた光ひか瑠るのためにも、演技力を駆使して可愛い女の子を演じたのは確かである。


    　だが、しょせんは付け焼き刃。


    　あの場には、本物の姫たちもいたのだ。


    「先輩たちに比べたら、俺なんて宝石とガラス玉レベルだなって、つくづく思ったよ」


    「あー、六りつ花かの他の姫たちか。うん、あれは確かにすごかったな」


    「そうだろう、そうだろう！」


    　今の六花は、六花代表である風かざ花はな道みち頼よりと公こう平へい以外、全員が女子だ。


    　あの時、姫としてステージに立ったのは三人。


    　三年生の、ツンデレの気はあるが親切でまじめな新につ田た玲れ奈なは、シンデレラ。


    　同じく三年の、ぽやんとした雰囲気ですごくマイペースな感じの茨いばら目め花はな子こは、茨いばら姫ひめ。


    　そして二年生の、可愛かわいく可か憐れんで純粋無む垢くな、まさに理想の姫である白しら雪ゆき亜あ衣いは、白雪姫。


    　あのファッションショーの日も、彼女たちは実にまぶしく光り輝いていた。


    　タイプの違う美少女たちのオーラはすさまじく、思い出しただけで、鳥肌が立つ。


    「あれこそ本物の姫、さすがは六花の先輩方だ。俺なんかと一緒にしたら、失礼だろう」


    　特に、可憐に微ほほ笑えみ観客に手をふる亜衣は、めちゃくちゃよかった。


    　その姿を頭に思い浮かべてドキドキしていたら、クラスメイトたちが急にいきり立つ。


    「いや、先輩たちもすごかったけど、公平だって負けてねえって！」


    「そうだよ公平君、公平君はガラス玉なんかじゃない。うちのクラス自慢の姫だもん！」


    「いや、だから姫じゃないって」


    　否定しても、盛り上がる彼らは止まらない。


    「笑う公平にうっかりときめき、おまえが男だと思い出して、俺がどれだけ絶望したか！」


    「おいそこ、本気で残念そうにするんじゃねえよ！」


    「六花ネームが保留ってなったのは、じゃじゃ馬姫じゃなく、もっと可憐な公平君にも似合う称号じゃなきゃってことなんだよね!?」


    「違う！」


    　最後の誤解については、あまりにも酷ひどい。


    　確かに公平も、そして同時に六花になった光ひか瑠るも、六花ネームをまだ持っていない。


    　だがそれは、さっきクラスメイトが言った理由とはむしろ逆だ。


    　六花に入る条件として出された、百通のファンレターは集めたが、その大部分が、お互いに希望する立ち位置とは逆……公平を姫、光瑠を王子として六花に入れてほしい、という内容のものだった。


    　それで道頼に、今の時点で六花ネームをつけるなら、公平はじゃじゃ馬姫、光瑠は侍王子で決まりになるがどうする、と問われ、保留にしてくれと頼んだのである。


    　だから当面の目標は、公平が目指す理想の王子様に相応ふさわしい六花ネームの獲得、なのだが。


    「でもじゃじゃ馬姫を超える六花ネームって、なんだろうね？」


    「有名どころのお姫様だと、オーロラ姫とか？　うーん、でもイメージちょっと違うなぁ」


    　などと、みんなは公平を放置したまま勝手に六花ネームを話し合いはじめる。


    「俺を姫ポジションに据え置くのは、本当に、やめてくれ！」


    　必死に頼んでそれを止めるのに、一苦労だった。


    　ただ、クラスメイトたちのテンションが落ち着いた後。


    　ふと時計を見た小こ林ばやしが、あれ、という顔で呟つぶやく。


    「それにしてもさ、今日は新しん海かい、遅くないか？」


    「え、あ、本当だ。あいついつもは、予鈴の三十分前には教室にくるはずなのに」


    　時計を見たら、すでに予鈴が鳴るまであと十分を切っていた。


    　寝坊、ということはない。


    　だって朝、普通に会っていた。


    　格闘技系の部活動の助っ人に入った時、光ひか瑠るに頼んではじめてもらった朝の特訓は今も続けている。


    　そのお礼に公こう平へいの部屋で朝食を一緒に食べて部屋に戻る光瑠を見送った時は、普通だった。


    「二度寝、なんてするやつじゃないし、なんかあったのか？」


    　電話、してみた方がいいかもしれない。


    　そう思ってスマホを取り出したところで、がらっと教室の前側の扉が開く。


    「おはよう」


    　涼やかな声とともに光瑠が教室に入ってきた。


    　その瞬間、女子たちの表情が一変する。


    「お、おはよう、光瑠さん！」


    　我先に、とそう返す女子たちは、完全に憧れのアイドルを前にしたファンだ。


    「相変わらず愛想の欠片かけらもないくせに、王子オーラ漂わせやがって」


    　思わず半眼になってしまうくらい、光瑠は今日も今日とてキラキラしている。


    　ただしチャラいわけではなく、むしろ逆。


    　雰囲気としては、孤高の剣士系というか、謎めいた若侍。


    　武道経験豊富なせいで、立っているだけでただ者ではない雰囲気を放っている。


    　そのせいで、ドラマ化され今も根強い人気を誇る、じゃじゃ馬姫と侍王子という作品のヒーローのようだといわれ、このように女子からモテモテなわけだが……。


    　当の本人は、王子様じゃなくお姫様になりたくてこの雪ゆき峰みね学がく園えんにきたのだ。


    　だから、女子にうっとり見つめられる姿を目にしても、うらやましいより、同情が勝つ。


    　それにしても、どうしたのだろう。


    　目を奪われたのは、光瑠が肩にかけている巨大な袋。


    　あれは多分、剣道の防具入れだ。


    　剣道部ではない光瑠が、なぜあんなものを持って登校してきたのだろう？


    　それに公平の前の席に座った光瑠の顔は、なんだか疲れているようにも見えた。


    「おい、なんだよその荷物と疲れた顔。来るの遅かったし、なんかあったのか？」


    　聞けば、光ひか瑠るは公こう平へいの方に向き直って困ったように眉まゆ毛を下げる。


    「実は、三度ほど学園とマンションの間を往復していたら、こんな時間になってしまって」


    「は、三度も往復って、おまえ朝からなにしてんだよ？」


    　公平も光瑠も、雪ゆき峰みね学がく園えんが所有する学園マンションに住んでいる。


    　さほど離れてはいないが、さすがに三往復もすればそれは疲れるはずだ。


    　一体なにがあったのだろう。


    　戸と惑まどっていると、光瑠がぽつりぽつりと事情を話し出す。


    「いつもの時間にマンションを出たら、通学路や校門の前で、いろんな人に声をかけられて」


    「おう」


    「正式な六りつ花か加入おめでとう、と言ってくれて、手紙やカードをくれたんだ」


    「なるほど」


    「嬉しいけれど量が多くて、これは一度持ち帰った方がいいなと思って、時間もあったし家に戻ったんだけど。そうしたら、今度はまた別の人たちから、同じようにもらってしまって」


    　ちら、と光瑠が目を向けたのは、彼女の机の上を占領する剣道の防具入れ。


    「さすがに四往復すると遅刻しそうだから、四度目はうちで一番大きい袋を持ってきた」


    「そうか」


    　改めて見れば、防具を入れるための大きい袋は、ぱんぱんである。


    「なんか、詰め込み過ぎて内側からはじけ飛びそうになってんな」


    　相づちを打ちながらも、公平の心中は複雑だ。


    　同じタイミングで、六花になったはずなのに、なぜ光瑠とこんなにも差があるんだ？


    　しかし、悔しさと少しの劣等感にもんもんとしていたこの日の昼。


    　公平に、まさかの転機がおとずれた。


    「あの、須す永なが公平君って、今いるかな？」


    　昼休み、今日は珍しく六花会館へ行かずにすむからと教室でお弁当を食べている時。


    　三年生のリボンをつけた女生徒が、なんの前触れもなく現れた。


    　可愛かわいい、というよりはきれい系。


    　いかにも流行に敏感な、今時の女子高生、という感じの女子である。


    「公平は、俺だけど」


    　そう言って、広げた弁当もそのままに立ち上がった。


    　するとその人は笑顔で公平のところまで近づいてくる。


    「会えてよかった。ふふ、思った通り。やっぱり近くで見ると、カッコいいね！」


    「え!?」


    　カッコいい。


    　今、カッコいいと言われた。


    　それだけで大興奮だが、衝撃はさらに続く。


    「あたしは、三年の安あん藤どうリサ。実は、この前に見たファッションショーで、すっかり公こう平へい君のファンになっちゃったんだ」


    「ファンに？」


    「うん、それでね、仲良くなりたいなって思って、会いにきちゃった」


    　狙ねらったような上目遣い。


    　そして意味ありげな笑み。


    「これ、あたしの連絡先。今すぐじゃなくていいけど、返事、ちょうだいね」


    　はい、と一枚のカードを公平にわたしたその人が、小さな声で囁ささやいてくる。


    「突然で驚いたかもしれないけど。できればただの友だち以上になれたら、嬉しいなぁ」


    　じゃあね、と手を振り去っていくその先輩を、呆ぼう然ぜんと見送った。


    　王子様演技なんてするすきもなく、相手は行ってしまったが……。


    　手の中のカードを見れば、そこには名前と、連絡先。


    　そして、


    『公平君に一ひと目め惚ぼれしちゃった！　よかったら、連絡してね。私の部屋は学園マンションの、三０九号室だから、遊びにきてくれてもいいよ？』


    　という女の子らしい文字で書かれた、メッセージ。


    　これはもしかして、いや、もしかしなくても。


    　告白、されてしまったのではないだろうか。


    「お、おお、おお────！」


    　女子に、ちゃんとカッコイイと言われた上で告白されたということは……。


    　男として意識された、ということである。


    　感動に打ち震ふるえながら、公平は一緒にお昼を食べていた光ひか瑠るに笑いかけた。


    「おい光瑠、やった、ついに俺は、やったぜ！」


    「う、うん」


    　公平が、ほら、とばかりに見せつけたメッセージカード。


    　それを見た光瑠は、尊敬と羨せん望ぼうの混じった目を向けてくる。


    「すごい」


    「そうだろう。六りつ花か入りが発表されて早々これとは、幸先がいいぜ」


    　自慢げにメッセージカードを掲げた後で、苦笑混じりに付け足した。


    「まあ数はおまえの方が、圧倒的に多いけどな」


    「でも私のは、やっぱり違ったから」


    　休み時間を利用して光瑠が確かめたところ、今日彼女に届いた手紙の八割は女性から。


    　そのどれもが、光瑠を理想の王子様として慕う内容だったらしい。


    　残る二割の男性からの手紙についても、


    『ショーで戦う姿を見て、これぞ男の中の男だと思いました』


    　というもので、弟子や舎弟にしてくれと頼んでくるものだけだそうだ。


    　量より質、という意味では、確かに公こう平へいの方が恵まれている。


    　そのことで、朝にちらっとこみあげた悔しさも薄れ、公平は優しく光ひか瑠るの肩を叩たたいた。


    「大丈夫、これからだって。おまえもがんばってれば、わかってくれる人が現れるさ！」


    「だと、いいな。うん、そうなるようにがんばるよ」


    　こくりと頷うなずいて、光瑠は前向きな答えを返してくる。


    　ただ、その時にぎゅっと拳こぶしを握りしめた姿と、やる気に満ちた表情を見て、


    「「「「はぁ……」」」」


    　クラスの女子たちから、いっせいに熱い吐息がこぼれた。


    　もしこれを別の女子がやれば、健けな気げに努力しようと誓う姿が可愛かわいらしいのだろう。


    　それが、決意に満ちた凜り々りしい王子様にしか見えないのが、光瑠の不幸なところだ。


    　もっとも公平だって、人を哀れんでばかりもいられない。


    　公平の手にあるメッセージカードを見つめたクラスの男子たちから、


    「でもまあ、今回みたいなことはそうそうないだろうな」


    「はあ？」


    「うちのクラスの姫は、マスコット的なあれだからさ。可愛がられても告白とかはそうないって」


    「ふざけんな、俺は姫でもマスコットでもねえよ！」


    　人の地雷を容赦なく踏んでくるクラスメイトをにらみ、公平は宣言する。


    「みてろ、今回のこれはほんの序章。俺のモテ伝説は、これからはじまるんだからな！」


    　クラスのみんなはクスクス笑っていた。


    　この時は、まだ……。
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    　はじめて女子から、告白のようなことをされた。


    　その日の放課後。


    　六りつ花かたちの拠点である六花会館へ行けば、道みち頼よりはすでにその情報を知っていた。


    「そういえばさー、公平君、昼休みに先輩から連絡先わたされたんだって？」


    　突然そう言われたのは、五月と六月のイベント一覧を作っている最中のことである。


    　最早定位置のように、光瑠と一緒に道頼の向かいのソファに座っていた公平は、わたされた資料に落としていた視線を上げ、道頼を見た。


    「なんで知ってるんですか？」


    「ふふふ、六りつ花かの代表ともなればメンバーの情報くらい、自然と耳に入るものなんだよ」


    　冗談か本気かわからない笑顔が、ちょっと怖い。


    　だが口元をひくつかせた公こう平へいを見て、窓際にいた茨いばら姫ひめこと茨いばら目め花はな子こが、


    「公平君に連絡先渡したって本人が大きい声で言ってたから、三年はみんな知ってるよー」


    　と、普段は倉庫に隠してある、人をダメにするソファに埋もれながら教えてくれた。


    　すっかりだらけきって、大口を開けてあくびをする姿はあまりにもおっさんくさい。


    　それをやっているのが、花も恥じらうとびきりの美少女だなんて、信じたくなかった。


    「花子先輩、玲れ奈な先輩がいないからって、だらけすぎっす。ファンが見たら泣きますよ？」


    「大丈夫ー、私のファンは白しら雪ゆき姫のファンと違って、私に変な夢とか見てないもーん」


    「いや、でも」


    「いいのいいの、バイオリン弾く時さえちゃんとしてたら、後はもう自分の好きなようにして自由に生きればいいよって、みんな応援してくれてるんだー」


    　そういえば花子は、プロの音楽家も絶賛する天才バイオリニストらしい。


    「それに、今日はこうしてちゃんと起きてるだけ、がんばってるんだよー」


    　眠そうに目をこすりながらもそう呟つぶやいた花子に、道みち頼よりがうんうん、と頷うなずく。


    「そうだね、大好きな玲奈がいないのに六花会館にきて、まだ寝てないもんね。偉い、偉い」


    「でしょー？」


    　どや顔をする花子と拍手する道頼を見て、思わず半眼になった。


    　花子は、自分に正直といえば聞こえはいいが、かなりの自由人である。


    　そして茨姫、別名、眠り姫の六花ネームの通り、とにかくよく寝る人だった。


    　公平と光ひか瑠るが出会った時も外で寝ていて、捜しにきた玲奈に怒られていたのを思い出す。


    　ただ、玲奈は花子によくお説教しているようだが、道頼が彼女を叱る姿は見た覚えがない。


    「道頼先輩って、花子先輩に甘くないですか？」


    「へえ、どうしてそう思ったんだい？」


    「だって、俺たちはもちろん、亜あ衣い先輩に対してもしめるところはしめるし、玲奈先輩が俺たちの味方してくれた時とかに、あんまり甘やかすなって注意することはあっても、花子先輩になんか言う姿って見たことないし」


    　思い返してみれば、いつも仲よさそうにしていた。


    　美男美女だし、気が合うようだし、これはもしかして……。


    　そんなことを考えていると、花子がケラケラ笑いながら首をよこにふる。


    「やだなー、違うよ、公平君！」


    「え？」


    「甘いんじゃなく、代表は私のことなんてどうでもいいから、注意してこないだけだしー」


    　ね、と同意を求められた道みち頼よりは、コメントを控える、というように肩をすくめる。


    　対して花はな子こは、戸と惑まどう公こう平へいにのほほんとした口調で告げてきた。


    「公平君と光ひか瑠るちゃん、あと亜あ衣いちゃんは後輩だから、代表はちゃんと面倒を見るけどさー、その人、他人のことをお世話するキャラじゃないんだよー。玲れ奈なの前以外では、特に」


    「茨いばら姫ひめー、後輩に六りつ花か代表のイメージ壊すような情報は言わないようにね？」


    「あ、ごめーん」


    　全く悪びれた様子もなく謝った後で、花子はこう続ける。


    「でもほら、今日は玲奈に後輩たちのことちゃんと見守って、なにか悩んでいたり間違ったりしそうな時は、ちゃんと教えてあげてねって、頼まれちゃったから」


    　公平が自分と道頼の関係を勘違いしないよう、訂正を入れてくれたらしい。


    「いいよねー、後輩だと。玲奈がいっぱい心配してくれるし。公平君たちもそうだけど、今日お呼ばれした農協の仕事、白しら雪ゆき姫と玲奈の共同作業なんでしょう？」


    「ああ、新種のリンゴのＰＲを、ぜひ二人に協力してほしいって、ご指名が入ってね」


    「ずるーい」


    　すねる花子と笑う道頼。


    　その仕事については、公平たちも事前に説明を受けている。


    　リンゴの販促ポスターに、白雪姫こと白雪亜衣をぜひ起用したいと頼まれて、地域貢献にもなるから喜んで協力するように、と学園長からも言われたそうだ。


    　亜衣がリンゴを手に微ほほ笑えむ姿を想像しただけで、今からそわそわしてしまう。


    「白雪姫とリンゴなんてぴったりだし、きっといいポスターになるんだろうな」


    　そう呟つぶやく公平の隣で、黙々と資料を読んでいた光瑠が、小さく首を傾かしげた。


    「でも、なぜ亜衣先輩だけではなく玲奈先輩も、一緒に呼ばれたんだろう」


    　すると花子が、自慢げに答える。


    「玲奈はまじめで優秀だからね！　企業相手やお金の絡む依頼では、絶対に呼ばれるんだ！」


    「それは、すごいですね」


    「うん、すごいんだよ！　現代の金の卵って呼ばれてて、いろんな人や企業から高校を出たら即戦力として就職しないかって、誘われてるんだから！」


    　光瑠は深々と頷うなずいた後で、花子に告げた。


    「なるほど、さすがです。それにしても、花子先輩は本当に、玲奈先輩が好きなんですね」


    「もちろん！」


    　即答して、花子は今まで見たことのない大輪の花のような笑みを浮かべる。


    「もし私が男だったら、プロポーズしてお嫁さんにしたいくらい、大好きだよ」


    　その笑顔と、冗談めかした言葉に込められた熱に驚いて、公平も光瑠も目を丸くした。


    　だがそこで、道頼が腕を組みながら呟く。


    「まあ、茨いばら姫ひめはご覧の通り女の子だから、そんなことにはならないんだけどね、絶対に」


    　そしてその後で、思い出したようにこう付け足した。


    「それに玲れ奈なは、六りつ花かは恋愛禁止だと思ってるから、少なくとも六花でいる間は誰とも恋愛をするつもりないだろうし」


    「あー、そっか。前の代表の六花アイドル宣言を、マジで信じちゃってるもんねー」


    「「六花アイドル宣言？」」


    　声をそろえて公こう平へいと光ひか瑠るが聞き返せば、道みち頼よりは楽しげに説明してくる。


    「前の代表は一つ上の先輩だったんだけど、本当にふざけた人でねー。六花はアイドル、人に夢を与えるのが役目なんだから、恋愛禁止だ、とか言って。代表権限で、六花の恋愛禁止令を出しちゃったんだ。まあ代替わりしてすぐ、それは撤回したんだけど」


    「おかげで白しら雪ゆき姫に本気で告白する子が増えすぎて、それはそれで問題になっちゃったー」


    「へえ、前の代表はかなり、硬派な感じだったんですね」


    　だがそれを聞くと道頼と花はな子こは、


    「いや、むしろ究極のナンパ男と呼ばれた人だよ、あの人は」


    「六花名、スルタン。歴代六花の中で、一番モテた先輩なんだよー」


    「日本に重婚が許されていたら、ムーレイ・イスマイルの記録を超えたかもしれないね」


    　などと神妙な顔で話しはじめる。


    　とりあえず気になるのは……。


    「なあ光瑠、ムーレイ・イスマイルって、おまえ知ってる？」


    「八百八十八人の子どもを残したという、モロッコ最後の皇帝のことじゃないかな」


    「八百八十八人!?」


    　あまりにも桁けた外はずれな数にも驚いたが、さらっとそれが出てくる光瑠にもびっくりした。


    「おまえ、よくそんなこと知ってるな」


    「姫になるために他国の情報も覚えておくべきだと、父に各国の歴史書をもらったから」


    　その中に、のっていたらしい。


    　小声で話していた公平たちに視線を戻し、道頼が言ってくる。


    「あの人は来る者拒まずで、好きだと言われたら即、相手をハレムの住人認定してたんだよ」


    「いやでも、恋愛禁止令を出した張本人なんですよね!?」


    「あの人のあれは、恋愛じゃなく博愛だからいいんだというのが、本人の持論だった」


    　違いがよくわからない。


    　悩んでいたら、道頼が遠い目をする。


    「先輩は、恋愛はエロス、全ての思いを受け入れるならむしろそれはアガペー。博愛ならアイドルにも相応ふさわしい行いだから、むしろ付き合うなら全てのファンと付き合え、と言ってたよ」


    「いやそれアガペーじゃなく、単なる節操なしの浮気性じゃないっすか!?」


    　そんな六りつ花かが前の代表だったなんて、ちょっとショックだ。


    　光ひか瑠るなんて光のない目をして、


    「やはり六花を名乗るのならば、そのくらいの覚悟がないとだめ、ということでしょうか」


    　などと悲壮な覚悟を決めようとしている。


    　だがそれに気づいた道みち頼よりは、


    「だから、代替わりして撤廃したから、今はそんな必要ないって」


    　すかさずフォローを入れてくれたので、心底ほっとした。


    　こっちを試すようなことをしてくるし、厳しい部分も多いけれど、今の六花の代表が道頼でよかった、と今は心から思う。


    　花はな子こはほっと胸をなで下ろす公こう平へいと光瑠に告げてきた。


    「でもまあ、前の代表が卒業式まで代表を続けてたせいで、恋愛禁止を撤廃したのって最近のことなんだよねー。おかげで、現六花は全員、まだ誰のものでもありませーん」


    　それを聞いて、少しだけ前の代表に感謝する。


    「そっか、だから亜あ衣い先輩もフリーだったと思えば、スルタンの功績もなくはないな」


    　亜衣は、公平にとって憧れの女性というか、理想の姫なのだ。


    　どんな理由であれ、恋人がいないという情報は嬉しい。


    　このまま六花として成長し、順調に仲良くなれば……。


    　公平が亜衣の初カレになる、という未来もあるかもしれない。


    　そんな期待に胸を膨らませていると、


    「まあ恋愛禁止令はどうかと思うけど、六花がアイドルなのも、それに相応ふさわしい行動をとってほしいのも事実だからね。君たちも、くれぐれも気をつけるように」


    　きりっとした六花代表に相応しい顔で、道頼から釘を刺された。


    「君たちだって、六花ネームをもらう前に六花失格の烙らく印いんを押されたくはないだろう？」


    　当然だ。


    　公平と光瑠も、背筋を伸ばして頷うなずく。


    「わかりました」


    「私も、気をつけます」


    「よし、素直でよろしい。あ、それと君たちの六花としての初仕事についてなんだけど」


    　道頼が長い指で、とん、とテーブルの上の行事予定表を指す。


    「君たちには六月の末にある球技大会を、生徒会や球技大会実行委員と一緒に盛り上げてほしいんだ」


    「球技大会」


    　身構えていたせいか、ちょっと拍子抜けしてしまう。


    　だって、農協や他の企業に協力するとかではなく、球技大会だ。


    　楽しみにしている人もいるだろうが、しょせん、学園内の定例行事。


    　スポンサーがついたり、お金をとって客を入れる大きなイベントとは違う。


    　ところが、そんな公こう平へいの落胆を見透かしたように、


    「言っておくけれど、雪ゆき峰みね学がく園えんの球技大会をただの球技大会とは、思わないように」


    　厳しい声でそう釘を刺された。


    「ただの球技大会じゃないって、どういうことですか？」


    「イベントには必ず、学園の後援者たちを招く。その後援者の目にとまったら、進学や就職の道が開けることもあるんだ」


    　雪峰学園には、日本中から優秀な人間が集まる。


    　人材不足が叫ばれる昨今、その優秀な生徒を今のうちに青田買いしたがる者は多い。


    　後援者として学園に出資している人たちのうち、半分以上は六りつ花かファンや卒業生らしいが、スカウト目的の人も大勢いるのだ。


    　光ひか瑠るがわずかに口元を緩ゆるめる。


    「そういえば、ファッションショーの後で先輩方が何人か、専門学校の先生や服飾関係の人にスカウトのようなものを受けた、と言ってたよ」


    「へえ、すげえな！」


    　つまり球技大会でも、そういうことがあるということだ。


    「六花は、生徒たちのよりよい生活を応援するための存在だからねぇ。みんなが輝けるような雰囲気や舞台を作り上げるのも、仕事のうちだよ」


    「わかりました」


    「じゃあ早速だけど、明日最初の会議があるから。二人で行ってきてくれる？」


    　急すぎる。


    　しかし、道みち頼よりに試すような目で、


    「自信ないなら、やめておく？」


    　などと言われたら、やります、と答えるしかない。


    　頷うなずく二人を見た道頼は、腕を組み告げてくる。


    「球技大会の開催前に、まず組決めを明日のホームルームの時間に体育館でやるから」


    「組決め？」


    「そうそう、球技大会のお手伝いは君たちだけど、このチーム分けは六花代表の仕事でね」


    　なんでも、雪峰学園の伝統らしい。


    「普通はクラスとか学年単位で対抗戦なんだろうけど、うちは紅白戦なんだ。クラスに六花がいたらいいんだけど、そうでない子たちから不満が出るからね」


    　なにせ六花は、六人しかいない。


    　だから、どうしても一緒のチームでがんばりたいという生徒のための、紅白戦制度なのだと説明される。


    「順位による得点制にして、総合点数が高かったチームの勝ちなんだ。ちなみに、応援合戦や出し物についてもちゃーんと得点がつくからね」


    「後援者へのアピールっていう理由がなくても、みんながんばるってことっすね？」


    「うん。ちなみに賞品は、特別衣装を着た六りつ花かとクラス写真を撮れる権利」


    　光ひか瑠るがそれを聞いて、なるほど、と呟つぶやく。


    「賞品を贈る人数が増えても、それなら費用がかさまずにすみますね」


    「その通り。うちはイベントが多くて派手だけど、賞品や景品が安くすむからラッキーだよ。毎回高額賞品とか出してたら、学園関係者や保護者からクレームきちゃうし」


    「玲れ奈なが六花になってからは、特に経費の使い方がうまくなったって、評判なんだよー」


    　自慢げにそう言った花はな子こが、その後で付け足す。


    「ただねー、奇数クラスと偶数クラスとか、クラス番号の前半後半で分けちゃうと、不満とか出ちゃうんだ。それで、六花代表が毎年、くじ引きとかあみだで、各クラスを組分け」


    「くじ引きとかあみだって、逆にそっちの方が不満出そうじゃないっすか？」


    「それに、運任せだとどちらかの組に六花が固まる、という可能性もありますよね？」


    　公こう平へいと光瑠の疑問に、道みち頼よりはそれはもう爽さわやかな笑みを浮かべた。


    「そこはほら、六花代表のやることだから。それに、確かにどちらかの組に六花が含まれない場合もあるけれど、そういう時はなぜか偶然にも、六花候補が入っていたりするんだよ」


    「それで、六花代表が指名する応援合戦の団長役になって、人気が出て、そのまま六花入りを果たすから、結果的にはおっけー、みたいなー？」


    　軽い。


    　だが、考えてみれば確かに、道頼のやることに文句を言える生徒はいなそうだ。


    「ともかく、球技大会へ向けた準備のメインはともかく、明日は任せてもらっていいから」


    　楽しみにしておいてね、と告げてくる道頼を見て、なぜか不安を覚える。


    　ちゃんとやってくれるのは間違いないのだが、なにかが起きそうな予感がした。


    　公平と光瑠は球技大会の資料をわたされて、早々に帰るよう言われる。


    　帰り道。


    　並んでマンションへの道を歩きながら、光瑠に告げた。


    「球技大会、なんか思ったより大変そうだけど、今度は二人だからちょっと気が楽だな」


    「うん、そうだね」


    　ふっと、最近よく見せてくれるようになったかすかな笑みを浮かべ、光瑠が呟く。


    「公平君が一緒だと、すごく、心強い」


    　寄せられる信頼はくすぐったいが、公平だって、同じ気持ちだ。


    「今回も頼んだぞ、相棒」


    「こちらこそ」


    「とりあえず帰ったら一緒に、この資料の山を読み込んで作戦会議か」


    「そうだね」


    　返ってくる言葉は短い。


    　だが、光ひか瑠るがやる気に満ちているのは、その目を見ればわかる。


    　六りつ花かとしての初仕事なのだ。


    　気合いが入らないわけがない。


    「絶対楽しんでもらえる球技大会にしような」


    「もちろん、みんなの思い出に残る大会にしよう」


    「ついでに、俺たちに対する周囲の評価を変えて、理想の六花ネームを手にするって目的も、この初仕事での活躍で果たせたら、文句はない」


    　その思いも当然、一緒だと思ったのだが……。


    「……うん、そうだけど、どうだろう」


    　光瑠はここにきて急に、不安そうな顔になる。


    　その視線は、彼女が肩から提げた防具入れに向いていた。


    「なんだか私は、このまま中学の頃と同じ道をたどるんじゃないかって、思うんだ」


    　どうやら、女性からの大量のファンレターを読んで、へこんでいるらしい。


    「暗くなんなよ、まだ俺たちは六花になったばかりだぞ！」


    　全ては、これからだ。


    　光瑠を励ますように彼女の背中を叩たたき、公こう平へいは笑う。


    「それにおまえ、最近俺といる時や、クラスの連中と話している時とかは、表情がだいぶ柔らかくなってきたし、周りともいい感じに距離が縮まってきてるし」


    「本当？」


    「おう、クールでミステリアスな王子様かと思ったけど、仲良くなると実は違うって、みんな言ってたぞ。おまえけっこう、危なっかしいとこあるのも、ばれてきてるみたいだな」


    　ただしそんなクラスメイトたちも、光瑠の新たな一面について話した後、


    「ちょっと天然っぽくて、ふと見せる可愛かわいい感じも、王子様とのギャップに萌もえる！」


    　と言って結局ベースは王子様という意見を崩していないのは、伝えない方がいいだろう。


    「とにかく、おまえが気づいてないだけで、前と一緒ってことはないさ」


    「そっか。だと、嬉しい。ありがとう、公平君」


    「まあ、俺はおまえよりさらに先を行ってるから、落ち込んでたら容赦なくおいてくぜ！」


    「……じゃあ、負けないように私もがんばる」


    　こうして公平と光瑠は、新たな課題にとりかかることになったのだった。


    



    　　３


    



    　そして翌日。


    　予定通りに、球技大会のチーム分けが行われた。


    　もちろん六りつ花か代表が出張るイベントなので、派手な演出がないわけがない。


    「やあみんな、集まってくれてありがとう！」


    　開始早々、天井から白いゴンドラでステージ上に現れた道みち頼よりに、拍手喝かつ采さいが起きる。


    　それを天井裏から見下ろす公こう平へいと光ひか瑠るは、六花になったというのに、いつかと同じように大量の花びらを降らせていた。


    　ステージ中央には、白いゴンドラからひらりと降りた道頼。


    　そして上手側には、司会進行を任された亜あ衣いの姿もある。


    　スポットに照らされた二人を彩るように花を散らすのも、慣れたものだ。


    　ちなみにこういう時に使う花びらは、六花に届いたプレゼントを利用したものである。


    　花吹雪舞い散る中、亜衣の可か憐れんな声が響いた。


    「今日はついに、球技大会のチーム分けの日です。六花代表、右う近こんの少しよう将しようこと風かざ花はな道頼によるチーム分けの結果は、一体どうなるのか。みんな、亜衣と一緒にドキドキしながら見守ってね！」


    



    「「「「は────い！」」」」


    



    　ファンらしき男子たちの声で、体育館が揺れる。


    　公平はまき終えた花を片付けながら、複雑な気持ちでステージを見下ろした。


    「俺、正式に六花になったはずなのに、なんでまたあそこじゃなくここにいるんだろうな」


    「仕方ないよ。今日は、音響と照明以外は全て六花だけでやらなきゃいけないらしいから」


    　なんでも、チーム分けにおける不正を防ぐため、らしい。


    　この組み分けに限っては、本来なら球技大会にメインで関わる球技大会実行委員も、学園のイベントを六花とともに支えてきた生徒会メンバーも、観客側に回ることになっていた。


    　音響や照明器具の操作は、さすがに放送部と演劇部の手を借りるが、それ以外は全て六花がやらなくてはならない。


    　おかげで一番下っ端の公平と光瑠は特に大忙しだ。


    「よし、登場する時の演出作業は終わったな。命綱外して、急いで下に行こう」


    「このままザイルで舞台袖そでに降下するのは？」


    「みんながみんな特殊部隊なみの動きができると思うなよ」


    　少なくとも公平は、ザイル一本で音もなく天井から降下、なんてできない。


    　まとめたザイルを手に階段を使って下に降りれば、袖そでには玲れ奈なと花はな子こがいた。


    「お疲れ様、私たちは今からステージに出るから、そこ以外でのフォローよろしくね？」


    「いってきまーす」


    　手をふるが早いか、長い紐ひものついた巨大な箱を台車にのせ、ステージへと出ていく。


    　ファンサービスを一段落させた道みち頼よりは、笑顔で彼女たちを出迎えた。


    「今年のチーム分けは、各クラスの代表による千本引きで決めよう」


    　クラスの代表はステージに上がるように言われる。


    　公こう平へいと光ひか瑠るは急いで舞台袖からステージ下に移動し、彼らを誘導した。


    　そして紐を選ぶ順番を決めるジャンケン大会の後で、ついに組み分けがはじまる。


    　クラスの代表が、箱からのびる長い紐を一本ずつ選び手に持って……。


    「では、いっせいに引いてみようか！」


    　せーの、という道頼のかけ声に合わせ、同時に紐が引かれる。


    　そして、彼らが持っている紐の先端を、一年から順に道頼が発表していった。


    「一年一組、赤。一年二組、白。一年三組、白……」


    　よどみなく続くその声に合わせて、そこかしこで歓声やどよめきが上がる。


    　そして全ての学年、全てのクラスの結果が発表された後。


    　司会進行の亜あ衣いがにっこりと笑う。


    「それでは続いて、球技大会での今年の六りつ花かが属するチームの発表と、右う近こんの少しよう将しようによる、応援団長の指名です」


    　しん、と静かになった体育館。


    　ステージ上から生徒たちを見下ろし、道頼が楽しげに告げる。


    「くじ引きの結果、今年赤組になった六花は、須す永なが公平君と新しん海かい光瑠君。そして白組はそれ以外全員となったよ！」


    



    「「「キャ──！」」」


    「「「おお──！」」」


    



    　鼓こ膜まくが破れるほどの黄色い声や雄お叫たけびが、体育館のそこかしこで上がる。


    　喜びの声もあるが、不満の声も大きい。


    「新参六花だけしかいないとか、明らかに外れじゃん。うわー、やる気なくす」


    「一年って、話題性だけで六花になった子たちでしょう？　これは赤組、負けだよねー」


    　ついていない。


    　そう呟つぶやく声がステージ下にいる公平たちの元へも、容赦なく聞こえてくる。


    　百通のファンレターをもらって、六花になった。


    　優しい声をかけてもらって、もうすっかり認められた気分になっていた。


    　でも、そうじゃない。


    「つうか入学早々に六りつ花か入りとか、六花なめてるし。多分うまいこと取り入ったんだろうな」


    　六花に思い入れのある上級生からの視線は、特に冷たい。


    　もちろん、それをなだめてくれる人や、がんばろうと盛り上がる人の声だって聞こえる。


    　ただそれでも、先輩六花と新入り六花に向けられる期待値の差は、大きい。


    　明暗くっきり分かれた生徒たちの動揺が続く中。


    　再び、道みち頼よりが口を開いた。


    「そして、今年の応援団長だけれど」


    　公こう平へいはステージを見上げる。


    　道頼が、こちらを見ていた。


    「まず、今年の赤組応援団長は、須す永なが公平君。副団長は、新しん海かい光ひか瑠る君だ」
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    　おお、と先ほどよりは小さいどよめきが起こる。


    「え、団長、侍王子の方じゃないの？」


    「どっちもあれだけど、ここはせめて、白しろ袴ばかまの王子様って呼ばれてた新海の方だろうー」


    　戸と惑まどいの声。


    「確かにじゃじゃ馬姫は可愛かわいいけどさー、可愛いだけじゃ、団長は務まらないって」


    　あなどりの目。


    「俺は、俺は姫じゃねえっ！」


    　耐えきれずに叫んだ公こう平へいに、道みち頼よりがステージ上からマイクを投げてきた。


    　ご自由にどうぞ、とでもいいたげな顔をしている。


    　ありがたく、公平はマイクのスイッチを入れて宣言した。


    「赤組の応援団長として、必ずや赤組に勝利をもたらしてみせる！」


    　すると、玲れ奈なが素早く持ってきた予備のマイクを手にした道頼が、


    「そうかい、じゃあやってごらん？　ちなみに白組の応援団長は私、副団長は玲奈だ」


    　余裕に満ちた強者の笑みを浮かべて、髪をかきあげる。


    「挑んでくる相手がたとえ可愛かわいい後輩でも、全力で迎え撃つ。ちなみに応援団長と副団長は、クラスを超えて助っ人ができるから。直接、叩たたきつぶしてあげることになるかもね？」


    　歓声、悲鳴、興奮の声。


    　それが木霊こだまする体育館の中で、公平と道頼はにらみ合う。


    「負けません。俺はこの球技大会であんたを超えて、この学園の真の王子になってやる！」


    「じゃあ賭けよう。君が負けたら、公約失敗ってことで、六りつ花かネームはじゃじゃ馬姫で決定。もしも勝つことができたら、王子様っぽい名前をつけてあげるよ。ま、無理だろうけどね」


    　こうして球技大会は、公平にとってあらゆる意味で負けられない戦いとなったのだった。
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    　赤組の団長を公平が任されることになった。


    　あの発表で、公平たちの周りの反応は再び大きく変わることになる。


    「団長って大変だろうけど、うちのクラスは一丸となって、おまえをもり立ててみせるぜ！」


    　手放しに喜び、祝福してくれる人たちや、


    「まあ、この前の合宿では世話になったからな。同じ赤組として、手を貸してやってもいい」


    「ファッションショーの恩返し。応援合戦の衣装作りは任せてね！」


    　団長になった公平たちを応援しようとしてくれる人たちは、そう声をかけてきてくれる。


    　だが、どちらかというとそれは少数派だ。


    「白組はさ、右う近こんの少しよう将しようが団長で、シンデレラが副団長でしょう？　士気とか考えたら絶対に勝てないって！」


    「最悪、六花はいるんだしいいじゃんとか言われても、あの二人じゃいない方がましだし」


    　そう声を上げ、組み分けに不満をあらわにする人たちは多い。


    　加えて、公こう平へいが団長、という点で特に難色を示される場合もある。


    「あの二人なら、絶対に新しん海かい光ひか瑠るさんの方が人気あるのに、なんで団長はあのお姫様なの？」


    「多分、ぱっとしないもう一人の知名度を上げるための人選なんじゃないのか」


    　光瑠と比べられ、容赦なく突きつけられる今の評価。


    　それは公平の肩に、ずしっと重くのしかかってくる。


    　ぱっとしない。


    　まさに今の公平が置かれた状況は、それだった。


    　王子様だと思われている光瑠の場合、ライバル的存在は道みち頼よりだけ。


    　だが公平は、姫だと思われている。ある上級生は言っていた。


    「シンデレラ、茨いばら姫ひめ、白しら雪ゆき姫っていう、タイプの違う姫がもう三人もいるのに、今さら新しい姫に飛びつくやつは、いないだろう。しかも、男だろう？」


    　女子からの支持は高いし、ウケ狙ねらいで男の姫を応援してくれる人もいる。


    　だが、いわゆるガチ勢という層がほぼいない公平は、明らかに六人の六りつ花かの中で、最弱。


    　雪ゆき峰みね学がく園えんでは、赤組と白組の応援団長に選ばれると、任命されたその日に応援団長の正装がわたされる。


    　赤組応援団長の正装は、黒い長ランに赤はちまき。


    　白組応援団長の正装は、白い長ランに白はちまき。


    　その姿で、まずは一週間かけて三年生の教室から順番に自分の組を回っていき、


    「今年の球技大会、応援団長として精一杯がんばります。だから勝利のために、全力でともに戦ってください！」


    　というように、挨あい拶さつと激励の言葉を告げて回る伝統があった。


    　それが終わってはじめて球技大会の準備に入る、というのは、少し効率が悪い気もする。


    　だが道頼いわく、


    「なにごともね、わかりやすい始まりと終わりがある方が、人間は燃えるものなんだよ」


    　と言われたし、実際に学園内の雰囲気も、この一週間で一気にお祭りムードになっている。


    　そしてこの伝統によって、今までは接点のなかった人とも直接ふれあった結果、


    「なんか思ってたより、公平君って男の子らしい子だよね？」


    　という評価を受ける機会が、ものすごく増えた。


    　そのこと自体は、公平個人としてはすごく嬉しい。


    　だがその一方で、応援団長としてはちょっとした危機感を覚えてもいた。


    　挨拶まわりも終わった金曜の夜。


    　夕食を食べにきた光瑠に、公平はずっと気になっていたことを切り出す。


    「なあ光瑠、俺たちはどうやら、自分たちで思っていたより、嫌われているらしい」


    「どうしたの、急に？」


    　公こう平へいの作ったロールキャベツを美お味いしそうに食べていた光ひか瑠るが、箸はしを止める。


    「実は最近、よく目をそらされたり、あからさまに嫌そうな顔をされることが多いんだよ」


    「そういえば、そうかもしれない」


    「直接声をかけてくれりゃあ、文句でも不満でも受け止められるけど、無言で敵意だけよこす人たちには、一体どうやって対処すればいいのか、ちょっとわからん」


    　公平、そして光瑠に対して、一部の生徒たちが思うところがあるのは理解していた。


    　だが、その人たちがどうしてほしいのか、なにを求めているのか、そしてなにが気に入らずそんな態度をとるのかが、はっきりしない。


    　それを知るためには……やはり、話をしてもらえるだけの信頼が必要なのだろうか。


    「球技大会へ向けて団結するためには、今のままじゃいられないし。早いとこ、俺が赤組応援団長に相応ふさわしいと思ってもらって、立派な王子様だって思ってもらわないとな」


    「なら私は、副団長としてそんな公平君を守り、支えられるように、もっと強くなるよ」


    「いや、おまえはそれ以上強くなるな。あと副団長って別に、ＳＰとかじゃないからな？」


    　拳こぶしをにぎって力む姿が、様になりすぎていて泣けてくる。


    　光瑠に必要なのは強さではなく、なにかあれば出てくるその王子臭を消すことだ。


    「いざとなったら頼らせてもらうけど、まあ心配せず任せておけよ。俺は赤組の応援団長だ。このチャンスにびしっと決めて、男としての株を上げ、立派なモテモテ王子様になるぜ！」


    　とは言ったものの、もちろんそれは一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないだろう……と、思っていた。


    



    　しかし、翌朝。


    　マンションのエントランスに降りると、先日告白してきた安あん藤どうリサに声をかけられた。


    「公平君、おはよう！」


    「あ、おはよう、ございます」


    　公平を待っていたのだろうか。


    　エントランスのソファに座っていたリサは、公平を見つけると笑顔で駆け寄ってきた。


    「ねえ公平君、今、時間あるかな？」


    「ええ、まあ」


    「じゃあさ、この間の告白の返事、今、もらってもいい？」


    　上目遣いで、そう言われた。


    　突然すぎるその言葉に、驚いたのは公平だけではない。


    　光瑠と朝の稽けい古こに行く早朝とは違い、登校時間である今はエントランスを大勢の生徒たちが行き交っていた。


    　そこで声を小さくすることもなく、こんなことを言われたら……。


    「え、嘘うそ。あれって三年の安あん藤どうさんと、新六りつ花かの子だよね？　赤組応援団長の！」


    「へえ、安藤さんあの子に告白してたんだ」


    　好奇心に満ちた囁ささやき声が、あちこちから聞こえてくる。


    　こんな形で目立つなんて、よくない。


    「あの、今ここじゃなんだから、場所を移しませんか？」


    　そう告げたら、なぜか目を輝かせて、袖そでをくいっと引っ張られる。


    「じゃあ、登校時間にはかなり余裕あるし公こう平へい君か私の部屋に行く？」


    「いやそれは」


    「だめ？」


    　悲しげにそう言われ、うっと言葉に詰まった。


    　だが公平は、六花。


    「部屋に二人っきりになって、変な噂うわさとか流れたら、先輩にも迷惑かけますから」


    「あたしは、気にしないけど。むしろ、嬉しいな？」


    　腕にぎゅっと抱きつかれ、公平は赤面しそうになるのを必死にこらえた。


    　この人は、こんなにぐいぐいくる人だっただろうか？


    　さっきから頭の中の警けい鐘しようが、高らかに鳴り響いている。


    　リサは公平を男として意識しているはずだ。


    　それに、名めい城じようの姫と呼ばれていた頃、公平をマスコット扱いして抱きついたりなでまわしたりしていた女子たちとは、全然違う。


    　もちろん、保健医の真ま子このように、犯罪者予備軍の危険人物というわけでもないはずだ。


    　だが、これ以上の接触を許すのは危険だと、公平の直感がさっきから訴えてくる。


    　だから、


    「ねえ公平君。お部屋に行くか、ここでこのままお話しするか、二つに一つだよ」


    　そう言われた時、公平は苦く渋じゆうの決断を下した。


    「じゃあ、本当に申し訳ないですけど、ここで話を続けてもいいですか？」


    「うん、もちろん」


    　笑顔で頷うなずかれて、胸が罪悪感でズキズキと痛む。


    　だって返事は、とっくに決まっていた。


    　精一杯の誠意を込めて、リサに告げる。


    「本当にすみませんけど、あなたと付き合うことはできません」


    　こんな公衆の面前で、交際を断るなんて失礼なことは、したくなかった。


    　せっかく好きになってくれたのに、これではあまりにも申し訳ない。


    　だからせめて、公平は彼女が好きになってくれただろう、自分が考えた最高に王子様っぽい自分になりきって、言葉を続けた。


    「あんたみたいな素す敵てきなレディの誘いに頷うなずきたいのは山々だけど、今の俺は六りつ花かとしてやらなきゃいけないことが、たくさんある。今は一人の女に縛られる気はないんでね」


    「どうしても、だめ？」


    「ああ、悪い」


    　本当に、リサが悪いのではない。


    　それが伝わることを祈って、ざわつくギャラリーも意識しながら、公こう平へいは笑う。


    「今はまだ、誰か一人だけを特別扱いするつもりはない、ああだけど、それでもいいから俺を応援してくれると嬉しい。あんたみたいな可愛かわいい人が俺を思っていてくれるなら、これからもますますがんばれる気がするんだ」


    「公平君……」


    「な、いいだろう？」


    　甘く囁ささやいて、ウインクを一つ。


    　一人のものにはなれないけれど、アイドルとしてファンの期待に応えることは可能だ。


    　だが失恋したリサにこんなことを告げたら、かえって傷つけてしまうかもしれない。


    　もし泣かれたら、彼女が泣き止やむまでなんとしてでも慰なぐさめよう。


    　そう覚悟を決めて、ごくりと息をのんだのだが……。


    「そっかー、ざーんねん！」


    　返ってきたのは、さっきまでの様子からは想像もつかない、あっけらかんとした笑顔。


    「公平君可愛いし、六花なりたてだし、応援団長にも選ばれたし。これから倍率高くなるから今のうちにって思ったんだけど、焦あせった私の作戦負けかー」


    「え、あの」


    「まあいいや。あ、でも気をつけてね。私がきっかけになって、他の子も動くと思うし」


    「気をつける？　きっかけ？　他の子？」


    　首を傾かしげれば、リサがにやりと笑う。


    「みんなが私みたいに引き際がいいわけじゃないし。モテる男は、辛つらいと思うよ？」


    　手をひらひらとふって、リサは公平に背を向けて歩きだした。


    　軽やかにエントランスを出ていく彼女からは、未練の欠片かけらも感じない。


    　あまりにも素っ気ない態度。


    　公平は驚きのあまり、ぽかん、と立ち尽くしてしまう。


    　ギャラリーの多くも、似たような感じでリサの後ろ姿を見送っていた。


    　サバサバした態度は、告白を断った公平が気に病まないための演技だろうか。


    　いや、あれはなにかが、違う気がする。


    「ふ、ふったのは、俺のはずなのに」


    　なぜか、ふられた側のような錯覚に陥る。


    　公こう平へいは、周囲からの視線にいたたまれない気持ちになりつつ、しばし立ち尽くした。


    



    　　２


    



    　告白を断るも、あっさり受けとめられて動揺したのは、ほんの少しの間のこと。


    　女性を傷つけることなくお断りできたなら、それにこしたことはない。


    　泣かれずに、笑ってもらえて、よかったじゃないか。


    　そう自分に言い聞かせることで、公平はなんとか我に返ることができた。


    　好奇心いっぱいの目で見守っていたギャラリーから、逃げるように飛び出し。


    　まだ残ったモヤモヤをふっきるため、全速力で学校まで走る。


    「心が乱れた時は身体からだを動かすと、すっきりするよ」


    　朝に稽けい古こをつけてくれる光ひか瑠るから教えられたのだが、これがなかなか悪くない。


    　昇降口にたどりついた時には、胸の重苦しさがだいぶ楽になっていた。


    「ふう、やっぱり相棒のアドバイスは聞いとくもんだな」


    　ちょっと乱れた呼吸を整えて、髪を直す。


    　普段鍛きたえているから汗はかいていないし、王子様らしく身だしなみはつねに整えてある。


    　昇降口のガラス戸を鏡代わりにして、ちゃんと王子っぽく見えるのを確かめて、下駄箱の前で雑談しているクラスメイトたちに声をかけた。


    「おはよう」


    「おはよう、公平君！」


    「おお公平、おまえ相変わらず朝から笑顔大安売りだな！」


    　ちょうどその場には、女子が一人。


    　公平はすかさず、クラスの王子様になるべくその女子に近づく。


    　そのままさりげなく壁ドンしようとしたのだが、背が、足りない。


    　相手はさすがはバレー部エースだ。


    　仕方なく、腕を組み肩と頭をとん、と下駄箱にもたれかけた。


    「金かね田だ、そのヘアピンすごく似合ってるな。可愛かわいいよ」


    「ありがとう！」


    「でも要注意な。ただでさえ金田は可愛いのに、そんな風にますますまぶしくなられたら……光に吸い寄せられる悪い虫がよってくるぜ？」


    　俺みたいにな、と囁ささやきウインクを一つ。


    　渾こん身しんの危険な王子様的誘惑が、思った以上に完かん璧ぺきにきまった。


    　だがそれに対して金田は、照れることも恥じらうこともない。


    　カラカラと笑って、言ってくる。


    「やだもう、公こう平へい君ってば！　公平君なら悪い虫じゃなく、スコルフスキーモルフォだよ！」


    「スコルフスキーモルフォ」


    　しかも金かね田だはさらに、


    「ちなみに白しら雪ゆき姫はダナエツマアカシロチョウで、茨いばら姫ひめはビクトリアトリバネアゲハ、シンデレラは忙しくてあんまり見かけないからアナクシビアモルフォかな！」


    「ちなみに道みち頼より先輩と光ひか瑠るは？」


    「え、あの二人は蝶っていう感じじゃないから」


    　解げせない。


    　なぜ男の公平が姫たちと同じくくりで、光瑠は道頼と同じくくりなのだろう。


    　不満たらたらの顔で下駄箱を開けようと、公平がスチール製の扉に手をかけたその瞬間。


    　バン、という音を立てて、下駄箱の扉が内側から弾けるようにして開く。


    「え!?」


    　驚き思わず飛び退のけば、中からあふれ出す、大量の手紙。


    　ザザザ、と音を立てて床に散らばるそれを、呆ぼう然ぜんと見つめる。


    　異変に気づいた金田が声を上げ、それを聞いて他のクラスメイトたちも集まってきた。


    「うわ、すげえ、なにそれファンレター？」


    「ファンレター」


    　公平は素早くその場に落ちている封筒の見た目を確かめる。


    　どの手紙も、パステルカラーを多用した、可愛かわいらしいデザインの封筒に入っていた。


    　確かに、ファンレターっぽい。


    　──ついに自分にも、こんな手紙が届くようになったなんて！


    　内心は狂きよう喜き乱らん舞ぶだが、ここではしゃぐのはかっこ悪い。


    　それに、通りがかった先輩らしき人たちが、


    「あーあ、新入り六りつ花かはいいよな。なんにもしてないのに、六花ってだけでモテモテかよ」


    　憎らしげな目を向けてくるのに気づいて、緩ゆるみかけた表情筋に力をこめる。


    　ただでさえ、実績がない新入りが応援団長になって、反感を買っているのだ。


    　ここで浮かれて軽薄な姿を見られたら、さらに状況が悪化してしまう。


    「公平、手伝うよ」


    　その場にいたクラスメイトたちの手を借りて、手早く手紙を拾い集めた。


    　その際に確認したが、宛あて名は公平、差出人は全員女子で間違いない。


    　両手で持ってもこぼれ落ちそうな大量の手紙を、大事に抱え持つ。


    「半分持つか？」


    「いや、平気だ」


    　せっかくもらったものだから、自分で運びたい。


    　手紙を落とさないよう慎重に教室へ移動し、席につくや早速開封する。


    　だがここで、さらなる驚きよう愕がくの事実が発覚した。


    　これも、これも、これも！


    　次々に開いた手紙を読み、公こう平へいの目がキラキラと輝く。


    　信じられない。


    　手に持った最後の一通を読み終えた公平は、感激に打ち震ふるえながら叫んだ。


    「間違いねえ、これ全部本物の、女子からのラブレターだ！」


    　ラブレター。


    　恋しい気持ちを書き記した、公平にとってはただのファンレター以上に重いものである。


    　嬉しい。


    　ただただ、ひたすらに、嬉しい。


    　天井を仰ぎ見て、公平は先ほど読んだ内容を思い出す。


    　──よかったら連絡先を教えてください。


    　──付き合ってください。


    　──好きです。


    　そんな言葉が並ぶ女子からの手紙に、胸がときめかないわけがなかった。


    　主に、達成感的な意味で。


    「俺はついに、やったんだ！」


    　名めい城じよう学がく院いんの姫と呼ばれていた頃に、不本意ながら男子にもらったそれとは全く違う。


    　公平を、男と認識した上でのラブレターだ。


    　この手紙こそがまさに、女子から、異性として意識されている証拠。


    　公平のこれまでの努力が、確かに報われたということだ。


    　朝に告白を断った時、リサのあっさりした対応でへこんでいた気持ちが、一気に高まる。


    　いつの間にか、公平の机はクラスメイトたちに取り囲まれていいた。


    「すげえな公平、この間の告白といい今日のこれといい、モテモテじゃん！」


    「あ、この先輩知ってるぜ！　三年の、けっこう可愛かわいい人で、俺けっこう憧れてたんだ！」


    　いいな、いいな、とうらやましがる男子生徒たち。


    　その羨せん望ぼうの目の、なんと心ここ地ちよいことか！　急にモテ始めたことへの違和感も吹き飛ぶ。


    「まあ俺も、六りつ花かの一員だし？　女の子たちが俺の虜とりこになるのも、無理ないよな？」


    　みんなは優しい目をして頷うなずいてくれる。


    「うんうん、そうだな。さすが一年期待の星、我がクラス自慢のコンビの片割れ！」


    　昇降口では自重したが、ここは教室。


    　味方だと公言してくれるクラスメイトや、公平たちにも好意的な一年生しかこないのだし、公平は遠慮なくにやけた。


    　そして浮かれた気分のまま、手を上げて微ほほ笑えむ。


    「ははは、ありがとう、ありがとう！」


    　沸わき上がる拍手。


    　そして向けられる、男子たちからの冷やかしの声。


    　全てがかつて思い描いた、理想の自分の立ち位置にぴったりとあてはまった。


    　だが、盛り上がる男子と上機嫌な公こう平へいに反して、女子の多くは微妙な顔で首を傾かしげている。


    　そしてその中から、バレー部の白しろ金がねが進み出てきた。


    「ねえ、でも今時ラブレターって、おかしくない？」


    「おかしいって、なにがだよ」


    　確かに今時、ラブレターなんて出すのももらうのもほとんどない。


    　でも今、公平の手元には実際にこんなにも大量のラブレターが届いている。


    「別におかしくないだろう。ラブレター、いいじゃねえか。俺は好きだぜ」


    「いや好きとかそういう問題じゃなく、普通、手紙で告白とかするかな？」


    「それはあれだよ。俺に惚ほれる女子は、きっとこういう王道な感じの、昔ながらの少女漫画みたいな告白とかを好む、純粋で可愛かわいい子たちなんだよ、きっと！」


    　公平はとっさに出た自分の言葉に、深く納得する。


    　そう、きっとそうに違いない。


    　公平が研究して作り上げた究極のモテ男子、Ｓな香り漂う俺様系王子様を好きになる人は、やはりピュアな少女漫画を愛するような、奥手で可か憐れんな子が多いのだ。


    　髪をかきあげ、Ｓな香り漂う俺様系王子様の笑みを浮かべ、白金に告げる。


    「おまえらみたいに芯があるいい女も素す敵てきだけど、大和やまと撫なで子しこもいいもんだぜ？」


    　きっと公平に手紙を出してくれた子たちが聞いたら、大喜びしてくれるだろう言動。


    　しかし、クラスの女子はなぜか顔を赤くすることさえせず、不安げに顔を見合わせている。


    「やっぱりさ、変だよね？」


    「うん、絶対に変。そもそも公平君が目立つ場所でなんかしたのって、入学式の時のあれと、昨日の組分け発表と、ファッションショーの時くらいじゃん。ね、そうだよね？」


    　確認されて、頷うなずいた。


    「まあ、そうだな」


    　一応、他にも六りつ花か候補として紹介された時や、ファッションショーの宣伝のためにテレビやイベントに出た時なども、表舞台に立っているが……。


    　アクシデントを誤ご魔ま化かすためや着ぐるみでの出演は、数に入れなくていいだろう。


    「でもそれが、なんだというんだよ？」


    　一目惚れ、という言葉だってあるのだ。


    　たった三回でも目立ったら、好きになってくれる子がいてもおかしくはない。


    　そう主張したら、女子は険けわしい顔でそろって首を横にふる。


    「あのドレス姿の可愛かわいい公こう平へい君を見て好きになるとか、普通の女子ならありえないって！」


    「男子ならわかるけど、女子であの公平君に一ひと目め惚ぼれとか、それ生きつ粋すいの変態だよ？」


    　断言されて、すごく、胸が痛い。


    　しかも全員、公平を傷つけようとしてこんなことを言っているのではなかった。


    　ものすごく心配して、親切心から忠告してくれるのである。


    「このラブレター、絶対に裏があると思う。ねえ公平君、これは絶対、右う近こんの少しよう将しように相談しておくべきだと思うよ」


    「いや、相談とかそんな必要どこにもないから！」


    　気持ちは嬉しいのだが、それとこれとは話が別。


    「これを読んだ俺にはわかる。この手紙をくれた子たちは、本当にいい子なんだ！」


    　そして、疑わしげに見てくる女子たちに、切々と訴えた。


    「この子たちみんな、堂々とステージを歩いていた姿がかっこよく見えたとか、ふとした時の男らしい仕草に目を奪われて意識しちゃったとか、昨日の俺の右近の少将とのやりとりで俺の力強さにときめいたとか、好きになった理由も書いてくれてるし！」


    　けして、裏があって嘘うそをついているわけがない。


    　隠された公平の真の魅力に気づいて、それで好きになってくれたのだ。


    　しかし、そう伝えたら、なぜか場の空気がさらにピリピリしてくる。


    「歩き方とか仕草が、かっこいいとか男らしいとか、それますますありえないよね」


    「うん、むしろあの時の公平君、仕草も表情も一切すきなく完かん璧ぺきにプリンセスだったもん」


    「プリンセスって言うな！」


    　訂正するも、むなしくスルーされる。


    　そしてさらに、公平の心をえぐる発言は続いた。


    「そもそも、ファッションショーを見た女子なら、ラブレターを出す先は公平君じゃなくて、右近の少将か、光ひか瑠るさんの方でしょう？」


    「だねー、あの二人ってタイプが正反対だから、ファンの取りこぼしもないっぽいし」


    　右近の少将は、たとえるなら太陽。


    　まぶしさと存在感は抜群だが、一部の女子からはまぶしすぎるという意見もあった。


    　対して光瑠は、たとえるなら月。


    　美しいが静かなその輝きは、道みち頼よりほどのまぶしさはないが別の趣おもむきがある。


    　タイプの違う二人の王子様的存在に、女子の人気が二分されているのは、事実だった。


    　ちなみに、クラスの女子は白しろ金がねも含め全て光瑠ファンである。


    「右近の少将は、華やかなパフォーマンスが最高に素す敵てきなんだけど。光瑠さんはなんていうか、演技じゃない本物の感じというか、もういざって時の強さが、理想の王子様すぎて」


    「そうなの。うちの部の先輩もね、ファッションショーでの戦う姿を見て、やられたって」


    　公こう平へいや六りつ花かたちがモデルとして舞台に立ったあの日。


    　光ひか瑠るはアクシデントでだめになったドレスを補修してショーの準備をする時間を稼ぐため、開幕前の寸劇で、持ち前の格闘技術を使ったアクションを披ひ露ろうした。


    　その勇姿は、どうやら今もなお女子たちの心を奪い続けているらしい。


    「騎士姿だけでも凜り々りしいけど、次々に襲ってくる敵をやっつける姿、最高だったなぁ」


    「わかる。殺陣たてっていうか本当に戦ってるみたいで、なんか鬼気迫る感じだったよね！」


    　実際、殺陣ではなく本気で戦っていたのだから、当然だ。


    　ザイルで巻いた物干し竿ざお一本で、全国クラスの猛も者さたちをさばききった光瑠が、それはもう文句のつけようもなくかっこよかったことは、公平だって認める。


    　だがしかし、女子の話を聞いた男子たちまで、


    「そう言われてみれば、違和感あるよな。男らしさなら、断然、新しん海かいの方が上だし」


    「目の前に世紀の新発見レベルのでかい金塊があるのに、海岸の砂に紛まぎれた砂金なみにあるかないかもわからない公平のかっこよさに気づくとか、どんな凄すご腕うでの山師だよ」


    　などと女子に賛同し始めるのは、いただけない。


    「誰が海岸の砂に紛れた砂金だ！」


    「大丈夫、姫としての可愛かわいらしさでは、公平君こそが金塊クラスだよ！」


    　白しろ金がねの励ましがかえって辛つらい。


    「もうやめろ。俺は姫じゃないし可愛くもないし、この手紙は誰がなんと言おうが、本物なんだよ！」


    　確かに光瑠は女子に大人気で、ファンレターだってこの手紙以上に多くもらっている。


    　でも今はもう、それをうらやましいとは思わない。


    「この人たちは、俺の本質をちゃんと見てくれてる。それだけで、俺はすげー幸せなんだ」


    　たとえ数の上では、光瑠より全然少なくとも……。


    　本当の自分を見てくれる人の数では、公平のほうがずっと多い。


    　それは理想の自分になるためこの雪ゆき峰みね学がく園えんにやってきた公平たちにとって、間違いなく一番嬉しいことなのだ。


    　まだなにか言ってこようとする周囲に構わず、公平は手紙を大切にそろえて、鞄かばんの中に常に入れてあるナイロン製のマイバッグにしまっていく。


    　するとそこで、


    「おはよう」


    　少し疲れた声とともに、光瑠が教室に現れた。


    「おはよう、今日はぎりぎりにならずにすんだんだな」


    　そう言った公平は、光瑠の姿を見て固まる。


    　肩に提げた防具入れと、巨大なボストンバッグ。


    　そして背中には登山用と思われるリュックサック。


    「おまえ、それ、まさか」


    「うん、ファンレターだって」


    　予想通りだが、その量の多さにはさすがに驚いた。


    　クラスメイトたちの関心も、公こう平へいから光ひか瑠るへと一気に移行する。


    「おー、さすがは我がクラスの王子様！　なにその荷物の量、レベルが違うな！」


    「いや、王子様じゃない、つもりなんだけど」


    　否定する声は小さく、自信なさそうだ。


    　それに顔色もよくない。


    　大丈夫だろうか。


    　だが公平が声をかけるより先に、光瑠が荷物を持ったまま、クラスメイトたちにたずねる。


    「荷物、席に置くとみんなの邪魔になるから、後ろに置かせてもらっていいかな？」


    「もちろん！」


    「ありがとう」


    　教室の後ろにある棚の上に荷物を置いて戻ってきた光瑠は、やはり、元気がない。


    　じっと見つめていると、光瑠が席に座る前に、公平の机を見て立ち止まった。


    「それはもしかして、公平君へのファンレター？」


    　ナイロンバッグに丁寧にしまわれた手紙に、気づいたらしい。


    「ファンレターっていうか俺のこれは、ラブレターだ」


    　そう告げたら、光瑠はその大きな目を丸く見開く。


    「すごい」


    　かすれた声でそう呟つぶやいたかと思うと、顔をくしゃっとさせて、本当に嬉しそうに笑った。


    「公平君が今までがんばってきたから、みんなにも公平君の魅力が伝わってきたんだね」


    　おめでとう。


    　その祝福の言葉は、今日聞いた中で一番、じーんときた。


    　立場は逆だが、同じ目的のためにここにきて、ともにがんばってきたからこそ、光瑠の言葉にこもる感情は重くて、公平の胸に迫る感慨もひとしおである。


    「ありがとう」


    「でも少しだけ、残念かな」


    　どうしてだ、と首を傾かしげれば、光瑠は困ったような顔で公平を見てきた。


    「公平君のよさがみんなに伝わったのはいいことだけれど、みんなが気づいていない公平君の素す敵てきなところを私だけが知っているっていうのも、悪くないなって、思ってたから」


    「は」


    「なんだか、大切に隠していた宝物をみんなに見つかってしまったようで、寂しいんだ」


    　切なげにまつげを震ふるわせるその姿を見て、


    「「「「キャ────！」」」」


    　最早日課のようになっているクラスの女子の黄色い声が、響きわたった。


    　そして、興奮した女子たちが光ひか瑠るをわっと取り囲む。


    「そうだよね光瑠さん、やっぱり自分だけのお姫様をとられちゃいそうで嫌だよね！」


    「え、いや、そういうわけじゃ」


    「大丈夫だよ！　うちらみんな、光瑠さんと公こう平へい君を応援しているからね！」


    「一年一組は全員、光瑠さんの味方だよ！」


    　キラキラした目でそう言われた光瑠が、助けを求めるようにこっちを見た。


    　だが、公平は頬ほお杖づえをついてすっと目をそらす。


    「今のは、おまえが悪い」


    「公平君……」


    「そんな目をするくらいなら、無自覚に王子様的な発言をしないよう気をつけろよ！」


    　もし公平が女子だったら、危あやうく惚ほれるところだ。


    　しゅん、と肩を落とす光瑠から顔を背けて、赤くなりかけた顔を必死に誤ご魔ま化かす。


    　ただこの思わぬモテ期がほんの序章だとは、まだこの時、気づいてもいなかった。
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    　なにがどうして、こうなったというのだろうか。


    「公平君、今いいかな？」


    　昼休み。


    　公平の元に、面識のない何人もの女子がたずねてきた。


    　髪型やカーディガンや、ちょっとしたアクセサリーや香水など、それぞれが校則で許される範囲内で、精一杯のおしゃれをした、二年や三年の女子。


    　それがみんなで公平を取り囲むや、口々に言ってくる。


    「手紙読んでくれたかな。あの、急せかすみたいで悪いんだけど、返事、もらえる？」


    「私、どうしても公平君の一番になりたいの！」


    　弁当を食べる前に、光瑠と球技大会の資料を見ていた公平は、びしりと固まった。


    　手紙。


    　つまり彼女たちはあの、ラブレターの差出人？


    　戸と惑まどったのは、公平だけではない。


    　昨年の応援合戦についてまとめた資料を手にした光瑠も、石になっている。


    　これまでの場合、光ひか瑠ると公こう平へいがこの距離にいたら、女子は必ず光瑠に目を奪われていた。


    　だが公平をたずねてきた女子たちは、光瑠に全く注意を向けていない。


    　いやむしろ、それどころか……。


    「ごめんなさい、新しん海かいさん。大事な話があるから、そこ、ちょっとどいてもらってもいい？」


    「は、はい」


    　公平の前の席に座っていた光を立たせ、その場からどくよう頼んでいた。


    　それを見て、クラスメイトたちがざわつく。


    「え、ちょっとなにこれ、どういうこと？」


    　ひそひそと耳打ちし合うのが聞こえてきた。


    　その間にも、上級生女子による連合軍は、公平の周りを完全に包囲する。


    「もしかしてまだ、手紙を読んでない？」


    「いえ、読みました」


    「そうなんだ、嬉しい！」


    　はしゃいだ声。


    　そしてお互いに先を競うかのように、彼女たちは言ってきた。


    「いきなりでびっくりしたかもしれないけど、公平君と、お付き合いしたいんだ」


    「私ね、手紙にも書いたけど、本気で公平君が好きなの！」


    「この気持ちなら誰にも負けないよ！　私、誰よりも公平君のこと、大切に思ってるの！」


    　いや私の方が、私こそが、私だって。


    　お互いを牽けん制せいするように言葉を重ねる先輩女子たちの勢いは、すさまじい。


    「公平君の一番になるのは、私なんだから！」


    「でも隣に立って一番公平君のそばにいるのが似合うのは、私だと思うなー」


    　そして公平への熱い思いをひとしきり語った上で、彼女たちは聞いてくる。


    「ねえ、公平君。お試しでもいいから、付き合ってもらうことって、できないかな？」


    「それは、できない」


    　きっぱりと断った。


    　ただし、それで終わりにするなんて、六りつ花かとか王子様以前に、一人の紳士としてできない。


    　自分をかっこいいと思って、告白してくれた女子たちに、公平はリサにしたのと同じようにとびきりの王子様演技で、微ほほ笑えみかけた。


    「俺は愛の狩かり人うど。あくまでも獲物を追う側であって、誰かに追いかけられて捕まるのは、性しように合わないんだ。だから悪いが、子ウサギちゃんたちにどうぞ食べてくれと言われても、気持ちはありがたく受け取るが、それに応えることはできない」


    「どうしても、だめ？」


    「ああ、どうしてもだ。それに俺は、これでも一途なたちでね。六花として、赤組の応援団長を任された男として、今は自分の役目を果たすことだけ、考えていたいのさ」


    　そこは演技を交えてはいても、本心である。


    　優しいが、けして譲らない態度の公こう平へいを見て、集まった女子たちは肩を落とし……。


    「そっか、うん。じゃあ今は、諦あきらめるよ」


    「今は公平君、忙しいもんね。応援団長、がんばってね！」


    　健けな気げな言葉で、公平の断りを受け入れてくれる。


    　泣いている人は、いない。


    　深く落ち込んでいる様子も、誰一人見せない。


    　残念そうではあるが、告白してふられたばかり、にしてはみんなとても冷静だった。


    　だが、リサの時とはまた違う。


    「あのね、それでもやっぱり私の気持ちは変わらないから、気が変わったら、言ってね？」


    　待ってるから、とみんなが熱のこもった目で、公平を見てきた。


    　それまでの、可愛かわいらしくて控えめな印象とは違う。


    　もっと含みのある、色っぽい感じの声と視線に、クラスの男子みんなが息をのむ。


    　王子様であるはずの公平すら、逆にドキドキさせられてしまった。


    　だって仕方ない。公平は中学校まで男子校育ち。


    　マスコット扱いされたことや、変態からのからみつくような視線を受けたことはあっても、こんな風に普通っぽい女の子から、誘うような態度をとられるなんて、慣れていないのだ。


    「じゃあ、またね？」


    　手をひらひらふって先輩女子たちが立ち去るまで、不覚にもなにも言えずに終わってしまう。


    　彼女たちの足音が聞こえなくなって、一番早く我に返ったのは、クラスの女子たちだ。


    「あの手紙、本当に、ラブレターだったんだ」


    　すごく意外そうにそう呟つぶやくのを聞いて、公平も我に返る。


    「なんでそんな、心底驚きましたって顔してんだよ、おまえら！」


    「だって公平君に、じゃじゃ馬姫にラブレター書く女子なんて、嘘うそくさいから！」


    　てっきりいたずらだと思ったとか、女子を装った男子ファンだと思ったとか。


    　言うことが、いちいち酷ひどい。


    　おかげで、先輩女子たちの色気にドキドキしていたのも、またも公衆の面前で女子をふったことへの罪悪感も、吹っ飛んでしまう。


    　代わりにわき上がるのは、男としての自分を肯定してくれる人がいたのだ、という自負。


    「やっぱり俺の魅力は、見る人が見ればわかるってことだ！　おまえらも、これからは姫とか馬鹿なこと言わないで、俺が最強の王子様になる姿を、笑顔で応援してくれよな！」


    　えー、という納得いかないような声も、今は気にならない。


    　むしろ、男子からのそれは嫉しつ妬と、女子からのそれは照れ隠し、とさえ思えた。


    　ただ一人、気になる人がいるとすれば……。


    「おい光ひか瑠る、大丈夫か？」


    　さっき先輩女子たちにどかされた光瑠が、ものすごく所在なさそうに立ち尽くしていた。


    　こいこい、と手招くと、おずおずと近づいてくる。


    「さっきは悪かったな。おまえの席なのに、あんなことになって」


    「大丈夫、気にしてないから」


    「じゃあ、早く座れよ。資料の続きを見て、とっとと弁当食おうぜ」


    「うん」


    　頷うなずいて、先ほどと同じように公こう平へいの方を向いて座った光瑠だが、いつもはクールすぎるほど落ち着いて見える彼女が、そわそわと視線をさまよわせている。


    「どうした？」


    「……ううん、なんでもない」


    　なんでもない、というわりに、光瑠の表情は切なげで、その瞳は迷子のように頼りない。


    　なにかあるのなら、相棒なのだから隠さず話してほしい。


    　なのに結局、光瑠は何度聞いても、大丈夫、としか答えないまま、昼休みが終わる。


    　そのことへのもやもやは、念願の告白にあったという喜びより、頭に残って離れなかった。


    　だが、光瑠と落ち着いて話す暇はその後もとれなかった。


    　なぜなら放課後も、その翌日も……。


    　公平に告白してくる女子たちは、空き時間になるとコンスタントに姿を現す。


    　あの日のように、靴くつ箱からあふれ出すほどのラブレターをもらうことはない。


    　だが、朝、昼、放課後、誰かしらが公平をたずねてきて、公平と光瑠が話そうとしていても気にすることなく、告白してきたり手紙の返事を求めてくる。


    　そして、他の女子のように光瑠に心奪われることなく、ひたむきに、


    「まだ付き合っている人がいないなら、私の気持ち、受け取ってもらえないかな？」


    　などと、公平との恋の成じよう就じゆだけを願ってくれるのだ。


    　それが嬉しくないわけがない。


    　だが、返せる返事が決まっている今、続く告白は辛つらくもあった。


    　公平は直接答えを求められた時は、そのつどきっちり、ファンサービスの王子様演技も交えて断ることにしている。


    「せっかくだけど、それはできねーな。先輩みたいに魅力的なレディから誘われたら、ついついその手をとってさらっちまいたくなるけど、あんたは軽い気持ちでつんでいい花じゃない。いつか一番大事にしてくれるやつが現れるまで、その甘い香りは秘密にしておきな」


    　できるだけ女の子たちを傷つけないよう、せめて切なくも甘い記憶になるよう……。


    　彼女たちが喜ぶだろう、王子様的な囁ささやきを交えて断ってはいる。


    　だがそれで、失恋の痛手がなくなるわけではない。


    「私、いつか振り向いてくれるまで、まってるね！」


    　うるんだ目でそう言われたりすると、罪悪感がどうしてもぬぐいきれなかった。


    　中途半端に希望を持たせたり、思いをもてあそぶようなまねをするよりは、きっぱり断ってしまうほうが誠実だし、彼女たちのためになる。


    　そう信じてはいるが、断るということは、なかなかに気の重いことなのだ。


    　ただ、なんにせよこうして告白されるということは、男として認められているということ。


    　重なる告白体験は、多くなれば多くなるほど、公こう平へいに男としての自信を持たせてくれる。


    　これで赤組の応援団長として、球技大会を成功に導いたら、完かん璧ぺきだ。


    　順調に進む理想の自分への道のりを、この時の公平は、疑ってもいなかった。
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    　怒ど涛とうのモテ期がはじまった、その数日後。


    　ついに本格始動する準備に合わせ、球技大会実行委員と生徒会、そしてこのイベントを六りつ花かとして任された公平と光ひか瑠るとの、初顔合わせが行われることになった。


    　イベントが多い雪ゆき峰みね学がく園えんでは、どのイベントも準備にかけられる時間が短い。


    　そして、忙しい六花はいつも人手が足りない。


    　はじめての顔合わせに向かうのも、当然、公平と光瑠の二人だけだ。


    「君たちならきっと大丈夫、初回だから、本当に顔合わせと今年のテーマの確認くらいだし、すぐ終わると思うよ？」


    　顔合わせに行く公平たちを見送りにたった道みち頼よりは、やけに楽しそうにしている。


    「はは、きっと君たちにとって、素す敵てきな経験になるだろうなぁ」


    「そうなるよう、がんばります」


    「うんうん。それに応援合戦で対決する時、球技大会実行委員たちの全面協力があったら、少しはましな戦いができるかもしれないよ？」


    　扇せん子すを拡げて口元を隠す道みち頼よりは、馬鹿にしきった目をして続ける。


    「新人二人で、先輩六りつ花か四人にどこまで対抗できるかは、わからないけど」


    「俺は負ける気、ありませんから！」


    　せっかくモテ期がきたのだ。


    「絶対に勝って、じゃじゃ馬姫なんてふざけた呼び方、二度とできないようにしてやります。だから先輩は、俺に相応ふさわしい王子様っぽい名前、考えておいてください！」


    「おやおや、今からそんなに気合い入れていると、息切れしちゃうよ？」


    「持久力については、こいつに鍛きたえられて前以上に自信があるんで！」


    　光ひか瑠るを指さしてそう告げる。


    　実際、毎朝の特訓のおかげで今や公こう平へいの身体能力はかなり上昇していた。


    　ただ、公平に指さされた光瑠は、自信満々な公平とは反対に、やけに大人しい。


    　道頼もそれに気づいたのか、光瑠の顔をのぞき込んで不思議そうに首を傾かしげている。


    「君は、自分にも侍王子じゃないお姫様っぽい六花ネームを考えておいてくれ、と言わなくていいのかな？」


    「あ、いえ」


    「いいわけないよな、光瑠！　おまえ、こういう時は先輩相手でも、びしっと言えよ！」


    　にえきらない光瑠の背中を押した。


    　ただ、光瑠はそんな公平を困ったように見てくる。


    「どうしたんだ？」


    「ううん、なんでもない。私も、がんばるよ」


    　そう答えた光瑠が、やけに儚はかなげに見えた。


    　ザイル一本で天井から降下して驚嘆の強さを誇る光瑠を知る公平からすれば、儚げなんてありえないはずの印象なのに……。


    　どうしてか、胸がざわっとする。


    「おっと、そろそろ時間だ。じゃあ二人とも、いってらっしゃい」


    　道頼に手をふって見送られ、視聴覚室へ向かう間。


    　できればもっと、光瑠と話をしたいと思った。


    　だが……。


    　ちらっと、隣を歩く光瑠へ目をやり、公平はため息を吐ついた。


    　歩みを進める光瑠は、まるで最終決戦前の勇者のようなきりっとした顔をしている。


    　きっと女子が見たら喜ぶだろう王子様っぽい雰囲気だが、公平にはわかる。


    　新しん海かい光瑠という人物は、緊張すればするほど凜り々りしさを増すのだ。


    「なんでおまえそんな緊張してんだよ？　今日は顔合わせだって言われただろう？」


    　カリスマ性では道みち頼よりに勝てないから、生徒会や球技大会実行委員の仕事を手伝って、多くの生徒に関わって地道に人気と赤組の士気を高めたいという気持ちは強い。


    　だがそれにしたって光ひか瑠るは気合いが入りすぎて、クールな王子様フェイスになっていた。


    「もっとリラックスしないと、おまえますます、女子のファン増えるぞ？」


    「それは、困る」


    「じゃあとりあえず笑え、スマイルだ、スマイル」


    　に、と手本に笑ってみせた。


    　光瑠もほっぺたを両手で押さえて、必死に笑おうとする。


    　だが、その口角はほんの少し上がったくらいで、笑みにはほど遠い。


    　むしろ、無理に笑おうとするのがクールさに哀愁を加え、ミステリアス感が増していた。


    「お姫様目指すんなら、やっぱりその固まりがちな表情をなんとかしねーとな」


    「お酢は飲んでるし、ストレッチもやっているんだけれど」


    「いや、身体からだの柔軟性はおまえ元々十分だろうが」


    　今必要なのは、猫のようにしなやかで柔軟な身体ではなく、単なる豊かな表情である。


    　しかしそれが、光瑠にとってはなにより難しいらしい。


    「どうしたら公こう平へい君みたいに、自然に笑えるんだろう？」


    「そりゃあ、練習あるのみじゃねえの？」


    「やっぱりそうか。鏡を見ながら、これからも毎日練習を続けないと」


    　そんなことを話しているうち、ついに視聴覚室前にたどりついた。


    　光瑠はガチガチになって扉をにらんでいるが、そんなに硬くなる必要はないだろう。


    「生徒会長もいるし、球技大会実行委員はすげえ頼りになる人だって聞いたし。どうせ今日は顔合わせなんだから、もっとリラックスしていこうぜ！」


    　そう言って光瑠の背中を叩たたいて、公平は元気よく、失礼します、と声をかけ中に入った。


    　ところが……。


    　この楽観的な考えは、あっという間に崩れ去る。


    　視聴覚室に全員が集まり開始時間になるや、まず生徒会長と球技大会実行委員長が、


    「今年の球技大会は、新六りつ花かの二人にメインでやってもらおうかな。なにせこの二人は、一年にして六花に選ばれるほど人望があるらしいから、球技大会もきっと盛り上げてくれるさ」


    「そうだよなー。いやー、楽しみだ。入学早々六花に選ばれるってことは、さぞかし優秀なんだろう。なら俺たち凡人は、邪魔にならないよう見守るのが一番だよなー？」


    　やる気のなさそうな態度でそう言って、それまで座っていた席を立ち、教室の一番後ろへと移動してしまったのだ。


    　そして驚く周囲をよそに、そんな二人に続いて三年生の一部も、


    「入学早々六りつ花かになった優秀な二人なら、全部任されても大丈夫だよなー？」


    「当然だろう、球技大会なんて小さいイベント、異例の新人六花様なら余裕に決まってるし」


    「モテモテの赤組の応援団長と副団長なら、なんかあれば女子に手伝ってもらえるだろう」


    　ケラケラ笑いながら、生徒会長たちの方へと行ってしまう。


    「ちょっと待ってください！」


    　慌てて呼び止める公こう平へいのことなど、振り返りもしない。


    　だが、だからといって引き下がるわけにもいかなかった。


    　生徒会長のところまで行って、たずねる。


    「顔合わせもしないうちにいきなりこれって、一体どういうことですか？」


    「うーん、だからね。その顔合わせの進行も含めて、全部お任せするよってことだよ」


    「はあ？」


    　眼鏡をやる気なさそうにいじる生徒会長とは、これまでも何度か話したことがあった。


    　その時は、とても優しくて明るい、頼れる先輩に見えたのに……。


    　一体どうして、別人のような態度をとるのだろうか。


    　公平の隣にきた光ひか瑠るが、眉み間けんにしわを寄せて、問いかける。


    「いきなり全てを任せるというのは、あまりにも無責任ではありませんか？」


    　それに答えたのは、球技大会実行委員長だ。


    「まあ確かにそうだな。だからほれ、去年までのデータはまとめてあるぞ。これ参考にして、あとはまあいい感じにそっちでやれば、いいんじゃねーの」


    「そういう問題でありません」


    「あーもう、時間もったいねーだろう。はーい、今からプリント配りまーす」


    　立ち上がった球技大会実行委員長は、逃げるように光瑠の前を離れる。


    　ものすごく面倒そうな顔をしながらも、持ってきたプリントを配りはじめるその背中を、光瑠と一緒に慌てて追いかけた。


    　だが、話しかけても呼びかけても、完全に無視される。


    　状況についていけずにいた下級生たちは、プリントをわざわざ一枚ずつ配っていく球技大会実行委員長に、


    「あの、委員長。わざわざ配らなくても、回しますよ？」


    　戸と惑まどいながらもそんな声をかけていた。


    　しかし、球技大会実行委員長は、笑顔でそれを断る。


    「いいのいいの、はいこれどーぞ」


    　公平たちに対するように、無視をするわけではない。


    　だが有無を言わせぬその態度に、みんなは困ったような顔で黙り込む。


    　気まずい空気をものともせず、球技大会実行委員長は、ぐるっとメンバーの元を回り、一番前の公こう平へいと光ひか瑠るが座っていた空席の前で、ようやく立ち止まった。


    　ただしその手に、プリントは一枚も残っていない。


    「あ、やべー。六りつ花かの二人の分、作り忘れたわー。でも、大丈夫だよねー？」


    「「え」」


    「異例の早さで選ばれた優秀な新六花の二人なら、プリントなんていらないだろう？」


    　挑発的に笑って、さっさと一番後ろの席に戻ってしまう。


    　明らかに、わざとだ。


    　絶対、最初から公平と光瑠のぶんを用意していなかったに違いない。


    　今時こんなわかりやすい嫌がらせをするのか、というくらい古典的な嫌がらせである。


    　確かに、公平も光瑠も事前に球技大会について調べておいたから、資料はなくてもいける。


    　いけるが、それとこれとは、話が別だ。


    　どうしたものか、と考えていたら、一年一組のクラスメイト二人が立ち上がる。


    「うちらは二人でこれ見るから」


    「こっちは、新しん海かいと公平で見ていいぜ」


    　二つある資料のうちの一つをわたしてくれる。


    「ありがとう」


    「悪い、助かる」


    　お礼を言って、ありがたく資料を受け取ったら……。


    「ださ、六花なのにクラスメイトに助けられるとか、ちょっとありえないよなー」


    　ぼそっと呟つぶやく声が、どこからともなく聞こえてきた。


    　声の主はわからない。


    　ただ、その声が聞こえた方角では、やはり一部の三年生がくすくすと笑っていた。


    　彼らからは、明らかな敵意を感じる。


    　だが、その理由がわからない。


    　だってまだ、顔合わせすらしていないのだ。


    　公平は並んで座った光瑠に、小声でたずねる。


    「おまえ、ここにいる面めん子つの中に、因縁の相手とかいる？」


    「ううん。クラスメイトだけ。公平君は？」


    「似たようなもんだな」


    　少なくとも、お互いにこんな風に敵意を向けられる覚えはない、ということだ。


    　ではなぜ、と困惑はさらに深まる。


    　しかしそうしている間にも、生徒会長と球技大会実行委員長が、


    「じゃあ早速だけど、二人ともそんなとこ座ってないで、前に出て仕切ってよ」


    「俺たちは後ろの方で見てるから、あとはご自由にー」


    　そう言って、一番後ろの席に移動して静観する構えを見せる。


    「いや、待ってくださいよ！　ここは普通、球技大会実行委員長が仕切るところですよね？」


    　慌ててそう告げるけれど、へたくそな口笛を吹きながら聞き流された。


    　どうすればいいか。


    　迷う公こう平へいをよそに、光ひか瑠るがすっくと立ち上がった。


    「時間がもったいない。公平君、はじめようか」


    　ここ最近見せていた、どこか柔らかく幼さの残る顔の面影は、欠片かけらもない。


    　さっきまで緊張して、ほっぺたをむにむにともんでいた可愛かわいげも、完全に消えている。


    　出会った頃と同じ、クールで大人びたどこまでも王子様っぽい姿に、息をのんだ。


    　その研とぎ澄すまされた刃のような光瑠の雰囲気に、周りも気け圧おされたのだろう。


    　ホワイトボードの前に光瑠が立つと、それまで笑っていた三年生たちも無言になった。


    　ぴん、と張り詰めた雰囲気の中、公平も光瑠の隣に移動する。


    　それを待っていたかのように、光瑠が口を開いた。


    「ではご指名を受けましたので、ここからは私と公平君で会を進行させていただきます」


    　ハキハキしすぎて冷徹そうなイメージを与えてしまったのだろう。


    　みんな、上官を前にした新兵のような顔をしていた。


    　これでは、和なごやかに顔合わせなんて無理である。


    　そう判断した公平は、意識して人好きのする笑みを浮かべた。


    　光瑠が冷却剤になってくれたのなら、公平が果たすべき役割は潤滑剤。


    「じゃあはじめってことで、まずは簡単な自己紹介からはじめさせてもらいますね！」


    　親しみやすい明るい声で告げれば、場の空気がいい感じにゆるむ。


    　さて、自己紹介といっても、まずどこからいくべきだろうか。


    　ちらっと後方に座った生徒会長に目をやる。


    「できれば、生徒会の皆さんからお願いしたいんですが」


    「いやいや、生徒会メンバーの名前くらい、みんな知ってるし。わざわざいらなくない？」


    　こいつよくこれで生徒会長なんてやってられるな、と心底思った。


    　今までも六りつ花か補佐として顔を合わせたことがあるが、その時はこうじゃなかった気がする。


    　文句の一つも言いたいところだが、今は雰囲気を悪くするより、先に進みたい。


    　光瑠と目配せしてから、まず自分が名乗ることにする。


    「そういうことなら、まずは俺たちからいかせてもらいますね。俺は新しく六花に就任した、一年の須す永なが公平です」


    「一年の新しん海かい光瑠です」


    「俺たち二人とも、運動が好きだし、球技大会すげー楽しみにしてます。これからみなさんと一緒に、最高の球技大会を作れるようにがんばるんで、よろしくお願いします！」


    「お願いします」


    　ぺこり、と二人そろって頭を下げれば、一年生を中心に拍手が起きる。


    　二年生も一部は、こちらの味方かもしれない。


    　その場の生徒の様子を見てそんなあたりをつけながらも、笑顔で顔を上げた。


    「じゃあ次は、一年生から順番にお願いします」


    「はーい！」


    　心得たように元気よく手を上げたのは、クラスメイトの柳やな井いだ。


    「一年一組、柳井明あきらです。中学まではバスケ部で、高校からは鉱物研究会に入りました。でもやっぱ球技が好きだから、実行委員として球技大会を盛り上げたいと思います！」


    　それに続いて、もう一人のクラスメイトである唐から松まつ夕ゆうも、


    「同じく、一年一組の唐松夕です。イベントが好きなので、球技大会を誰よりも楽しむために実行委員になりました。これからよろしくお願いします」


    　二人のおかげで、続く他の一年生の自己紹介もいい雰囲気で回っていく。


    　二年生についても、多少短くはあったが名乗るくらいはしてくれて、これならなんとか、と安心しそうになるが……。


    「では続いて、三年生の先輩方、よろしくお願いします」


    　光ひか瑠るがそう言った辺りから、また空気がおかしくなる。


    「三年生はいいだろう」


    　球技大会実行委員長がそう言って、他の三年生に同意を求めるような視線を向けた。


    「なあ、おまえら。どうせよろしくする気、ないもんな？」


    　その言葉に、半分の三年生が笑いながら賛成を叫ぶ。


    　残る半分は、そんな周りを苦い顔で見ていた。


    　だが、だからといって球技大会実行委員長や、その隣でにらみを聞かせる政調会長と生徒会メンバーを敵に回すつもりも、ないらしい。


    　悪いな、というように公こう平へいと光瑠を見た後で、気まずそうにうつむいていた。


    「じゃあほら、くだらない自己紹介タイムは終わりってことで、先進めてよー」


    「早く終わらせたいんですけどー」


    　ガキか。


    　腹が立つというより、いっそ呆あきれてきた。


    　だがこれ以上やられては、話し合いにならない。


    　先輩であろうとも注意すべきだろうと、公平は急かす三年生たちを止めようとした。


    　ところが、そんな公平の手を光瑠が無言で引っ張り、首を横にふる。


    　そして何事もなかったかのように平静な態度で、


    「今日は顔合わせですが、今後はこのメンバーでいろいろなことを決めて、作業することになります。それから、みなさんもご存じでしょうが、球技大会には総合テーマがあります」


    　ホワイトボードに向かい、板書をはじめる。


    　まるで手本のような綺き麗れいな文字を書き終わると、光ひか瑠るは静かに後ろに下がった。


    　ここからは代わりにしゃべってくれ、ということだろう。


    　そう判断した公こう平へいは、荒ぶった心をなだめてみんなに告げた。


    「雪ゆき峰みね学がく園えんの球技大会では代々、三つの言葉を一年交替で総合テーマに掲げています。そして、今年の総合テーマは……和です」


    　和。


    　和平の和、融和の和。


    　今このギスギスした場には、多分最も相応ふさわしくないテーマである。


    　だが、変えられない。


    　順番に総合テーマを使い回しているため、二年・三年や、上級生のいる部活動については、すでに出し物の準備をはじめている、と事前に聞いていた。


    「試合の合間にある出し物や応援合戦では、このテーマにそった内容であるかどうかも加点の対象になります。一年生の中には、知らない人も多いと思うので、忘れずにクラスのみんなに伝えてください」


    　そう連絡したところで、ちらっと時計を見る。


    　顔合わせとしては、そろそろ頃合いだろうか。


    「光瑠、おまえからなんかコメント言えるか？」


    　締めに入るために小声でそう告げれば、下がっていた光瑠が静かに前に出る。


    　そして、ふっと口元をわずかに引き上げて、言った。


    「和をもって貴たつとしとなす、という言葉もあります」


    　涼やかな彼女の目が見つめた先には、生徒会長と球技大会実行委員長。


    「この素す晴ばらしいテーマに相応しい和なごやかな球技大会になるよう、この場にいるみんなで手をたずさえて、がんばりましょう」


    　それは爽さわやかながらも、鋭い牽けん制せいか険悪な雰囲気を作る先輩への皮肉のようであった。


    　もちろん光瑠にはそんな気なんて全くない。


    　むしろ今のは、あれだ。


    『せっかくですから、いがみ合ったりせず、このテーマの通り仲良くがんばりましょう』


    　という、純粋かつ素直な思いをこめて、精一杯の笑みを浮かべようとしただけなのだ。


    　ただクールな雰囲気が誤解を生み、緊張から鋭くなった目つきのせいでそれは加速する。


    　案の定、教室の後ろに集まった三年生からは、忌いま忌ましげな舌打ちが聞こえてきた。


    「あー嫌だ。わざとらしくそんなこと言われなくても、やるべきことはやるっつうの」


    「先輩に対して、胸を貸してくださいじゃなく、ともに手をたずさえていきましょうって、もう完全にマウントとらせないって宣言だよな」


    「いえ、そんなつもりは……」


    　なかったんです、と最後まで言えないくらい、光ひか瑠るは動揺している。


    　敵意満々の三年生と、険悪なムードにたじろぐ他の生徒。


    　これはまずい。


    　公こう平へいはそう判断して、この場を切り上げることにした。


    「俺たちも精一杯、がんばりますから！　みんなも一緒に、よろしくお願いします！　今日は顔合わせってことで、以上で！　次の会議は金曜ですけど、そこではもっと具体的な話をして準備に入りたいんで、そのつもりで！」


    　お疲れ様でした、と頭を下げる。


    　それを待っていたかのように、真っ先に席を立ったのは、生徒会長と球技大会実行委員長だった。


    　彼らは扉を出る間際、わざわざ公平と光瑠の前で立ち止まって告げてくる。


    「言っておくけど俺たちは、おまえらが六りつ花かだってこと、認めてないからな」


    「ぱっと出の一年に六花なんて務まるわけないって、今回のことで証明されるかもなぁ？」


    　挑発的な言葉を残して、二人の姿が扉の向こうに消えた後。


    　他の生徒たちも、気まずい空気から逃げるように、視聴覚室を出ていく。


    　多くの生徒が、その場の気まずさから逃げるように立ち上がり、その後を追った。


    　光瑠をにらんでいた三年たちについては、去り際、公平と光瑠の脇をわざと通り、


    「あーあ、他の六花だったらやる気出るのに、なんでこいつらなんだか」


    　などと悪態をついていく。


    　本来なら、イベントを一緒に盛り上げる仲間同士。


    　それなのに、どうしてここまで嫌われなくてはならないのだろう。


    　視聴覚室から他の人が消えた後。


    「あーもう！　一体あの人たち、なんなんだよ!?」


    　地じ団だん駄だを踏み、公平はがしがしと頭をかいた。


    　いくらなんでも、あれはない。


    「球技大会実行委員長もそうだけど、生徒会長なんて、普通一番頼りになるもんだろうが！」


    「そうだね」


    「おまえもおまえだぞ、光瑠！」


    　びしっと指さし、ずっと我慢していた不満をぶつける。


    「俺があの二人を注意しようとしたら止めるし、いつになく強引に話を進めて！　おまえ一体なに考えてんだよ！」


    　六花二人の意見が割れていると思われては、さらにその場が荒れるし、なにより光瑠のやることなら理由があるのだろうと思い、あの場は黙って従った。


    　だが、今思い出しても腹が立つ。


    「あそこはもっとこう、堂々と相手にもの申すべきところだっただろうが！」


    「そうだけれど、多分そうしたら、もっと反発されて完全に場が崩壊すると思って」


    「なんでそう思った？」


    　たずねれば、光ひか瑠るの眉まゆが悲しげに揺れる。


    「同じだったんだ」


    「え？」


    「あの時、私たちのことをにらんでた人たちと同じような目をした人を、私は見たことがる」


    　ゆっくりと言葉を探し、なにかを思い出すようにしながら。


    　光瑠は公こう平へいに告げてくる。


    「うちの道場は実力主義だから、経験や入門からの年数に関係なく、強さが全て。ずっと上を目指してがんばってきても、後からはじめた人に抜かれることもある。そういう時、負けずにがんばろうとする人もいるけど、抜いていった相手への恨みや嫉しつ妬とにかられる人もいる」


    「おう」


    「そういう状態になると、なにをいっても、たとえそれが思いやりから出た正しい助言や励ましであっても、余計にこじれるだけなんだ」


    　その言葉の重さで、光瑠がこれまで何度もそういった経験をしていることがわかった。


    「なるほどな」


    　雪ゆき峰みね学がく園えんは優秀な人材の宝庫。


    　だからこそ、そこで三年間がんばってきた人間にとって、入学早々六りつ花かになった公平たちの存在に、追い抜かれたと感じて複雑な気持ちになるのは、なんとなくわかる気がする。


    　ただ光瑠は、こうも言ってきた。


    「ただ、生徒会長と球技大会実行委員長は、なんだかちょっとだけ、違った気がする」


    「違うって？」


    「うまく説明できないけど、私し怨えんで攻撃してくる相手が向けてくる敵意じゃなくて、試合とか稽けい古ことかで向けられるような、身の引き締まる感じの敵意に、ちょっと似ているかな」


    「すまん、よくわからない」


    　相棒の物騒なたとえに、公平は理解するのを今は諦あきらめた。


    　どちらにせよ、公平たちを認めていない、という態度をとっていることに、変わりはない。


    「俺たちがなにかする時は、認める認めないから入るのが、お約束なのか」


    　だが六花補佐として、格闘技系部活動の合宿を手伝った時に比べれば、今のほうがましだ。


    「やってみろと丸投げしてくれたんだ、せっかくだから、好きにやらせてもらおうぜ」


    「うん、それで仕事ぶりを認めてもらえたら、きっと先輩たちも協力してくれると思う」


    　誠意を込めて、自分にできることを真剣にやっていけばいい。


    　そうすればきっと、今は認めてくれない人たちの見る目も変わる。


    　公こう平へいと光ひか瑠るはポジティブに考えることにして、足早に視聴覚室を後にしたのだった。


    



    　　２


    



    　公平と光瑠は今回、六りつ花かの代表として、球技大会の開催に関わっている。


    　組織の一員として仕事をするなら、報告・連絡・相談のほうれんそうは必須だ。


    　だからあの険悪なムードで終わった初回の会議についても、当然、六花代表である道みち頼よりに、きちんと報告しなくてはいけない。


    　メールで確認すると、明日の昼休みに六花会館へおいで、と返ってきた。


    　そこで翌日の昼休み、公平と光瑠はチャイムが鳴るや、急いで六花会館へ向かう。


    　途中、すれ違った数名の先輩女子たちから、


    「公平君、あの、話があるんだけど！」


    　と、呼び止められそうになったけれど、今は時間がない。


    「悪いな先輩、可愛かわいいあんたとお話ししたいのは山々だけど、今は仕事がある。あんたの小鳥のさえずりみたいなその声をじっくり聞かせてもらうのは、また今度の機会に頼む！」


    　せめてものお詫わびに、すっかり板についた王子様演技で誘いを断りつつ、投げキスを一つ。


    　早歩きしながらもそれをこなす公平を見て、光瑠が尊敬の目を向けてきた。


    「すごいね、公平君。もうすっかり、王子様演技をものにしたんだ」


    「まあな。おかげで最近は、姫って呼ばれることも減ってるんだぜ？」


    　元々公平は、必要だから女装に似合う仕草や言動を身につけただけであって、普通にしていれば、元気あふれるごく普通の男子でしかない。


    　だから周りの扱いが変われば、自然とお姫様扱いも下火になっていく。


    「形から入るなんて本ほん末まつ転てん倒とうじゃないかって、道頼先輩に言われたこともあるけど、結果的にこうなってるんだから、やっぱ形も大事ってことだよな」


    　階段を下りきってそう呟つぶやいたところで、


    「あ！」


    　上の方から驚いたような短い声が上がり、続いて誰かの、


    「危ない！」


    　悲鳴のような叫びが響いた。


    　公平がぱっと上を見た時にはもう、隣にいたはずの光瑠は風になっている。


    　階段を落ちかけた少女の身体からだを、抱きしめるようにして自分に引き寄せ守った光瑠。


    　その顔は、少女を守れたことにほっとしたのか、かすかにほころんでいた。


    「大丈夫ですか？」


    「は、はい！」


    「よかった」


    　相手がしっかりと体勢を整えるのを待ってから、光ひか瑠るは横になったその子の制服のリボンをそっと直して、囁ささやく。


    「あなたが怪け我がをしなくて、本当によかった。どうか、気をつけてくださいね？」


    　かける言葉は、ごくごく普通。


    　入学当初のように比ひ喩ゆやロマンチックな単語を意識的に盛り込んだり、公こう平へいのように女子にうける王子様の演技をしているわけでもない。


    　それなのに、踊り場の窓から差し込む光を受けた光瑠は、実に王子様だった。


    　はあ、とか、ほう、とか、ふう、とか。


    　そういう熱い吐息が、そこかしこの女子の口からこぼれている。


    



    「「「「「「とうとい……」」」」」」


    



    　呟つぶやき、恍こう惚こつとした目で光瑠を見つめる女子たち。


    　そして男子もまた、


    「さすが入学早々六りつ花かになっただけあるよな、新しん海かい光瑠」


    「ああ、やつなら確かに、王子様を名乗るに相応ふさわしいかもしれない」


    　感心したように、そんなことを言い合っている。


    　巻き起こる拍手に、光瑠は複雑そうな顔をしてこちらに戻ってくるが……。


    「やっぱりおまえの方が、すげえよ」


    　同じ新六花であるのに、公平よりも光瑠の方がずっと、多くの人に受け入れられている。


    　その事実がこの場にいる人たちの反応からでも、十分にわかった。


    　認めてもらうのはこれからだと、昨日言い合ったばかりだが、光瑠はもうすでにこんなにも自然に認めてもらっているじゃないか。


    　そんな考えがふと頭をかすめてしまう。


    　でもそんな公平の気持ちなど、光瑠が知るわけもない。


    「行こう、公平君」


    「ああ」


    　再び並んで歩きだした公平は、何事もなかったかのような顔で、六花会館へ向かった。


    「「失礼します」」


    　声をそろえて中に入れば、いつもの椅い子すに座った道みち頼よりに出迎えられる。


    「やあ、いらっしゃい。早かったね、座って座って」


    　向かい側のソファを手で示す道みち頼よりの手元には、なぜかぬいぐるみ。


    　ソファに座った光ひか瑠るの目は、それに釘付けになっている。


    「先輩、それは？」


    「ツンギレうさぎっていう、うちの神社のイメージキャラクターのぬいぐるみの、試作品」


    　なるほど、怒ったような顔のうさぎのぬいぐるみは、巫み女こ服っぽいものを着ていた。


    「できたらすぐに見たいって言っておいたら、業者の人が学園まで持ってきてくれてね」


    「へえ、神社のイメージキャラクターってことは、お守りとかと一緒に配るんですか？」


    「いや、これは非売品。でも受付とかお守り配布所とかに、ちょこんと飾るといいかなって」


    　両手で顔の前に持ち上げ、道頼が笑った。


    「どうだい、すっごく可愛かわいいだろう？」


    「可愛いです！」


    　力強く頷うなずく光瑠を見て、ちょっと驚いた。


    「おまえ、ああいうの好きなんだ？」


    「うん」


    「でも部屋には、置いてないよな？」


    　光瑠の部屋は、よくいえばシンプル。


    　はっきりいえば、最低限のものしか置いていない、色気の欠片かけらもない部屋だ。


    　竹刀しないや木刀やダンベルはあるが、ぬいぐるみどころか、小物もなにもない。


    「てっきり、ああいうのに興味がないと思ったんだけど」


    「きょ、興味はあるんだけれど、私みたいなのが持ったら、可愛いものに失礼だから」


    　意味がわからない。


    「なんだよ、可愛いものに失礼って」


    「似合う人にもってもらった方が、ああいう子たちは嬉しいと思うんだ」


    　切なそうにそう呟つぶやきながらも、光瑠の目はぬいぐるみから離れない。


    　その姿を見て、そうかこいつは王子様じゃなかったんだ、と我に返る。


    　さっき、光瑠が颯さつ爽そうと女子生徒を助けた姿を見て、その圧倒的王子様オーラを目の当たりにして、ついうっかり劣等感ばかりが先に立ってしまった。


    　光瑠の夢は、あくまでもお姫様になること。


    　それをふまえれば、根っこの部分はかなり女の子らしいというか、少女趣味な人間であるのかもしれない。


    　というか、多分そうだ。


    　それに気づいてしまったら、ぬいぐるみに手を伸ばすのをためらう光瑠の背中を押さずにはいられなくなる。


    「似合うとか似合わないじゃなく、ああいうのは好きなやつが持つのが、一番だろう？」


    「でも」


    「それに、似合わないなんてこと、ないんじゃねーの？」


    　戸と惑まどうようにようやくこっちを見た光ひか瑠る。


    　そのきょとんとした顔は、普段よりずいぶんと幼い。


    　公こう平へいは手を伸ばして、光瑠の髪をわしわしとなでながら、告げた。


    「普段のイメージとは確かに違うだろうけど、おまえだって女子なんだ。可愛かわいいものが好きでぬいぐるみを持っていたって、誰も笑ったりしねーよ」


    　光瑠は公平の言葉に、顔をくしゃっとさせて笑う。


    「……ありがとう」


    　照れながらもそう呟つぶやいた光瑠が、あまりにも女の子らしく見えて、どきっとした。


    　いつもこんな顔をしていたら、きっと王子様なんて、誰も呼べなくなる。


    「公平君？」


    「いや、なんでもねーよ」


    　誤ご魔ま化かすように、自分がなでたせいで乱れた光瑠の髪を直して、手を離した。


    　二人のやりとりを黙っていた道みち頼よりは、そこでようやく口を開く。


    「いやー、君たち本当に仲良しだよねー」


    　そう言ってぬいぐるみを膝ひざの上に下ろした道頼の雰囲気が、がらっと変わった。


    「さて、昼休みは短いから早速本題に入ろうか。球技大会についての会議の報告、よろしく」


    　一瞬で張り詰めた空気の中、公平と光瑠は正直に昨日の会議について伝えていく。


    　生徒会長と球技大会実行委員長をはじめとする、一部の三年生に認められていないことも、そのせいで会議中の雰囲気が険悪だったことも、きちんと伝えた。


    　一通り聞いた道頼は、なぜかくすくすと笑いだす。


    「なるほどね、生徒会長と球技大会実行委員長の佐さ竹たけがそろったら、まあそうなるか」


    　なにかを知っているような発言に、公平も光瑠もつい身を乗り出してしまった。


    「生徒会長や実行委員長がいたらって、どういうことですか？」


    「昨日の一件には、なにか理由があると？」


    　口々にそう聞かれ、道頼は少し考えた後でこう告げてくる。


    「あの二人はついこの間まで、次の六りつ花かは彼らじゃないかって、噂うわさされていたんだよ」


    　次の六花。


    　それはつまり、公平と光瑠が収まっているこのポジションを、あの二人もまた狙ねらっていた、ということだろうか。


    「初耳です」


    「そりゃ君たちが入学してくる前の話だからね」


    　しかし二年生や三年生の間では、よく知られた話らしい。


    「君たちの先代にあたる二人の六りつ花かは、そろって一学年上の先輩でね。卒業式の日まで引退しなかったんだ」


    「じゃあもし、もっと早くに二人が引退していたら……」


    「空席になった二枠は、生徒会長と佐さ竹たけのものになっていたかもしれないねぇ。彼らの周りの人間は、すっかりそのつもりで先にファンクラブを作ってしまっていたくらいだから」


    　ファンクラブまで作られたということは、多分、その気になれば公こう平へいと光ひか瑠るが集めた百通のファンレターは、彼らにも集めることができた、ということだ。


    　公平は頭を抱える。


    「それだけの人望があって、周りからの期待も高かったのに、いきなり現れた一年生に横から六花の座をかっさらわれたとしたら……」


    「普通の人間なら、まずその一年生のことをよくは思わないだろうねぇ」


    　ははは、と朗ほがらかに笑わないでほしい。


    「そんな二人と一緒に仲良く球技大会を盛り上げていけとか、絶対無理じゃないっすか！」


    「おまけにあの球技大会実行委員には、他にも六花を目指してた連中がいるから、余計にね」


    「あれか、あの敵意むき出しの一部の三年生たちか！」


    　どうやら光瑠の受けた印象は正解だったようだ。


    　六花を目指していたのに、公平たちにその座を奪われ、腹が立ったから反発する。


    「ガキかよって思ったけど、マジで本当にガキだったのか」


    「覚えておくといいよ、公平君。年をとれば自然に大人になれるってわけじゃない」


    「でも六花を目指してたんですよね？」


    「実力があってもなくても、相応ふさわしい人間であろうともなかろうとも、なりたいと願うことは自由だからね」


    　ただし、と付け足す道みち頼よりの目は、実に冷ややかだ。


    「実際になれるのは、ただ願うだけじゃなく、その願いを叶かなえるためにそれ相応の努力を重ね行動に移すことのできた人間だけってことも、忘れちゃだめなんだけどね」


    「そうですよね。先輩の審査をくぐり抜けなきゃ、六花になれねーし」


    　夢見るだけの人間を六花にしてくれるほど、道頼は甘くない。


    　それを身をもって知っている公平としては、ついため息がこぼれる。


    「俺たちがいくら一年で、入学早々ちょっと目立ったからって、それだけで道頼先輩が六花に入るのを許してくれるはずないって、すぐわかりそうなもんですけど」


    　うまいこと取り入ったんだろうな、なんてことを言われたこともあるが、うまく取り入ってなんとかなる相手なら、苦労はないのだ。


    　しかし、公平の言葉に道頼は心外そうな顔をした。


    「言っておくけどね、これでも前の六花代表より、よっぽど常識的で優しいんだよ？」


    「え」


    「先代の六りつ花か代表はいろんな意味で規格外で、その同期のもう一人も同じだったからなぁ」


    　やけに遠い目をした道みち頼よりを見て、思わず、ごくりと息をのんだ。


    「前の代表って、確かあのスルタンって呼ばれてた人っすよね？　もう一人は？」


    「前の代表であるスルタンこと村むら井い丸まる彦ひこ先輩の同級生でエカチェリーナ二世にちなみ女帝と呼ばれた江え形がた理り愛あ奈な先輩だよ。いやぁ、どっちもすごい個性的で、似たもの同士でね」


    　道頼に個性的といわれるなんて、一体どんな人だったのだろうか。


    　しかも、似たもの同士というのが気になる。


    　公こう平へいは隣の光ひか瑠るに確認した。


    「確かエカチェリーナって、異国から嫁いできて皇帝になっちゃったすごい人だろ？」


    「うん、ロシアの領土を拡大し、天てん然ねん痘とうの流行時には自らが真っ先に種しゆ痘とうを受けた女傑だね」


    「そう、そして愛人の多さでも知られているね」


    「じゃあもしかして、その先輩も？」


    　まさかと思ったが、本当にそうだったらしい。


    「ああ、そうだよ。スルタンと同じ恋愛じゃなく博愛なら何人でもオッケー派で、一年の冬に転校してきてからわずか一日で十二人の愛の下僕を作り上げた、伝説の六花の一人さ」


    「一日で十二人」


    「告白してきた男子に、跪ひざまずいてつま先にキスをしろと命令する姿は、まさに女帝だったねぇ」


    　それは女帝ではなく、女王様というやつではないだろうか。


    　なんにせよ、確かにキャラが濃すぎる。


    「まあ、才能はあったし、仕事もできたんだけどね。一応、尊敬はしているんだ、一応」


    　しかし、性格面のフォローについては全くないあたりから、諸々察した。


    「そんな個性的な二人は、六花を選ぶ基準も独特でね」


    「独特って？」


    「本人の意思や周りの声よりも、必要かそうじゃないかで判断する人たちだった。生徒会長や佐さ竹たけの名前が候補に挙がっても、誰が推薦してきても、断り続けていたよ」


    　道頼はぬいぐるみの頭をなでながら、ぽつりと呟つぶやく。


    「あの二人が六花に指名したのなんて、後にも先にも白しら雪ゆき姫だけさ」


    「え、そうなんですか？　先輩たちは？」


    「全員、先々代に任命された組だよ。ちなみにあの人はあの人で、一芸に秀でている生徒を、片っ端からスカウトするという、これまた個人の意思は関係ない方法で任命していってた」


    　それを聞いて、はじめて公平は感謝した。


    「俺、先輩が六花代表の時に入学できて、本当によかったです」


    「私も、先輩が先輩であってくださって、本当にありがたいと思います」


    「おやおや。まあとにかく、六りつ花かになるだけの器も人望もあるのに、結局六花にならないまま終わってしまったのが、あの二人なのさ」


    　そう言った上で、道みち頼よりが聞いてくる。


    「さて、君たちはそんな彼らからの、あからさまな敵意を、一体どう考える？」


    　どうもこうもない。


    「たとえどんな理由があるにせよ、今のままじゃ球技大会を盛り上げるのは難しい。だから、前みたいに俺たちのことを認めてもらって、協力してもらえるようにがんばりたいです」


    「光ひか瑠る君も、同じ意見かな？」


    「はい」


    「そうかい」


    　そこで生まれた一瞬の間が、気になった。


    　だが道頼はすぐに、にっこりと笑う。


    「今回も君たちの健闘を祈っているよ」


    　そう言ってきた後で、道頼がぽつりと呟つぶやく。


    「ただし、覚えておくといい。経験というのは力になるけれど、前と同じ、とはじめから決めつけてかかると、時として、大事なものを見落とすことがあるんだ」


    「道頼先輩？」


    「同じことの繰り返しに見えても、本当になにからなにまで同じ状況、なんていうものはね、思っているよりずっと少ないんだよ？」


    　ねー、と膝ひざの上のぬいぐるみに話しかける道頼が、一体なにを伝えたいのか……。


    　それを聞きたかったが、たずねようとした公こう平へいをさえぎるかのように、


    「失礼します」


    　鈴を鳴らすような亜あ衣いの声が、聞こえてくる。


    　ばっと入り口を振り返れば、久々に顔を合わせた亜衣が、にっこりと笑っていた。


    「調理実習でマフィンを焼いたから、よかったら食べてもらおうと思って」


    　これ、と可愛かわいくラッピングしたマフィンを両手で胸の前に持ち上げる姿は、まさに天使。


    　亜衣は、まず公平のところへやってくる。


    「はい、これ。よかったら、もらって？」


    　わたされたのは、ラップに包んだ上で、可愛らしい黄色のリボンが結ばれたマフィン。


    「ありがとうございます！」


    　真っ先にわたされた嬉しさで思わず素が出てしまったが、はっと我に返る。


    　そして、女子に受けそうな斜に構えた表情を作って、言い直した。


    「本当はもっと甘くて魅力的な白しら雪ゆき姫ひめのハートがほしいところだけど、今日はこのうまそうなマフィンに免じて、大人しく可愛い後輩でいてあげてもいいぜ、先輩」


    「もう、公こう平へい君ってば」


    　顔を赤くしてにらんでくる亜あ衣いの可愛かわいさといったらない。


    「亜衣をそんな風にドキドキさせる時点で、全然、可愛い後輩なんかじゃないくせに」


    　じっと見つめられて、体温と心拍数が急上昇するのがわかる。


    　だが亜衣のあまりの可か憐れんさに固まった公平を引き戻すように、道みち頼よりが、


    「いやー、白しら雪ゆき姫のお菓子にそこまで期待しない方がいいよ？」


    　などと、失礼な発言をかまして、場の空気を一瞬でぶちこわしにした。


    　亜衣はぷくっと頬ほおを膨らませて、道頼に抗議する。


    「先輩は、玲れ奈な先輩のお菓子や料理を食べ過ぎて、舌が贅ぜい沢たくになってるんです！」


    「それは否定しないかなー」


    「酷ひどい。せっかく上手にできたから、大好きな人たちに食べてほしいなって、思ったのに」


    　悲しげにうつむく姿は、まるでしおれかけの花のようで、見ていられない。


    「俺は本当に嬉しいし、喜んで食べさせてもらいますよ」


    　亜衣にもらったマフィンの包装を急いでといて、大きな口を開けてほおばる。


    「ど、どうかな？」


    「おいしいです！　おいしいんです、けど……あれ？」


    　なんだか、舌がピリピリする。


    　ついでに、胃の奥の方がじんわりと熱い。


    　首をひねっていると、亜衣が心配顔で近づいてきた。


    「もしかしたら、隠し味に入れた香りづけのラム酒のせいかな？」


    「あ、そうかもしれないっす」


    　公平は顔だけでなく体質も母に似てしまったらしく、アルコール耐性が極端に低い。


    　子どもでも食べられる、規定値以下のアルコール成分でもダメだし、消毒液などでも皮膚が赤くなってしまうくらいだ。


    「ごめんね、亜衣、知らなくて」


    「いえ、あの、俺の体質のせいであって、味は本当にうまかったです！」


    　そう力強く言った後で、隣にいる光ひか瑠るの脇腹をこっそり肘ひじでつつく。


    「光瑠、おまえも亜衣先輩のマフィン、もらって食ってみろよ！　うまいから！」


    「うん」


    　頷うなずいた光瑠は、亜衣のことを座ったまま見上げて、そっと両手を差し出した。


    「もしもよかったら、私にも先輩の作ったその素す敵てきなお菓子を、食べさせてもらえますか？」


    　すると亜衣は、とろりと目を潤ませて、ソファの背もたれに片手をつく。


    　そしてもう一方の手に持っていた残りのマフィンを全て、光瑠にわたした。


    「ありがとう、光瑠さん。じゃあ、今ここで食べてもらっても、いいかな？」


    　光ひか瑠るの手に乗ったマフィンのうち、一つを手にとった亜あ衣いがそのラッピングをほどく。


    　そして、普段のピュアな印象とは違う、ドキドキするような表情で光瑠に囁ささやいた。


    「はい、あーん、して？」


    　光瑠は戸と惑まどうように視線をさまよわせる。


    　だが亜衣は、逃がさない、というようにソファについていた手で光瑠の頬ほおを押さえた。


    「ほら、あーん」


    　正直、死ぬほどうらやましい。


    　だが困り果てた光瑠を見かねたように、道みち頼よりがぱんぱん、と手を叩たたいた。


    「はいそこまでー。白しら雪ゆき姫、それ以上は先輩の立場を利用したセクハラとみなすよ？」


    「そんな、セクハラなんて……」


    「悲しそうな顔をしてもダメー。まったく、君がそんなだから、頭を冷やしておいでって外の仕事を増やしたのに。むしろ前より、酷ひどくなってるじゃないか」


    　アウトだよ、と叱られた亜衣は、しゅんと肩を落としながらも反論する。


    「亜衣はただ先輩として、光瑠さんのこと可愛かわいがってあげたいなって、思っただけだもん」


    「なら公こう平へい君にもやってあげればよかったじゃないか、あーんって」


    　ねえ、と話をふられて、公平はその光景を想像し赤面した。


    　亜衣にあーんなんて、やってほしいに決まっている。


    　だが亜衣は、がっかりするほど冷静な声で道頼に反論した。


    「嫌です、そんなことできるわけないに決まってるじゃないですか」


    　きっぱり拒否され、がっかりすると同時に、いつもと印象の違う亜衣に驚く。


    　だがその後ですぐに、


    「だって、公平君、男の子だし。亜衣、男の子相手にそんなこと、無理ですよぉ」


    　と続けるのを聞いて、納得した。


    　ピュアな亜衣なら、確かにそうだろう。


    「道頼先輩、世の中には女子同士だからこそ許されることが、いっぱいあるんすよ？」


    「いやー、それが本当に友情とか親愛からのスキンシップなら、構わないんだけどねぇ」


    「他になにがあるっていうんです？」


    　まるで亜衣の中によこしまなものがあるような言い方は、やめてほしい。


    　確かに光瑠に対する亜衣の態度は、時々見ていてどきっとするものがある。


    　おそらく他の女子と同じように、光瑠に憧れや強い好意を抱いているのも確かだ。


    　だが、少女漫画とか少女小説とかでは、ヒロインが女の先輩にときめくシーンはよくあるから、友情とは違う感情があったとしても、きっとそれは清らかで貴とうとい感情なのだ。


    　それを邪推するなんて、道頼の方がおかしい。


    　それなのに道頼は、呆あきれたような顔で公平を見てくる。


    「君さ、あからさまに君と光ひか瑠る君への態度の差を見せつけされて、なにも思わないの？」


    「さっき亜あ衣い先輩も言ってたじゃないですか。俺は男ですから」


    「今の時点での六りつ花かネーム候補は、じゃじゃ馬姫だけどね」


    「姫じゃないんで、そんな不本意な六花ネーム、すぐに塗り替えてみせますよ！」


    　その六花ネームだけは、絶対にごめんだ。


    「とにかく、亜衣先輩は普段、親衛隊とかストーカーの連中とかにつきまとわれて、迷惑してるんだし。男を警戒して距離をとろうとするのも、仕方ないと思います」


    　こほん、と咳せき払ばらいしてから、公こう平へいは亜衣にぱちりと片目をつむってみせる。


    「まあ、いつかは繊細な子ウサギみたいな亜衣先輩に、いい意味で警戒されなくなって、俺を頼ってほしいなって思うけど。それはこれからのお楽しみってことで、ね？」


    「公平君、ありがとう」


    　ほっとしたように、亜衣は笑った。


    「そういう公平君の優しいところ、亜衣、すごく素す敵てきだと思うんだ」


    「そ、そうっすか？」


    　思わぬ手応えに目を輝かせた公平に、道みち頼よりはやれやれ、というような顔で言ってくる。


    「こんなことじゃ今回の球技大会、成功するまでにはちょっと手間がかかりそうかもねぇ」


    　その不吉な言葉の真意は、いくら聞いても教えてくれなかったが……。


    　道頼の言葉は、この後現実のものとなるのだった。
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    　球技大会実行委員会の顔合わせをして、本格的に準備がはじまったものの……。


    「じゃあ、今日もよろしくなー」


    「さて、年寄りは後ろでのんびりしてるかー」


    　生徒会長と球技大会実行委員長と、それに賛同する一部の三年生の態度は、全く変わらないままだった。


    　球技大会へ向けた準備は、わりと順調に進んでいると思う。


    　光瑠が配っている資料は、球技大会の種目候補の一覧表。


    「この中から、今年の球技大会でやりたい種目を各クラスで三つまで選んで、次の会議までにまとめておいてください」


    　公平はその後に続いて告げた。


    「六花の写真で作るポスターと立て看板は、デザインがまだ美術部から上がっていませんが、撮影の日程などは確保済み。仕上がり次第掲示作業に入るので、よろしくお願いします」


    　すると、後ろの方にいた三年生の一人が、


    「そのデザイン案や撮影の依頼を出したのは、おまえらじゃなく委員長なんだけどなー」


    　などと、まるで公こう平へいたちが手柄を横取りしたような態度で指摘してくる。


    　確かに、例年のことだが「頼む」、と四月の時点で球技大会に協力してもらう各部に連絡して、下準備を完かん璧ぺきに整えてくれていたのは、球技大会実行委員長である佐さ竹たけだ。


    　だが、そのことを理由に、


    「まあ、新六りつ花か様は女の子の相手で忙しくて、それどころじゃないみたいだしー？」


    「モテる男は辛つらいってか。タイミングと世渡りがうまくて面つらの皮が厚いやつって、いいよな。自分の実力とか考えないでいきなり六花に立候補して、うまいことなっちまうんだからさ」


    　などとネチネチ嫌味を言ってくるのは、本当にやめてもらいたい。


    「俺たちのことについては、後でいくらでも直接言ってください。でも今は、話し合いを進める必要があるんで、ちょっと私語は遠慮してもらえませんか？」


    「おお、怖い怖い。じゃじゃ馬姫って可愛かわいがられてたのが、ちょっと女子にチヤホヤされたら急にいきりやがって。王子様気取っても、右う近こんの少しよう将しようどころか隣のやつにも勝てないくせに」


    「役立たずのお荷物六花って言われてるの、まさか知らないのー？」


    　けらけらと笑う声が不快すぎて、殴り飛ばしたくなった。


    　しかし、そんな公平の隣にいる光ひか瑠るが、酷ひどく冷たい声で、


    「彼が先輩方に抗議するのは、いきがっているのではなく、話し合いの進行を任された者なら当然のことです。誰がどこでなにを言っているかは知りませんが、今この場でお荷物になっているのが誰かについては、わざわざ口に出すまでもないのではありませんか？」


    　あまり口数の多くない彼女にしては珍しいくらい、すらすらと語りかける。


    　その顔は整って綺き麗れいなだけに、無表情でじっと三年生を見つめている光瑠は、直接視線を浴びていない公平や他の生徒ですら怯ひるんでしまうほどの、すごい威圧感があった。


    　おかげでそれ以降は、三年生からの妨害もなく話が進み、この日は無事に解散となる。


    「さっきは、ありがとうな」


    「ううん、私が黙っていられなかっただけだから」


    　二人で六花会館へ向かって歩きながら、光瑠はちらっと公平を見て笑った。


    「公平君は、私にとってすごく大事な相棒で、尊敬する人で、ヒーローだから」


    「な」


    「悪く言われたら、黙っていることなんてできないよ」


    　さっきまでの冷たい声とは別人のような、柔らかくて温かい声で、そう言われる。


    「大げさなんだよ、おまえ。あと、恥ずかしいからそういうことさらっと言うな！」


    　とっさにそう言って、赤くなった顔を誤ご魔ま化かすように、光瑠の髪を力強くなでた。


    「え、あ、あの！」


    「いいから、黙ってなでられとけ！」


    　いきなり髪をぐしゃぐしゃにされたら、女子なら普通、怒るだろう。


    　だが光ひか瑠るは、ちょっと照れくさそうにしながらも、


    「うん」


    　嬉しそうに頷うなずいて、公こう平へいがなでやすいように頭を差し出してきた。


    　なんだろう。


    　このわき上がってくる、むずがゆいような、それでいて温かな、この気持ちは……。


    「公平君！」


    　はっと、我に返る。


    　光瑠の頭からぱっと手を離して声の方を見れば、亜あ衣いが手をふっていた。
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    　そしてその後ろには、にこにこと笑って手をふる女子が、ずらっと並んでいる。


    「あのね、公平君とお話がしたいっていう子たちが、六りつ花か会館にきてて。もうそろそろ、球技大会の話し合いも終わるだろうから、連れてきちゃったんだけど」


    　迷惑だったかな、と不安そうに首を傾かしげる姿を見て、すかさず王子様モードになった。


    「そんな顔すんなよ、先輩。俺があんたのこと迷惑だなんて思うわけねーだろう？　それに、可愛かわいいお姫様たちとの時間なら、いつだって大歓迎だ」


    「よかった」


    「ま、本当は先輩と二人っきりで、もっとゆっくり話したいって気持ちもあるけど」


    　最後にニヤリと笑ってそう囁ささやけば、亜あ衣いが赤い顔で公こう平へいをにらんでくる。


    「もう、何度も言うけど、先輩をからかうんじゃありません！」


    　ぷんぷんするその顔さえ可愛かわいいのだから、亜衣はすごい。


    　でれっと顔がゆるみそうになるのを、必死にこらえて告げる。


    「からかってるんじゃなく、本気で先輩と仲良くなりたいんだけどな」


    「うう、そんなこと言われたらドキドキしちゃうけど……仲良くは、ちょっと嬉しいな」


    　そう呟つぶやいて公平のすぐ前にやってきた亜衣は、マカロンを一つ取り出す。


    「今日は、二人っきりになれないけど。でも、代わりにこれ、どうぞ？」


    「え」


    「あーん、なんてね」


    　はにかみながらも、マカロンを公平の口元に差し出してくる亜衣の姿に、公平はこれは夢の中のできごとだろうかと頬ほおをつねりたくなった。


    　だが、唇にあたるマカロンの感触は本物である。


    　息をつめながらもマカロンを食べれば、とろけるような甘さが口全体に広がった。


    　でも同時に、かっと顔が熱くなるような感じがして、公平は手で口元を覆おおう。


    「あれ、どうかした？　もしかして、美お味いしくなかったかな？」


    「そんなことないっす！」


    「そっか。でも、ちょっと顔が赤いね。大丈夫？　具合が悪い？」


    「いえ、大丈夫です！」


    　本当はちょっとだけ、なんだか身体からだが熱くなった気がした。


    　でも、お菓子を食べたらちょっと体調がおかしくなった、なんて亜衣が知ったら、気にして落ち込んでしまうだろう。


    「あんまりにも美味しいし、亜衣先輩がわざわざ食べさせてくれたのが嬉しくて、つい言葉が出なくなっただけですよ」


    「ふふ、ならよかった。でも、体調が悪いなら無理しないんだよ。公平君、すぐに無理するし心配だな。ちゃんと休めてる？　この後、予定が詰まってたりするんじゃない？」


    「もう話し合いも終わってるし、急ぎの用事もないですよ」


    「そうなんだ、よかった！」


    　胸をぎゅっと押さえて、ほっとしたように笑う亜衣を見て、可愛さについ顔がにやけた。


    　ただし、亜衣はすぐに脇にずれて、後ろにいた女子たちに笑顔で告げる。


    「じゃあみんな、公平君は時間とかも大丈夫みたいだから、ゆっくりお話ししてね！」


    　がんばれ、とエールをおくり胸の前でぎゅっと両手を握りしめた亜衣に見とれる間もなく、公平の元へ大勢の女子が一気に押し寄せてきた。


    「球技大会の準備、お疲れ様！」


    「あのね、これ差し入れ。疲れた時は、甘い物がいいって聞いたから」


    　ぐいぐい迫ってくる女子たちに、あっという間に囲まれる。


    　以前告白をお断りさせてもらった子も、そうでない子も、見覚えのある顔もない顔もいた。


    　一つ共通しているのは、公こう平へいに向けられるキラキラと輝く瞳。


    「この後時間があるなら、私と一緒に駅前のカフェに行かない？」


    「それよりうちと、ゲーセン行こう？」


    　次々にかけられる誘いに、困ってしまう。


    　その勢いにたじろいでいると、隣にいた光ひか瑠るが小さな声で話しかけてきた。


    「あの、公平君」


    　だがそれをさえぎるように、女子たちがさらに距離を詰め話しかけてくる。


    「公平君って、好きな食べ物とかある？　私けっこう、お店とか詳しいよ？」


    「えー、どうせなら食べ物の好みより、女の子の好みの方が知りたいなー」


    「私も！　あ、ちょっと、そこどいてくれる？」


    　公平の隣にいた光瑠を、誰かが手で押しのけるのが見えた。


    「大丈夫、光瑠さん!?」


    　女子たちに輪からはじかれてよろける光瑠と、駆け寄る亜あ衣い。


    　これまで、女子の視線を光瑠に奪われることは多々あった。


    　でも、こんな風に女子から邪魔者扱いされる光瑠なんて、見たことない。


    　きっと光瑠も驚いたのだろう、目をみはって、呆ぼう然ぜんとこっちを見ている。


    　公平はとっさに光瑠と亜衣の元へ行こうとするが、女子たちによってはばまれた。


    「ね、もう予定ないんだよね？」


    「そうですけど、あの」


    「一対一がだめなら、みんな一緒にでもいいからさ！　そうだ、カラオケ行っちゃう？」


    　ショートカットの三年生がそう提案すると、他の女子たちがたたみかけるように続いた。


    「私、割引券持ってるよ！」


    「予約しないとね。はーい、行ける人──！」


    「あ、行く行く！　公平君の歌、聞きたーい」


    　勝手に話を進められて、焦あせる。


    「いや、俺まだカラオケなんて行くって言ってねーし！」


    「やーだ、せっかくのチャンスなんだもん。公平君と、もっと仲良くなりたいの！」


    　お願い、と可愛かわいらしくねだられた。


    　すると女の子たちに加勢するように、亜衣が言ってくる。


    「大丈夫だよ。球技大会のお仕事がまだ残っているなら、亜衣が光瑠さんのこと手伝うから。今日は、偶然時間が空いてるんだ。あ、公平君は、その子たちのことお願いね？」


    　天使そのものの優しさに満ちた顔。


    　だがその気づかいが、今はなぜか少しだけもやっとする。


    「じゃあ光ひか瑠るさん、行こう！」


    「え、あの、でも」


    　亜あ衣いに腕を組まれて、光瑠は心配そうにこちらを見てきたが、頭がぼんやりしてうまいこと声が出てこない。


    　焦あせっていたら、女子たちがひそひそと囁ささやき合うのが聞こえてくる。


    「まだいたんだ、あの子。あ、でもああして白しら雪ゆき姫と並んでると、お似合いじゃない？」


    「わかる！　入学式の時も、すごかったもんね新しん海かいさん。私、戦うとか怖くてできないから、本当尊敬しちゃう。ま、いくらかっこよくても、私は公こう平へい君一筋だけど！」


    　大きな声ではない。それなのになぜか、やけに耳に残る。


    「でもさあ、クラスメイトだからって一緒にいすぎだと思うんだ。もしかして、公平君のこと好きだったりするのかな？　相棒とか言われてるけど、実は下心があったりして？」


    「友だちのふりしつつ裏では狙ねらってるってやつ？　えー、なんか汚くない？　少しでもそんな下心があるんなら、公平君のそばにいるのにますます相応ふさわしくないよね。最低じゃん！」


    　くすくすと笑う声が耳障りで、聞いていられない。


    「そもそも公平君が姫とか呼ばれてたのだって、あの子が隣にいたせいなのに。自分のせいで公平君が男の子として格下に見られてるの、気づいてなさそう。鈍感すぎだよね」


    「ちょっと、待ってくれよ！」


    　たまらず声を荒らげた。


    　だがそれと同時に、光瑠が耐えかねたように、その場から駆け出す。


    「光瑠！」


    　追いかけようとしたが、足がよろける。気づけば身体からだが、なんだかだるい。


    　公平の動きが止まったのを見て、亜衣が先に動いた。


    「光瑠さんのことは任せて！　公平君はファンの子たちの相手をしてね、六りつ花かなんだから！」


    　後を追いかけたいのに、そう言われてしまうともうそれもできない。


    　しかも光瑠が立ち去ったことで、その場の女子は泣きそうな顔でおろおろしはじめる。


    「ご、ごめんね公平君。私たち、そんなつもりじゃなかったのに。どうしよう！」


    「光瑠さんのこと、悪く言ったつもりじゃなかったんだけど。傷つけちゃったかな？」


    「いや、その」


    　多分、傷ついた。


    　でも、後悔して泣きそうな顔をしている彼女たちに、悪気はなかったのかもしれない。


    　そもそも光瑠のことを、噂うわさ通りの王子様キャラだと思っていたのなら、さっきの言葉は別に悪口でもなんでもなかった。


    　ただ、光ひか瑠るは王子様だから、亜あ衣いとお似合いだと言って……それでも自分たちは光瑠よりも公こう平へいのことが好きだ、と思ったことを口にしただけなのである。


    　だから公平にとって、ここは多分、光瑠より自分を選んでくれたことを喜ぶべきだ。


    「公平君、私たちのこと、意地悪な先輩だって、嫌いになっちゃった？」


    　不安そうにする女の子たちに、ちゃんと王子様としてふるまわなくてはならない。


    　──ありがとう、俺のことを選んでくれて嬉しいぜ。


    　そう口にしようとしたのだが、しかしその言葉は、どうしても出てこなかった。


    「別に、嫌いにはなってねえよ」


    　それだけはなんとか伝えたが、後が続かない。


    　おかしい。


    　あらゆる少女漫画やドラマや少女小説を研究し、女子の喜びそうな甘い台詞せりふのストックを蓄えて、いかなる場合でも王子様演技ができるよう、キャラを練り上げてきたのに。


    　今、どんな顔でなにを言えばいいのか、わからなくなっていた。


    「カラオケ予約取れたよ！　さ、公平君。行こう！」


    　右隣にいたボブヘアの三年生が、そう言って公平の手をにぎろうとする。


    　だがそこで、


    「おどきなさい、そこの女子たち」


    　静かだが有無を言わせぬ口調でそう言いながら、白衣をひるがえし、真ま子こがやってきた。


    　保健室の先生、というにはいささか刺激的な黒いタイトスカートから伸びる長い足で、あっという間にこちらへ来た真子は、女子に囲まれた公平を見てにっこりと笑う。


    「見つかってよかったわ、公平君。ちょうど私、六りつ花かに用事があって。ちょっと保健室まで、一緒にきてもらえるかしら？」


    　公平は中学生だった頃に、通称、デンジャーに悩まされていた。それは可愛かわいい男の子が好きなの、と言って、拉ら致ち監禁未遂や痴漢行為をすきあらば仕掛けてくる危険な犯罪者予備軍。


    　そして真子は、そのデンジャーの気配を濃厚に漂わせている、できることなら接点を持ちたくはない相手である。


    　普段ならきっと、声をかけられても一緒に行ったりはしないが、今は……。


    「わかりました」


    　考えるよりも早く、そう告げていた。


    　不満そうに、えー、と声を上げる女子たちに、


    「悪いな、先輩方。せっかくのレディの誘いを断るのは男として残念だけど、仕事があるならそっちを優先するのが、六花としての務めだから」


    　とようやく出てきた王子様演技で告げたが、内心は冷や汗だらだらである。


    　真子の誘いに乗ってしまうなんて、自分は一体なにを考えているのだろうか。


    　しかし、この場を立ち去るのには実にいい申し出だった。


    　実際、先ほどはあんなに強引だった女子たちも、打って変わってしおらしい態度になる。


    「まじめなんだね、公こう平へい君。うん、そういうとこも、やっぱり素す敵てき！」


    「でも今度、絶対にゆっくり話そうね！　約束だよ？」


    「ああ、その時はまた、可愛かわいい笑顔をみせてくれよ」


    　じゃあなと手をふって、囲いをといてくれた女子たちから離れ、真ま子こに歩み寄る。


    　目が合うと、真子は赤い唇をにっと引き上げた。


    「ありがとう、公平君。さあ、保健室に行きましょう？」


    　囁ささやかれた瞬間、ぞくっと悪お寒かんが走る。


    　眼鏡の奥のうるんだ目に見え隠れするぎらぎらした感じ、やはりこの人は、危険だ。


    　しかし、公平の警戒を見抜いたように、真子が小さな声で告げてくる。


    「きっとあの子たち、ついてきちゃうわ。逃げたら、また捕まっちゃうかもしれないなぁ」


    　ちらっと目で後ろを確認すると、確かに、女子たちはまだその場にとどまって、公平たちのことをじっと見ている。


    　もしもチャンスがあれば、用事が終われば、話しかけてくる気でいるのがわかった。


    「ほら、早く。ぐずぐずしていると、手、つないじゃうわよ？」


    「いえ大丈夫です、さあ行きましょうか！」


    　真子が伸ばしてきた手から逃げるために、急いで歩きだし保健室へと向かった。


    



    　　４


    



    　人間、勢いで行動してはいけない。


    　避けていたはずの保健室に、つい足を踏み入れてしまったわずか三分後。


    　公平は、衝動に流された自分を激しく後悔していた。


    「やめろ、おい、これ一体どういうことだよ！」


    「んふふ、わかってるくせに」


    　座り込んだ公平が伸ばした太ももにまたがった真子が、ぺろりと唇をなめる。


    「大丈夫、鍵も閉めたし二人っきり。だーれもこないから、ゆっくり楽しみましょう？」


    「断る！」


    　そう言って逃げようとするが、うまく足に力が入らない。


    　そもそもまともに動けるなら、警戒していた相手に馬乗りになられるまえに、とっととこの場所を離れている。


    「くそ、なんでこんな！」


    「真っ赤な顔。公平君、本当にアルコール耐性低いね」


    「は？」


    「マカロン、美お味いしかった？」


    　その問いかけで思い出したのは、先ほど亜あ衣いに食べさせてもらったマカロン。


    「まさかあれ、あんたが!?」


    「ノーコメント」


    　赤い唇に人差し指をあて、真ま子こは意味ありげに目を細める。


    　そういえばあれは、亜衣が以前にマフィンを持ってきてくれた時と違って、ラップに包んだだけの、色気もなにもない包装だった。


    　亜衣はその優しさゆえか、保健室によく足を運んで真子を手伝っているという。


    　もしかしたらその時、公こう平へいにアルコール耐性がないという話をぽろりとこぼしてしまって、それを覚えていた真子が、あのお菓子を持たせておいたのだとしたら？


    「亜衣先輩を使って、あの先輩たちを俺のところにこさせたのも、あんただな！」


    「公平君の中の私って、なんだか悪い魔女みたいね？」


    「違うっていうなら今すぐ俺の上からどいてもらえませんか!?」


    　さっきから、真子の右手は見えるが、左手は背中に回っている。


    　それでもチラチラと、真っ赤ななにかが見え隠れしていた。


    　あれは多分、リボン。


    　ただし普通のリボンは、カシャンカシャンと鎖のような音がしたりしない。


    　案の定、ゆっくりと真子が背中から出した手には、赤いリボンで飾り立てられてはいるが、明らかにおもちゃではなさそうな手て錠じようがにぎられていた。


    　デコられてむだにメルヘンチックになってはいるが、明らかに本格仕様の一品だろう。


    「捨ててください」


    「い・や」


    　ハートマークが飛んでいそうな声って、多分、このことだ。


    「先生は、公平君が思った通りの悪い魔女だから、お姫様のお願いは、聞いてあげないの」


    「俺は、姫じゃない！」


    「いいえ、姫よ。しかもとびきり可愛かわいくて、純粋な、誰よりも特別なお姫様」


    　うっとりと、手に持った手錠で公平の頬ほおをなぞる真子。


    　その目は完全に、まともな人間のものではない。


    「女はね、だめなの。いくら綺き麗れいで可愛くても、いつかは女の子から女になってしまう。でも公平君は、違うわ。あなたは真っ直すぐで、とても清らか。女じゃないから、女の汚い部分には永遠に染まることがない。誰もが思い描く、素す敵てきなお姫様のままでいられる！」


    　反論したいし、この状況からなんとしても抜け出したかった。


    　でも、時間がたつごとに身体からだのふわふわがましてきて、どんどん動けなくなる。


    「私は、ずっと考えてたの。そんな夢のように可愛かわいいお姫様を、永遠に私だけのものにして、王子様になんて奪われないように、綺き麗れいなもので囲った世界に閉じ込めておきたいって」


    「冗談じゃ、ない」


    「そうね、冗談じゃない。本気よ」


    　チャリ、と鎖を鳴らして手て錠じようを持ち直した真ま子こが、公こう平へいの手をそっとにぎってきた。


    「なのにあなたは、少し目を離したすきに、お姫様じゃなく男の子になろうとする。そんなの許せるわけがないじゃない？　だから、そうなる前に先生が、しつけなおしてあげる」


    　やめろ、と必死にもがく公平を押さえつけ、真子が笑う。


    「大丈夫、月曜日までには洗の……しつけも終わって、誰より可愛いあなたになれるからね」


    　そしてその手に持った手錠が、公平の手にはめられようとした、その時。


    「それはそれで楽しそうですけど、さすがに無理強じいはどうかと思いますよ、先生」


    「あなた、どうしてここに!?」


    　ばっと入り口をふりむく真子ごしに、開いた扉にもたれた道みち頼よりが見えた。


    　道頼は、その手に持った鍵を見せびらかすように揺らしている。


    「マスターキーって便利ですよね。今日はあの子の様子がおかしいから、まさかと思って」


    「わざわざ捜しにきたってこと？」


    「ええ、犯罪を見過ごすわけにもいきませんし。来てみて正解でしたよ」


    「面倒見のいいことね。でも、あなたがきたからって、私が諦あきらめるとでも？」


    「諦めてくれないと困りますよ。いくら理事長の孫娘でも、警察沙ざ汰たは困るでしょう？」


    　そう言った道頼は、ポケットからスマホを取り出した。


    「私の学生服のポケット、穴があいてたみたいで。しかも偶然、さっき機動したままになっていたカメラアプリが、動画モードになっちゃっていたようなんです。しかもおや、録画された状態だ。はは、本当すごい偶然だなー」


    「白々しい」


    「豆知識なんですけど、このスマホ、サイドボタンを五回押すと緊急通報できるんですよ」


    「教師を脅すなんて、あなたって本当に、嫌な男ね！」


    　苦々しげに吐き捨て、真子がものすごく仕方なさそうに公平の上から立ち上がる。


    　だがまだそばから離れようとはしなかった。


    　それに気づいた道頼が、困ったような顔で言う。


    「個人的には先生のような自分に正直な方は嫌いではないので、できることならこれ以上嫌な男にならずにすむよう、今すぐここから立ち去っていただけると嬉しいんですが」


    「……そうすると私は、最後のチャンスを逃のがすことになるわね」


    「でもその代わり、この頼みを聞いていただければこの件は表沙汰にはしませんよ」


    　どうしますか、とたずねられた真子が、公平をじっと見つめてきた。


    　まるで底なし沼のように暗い目をした真ま子こに、公こう平へいは告げる。


    「俺は真子先生が苦手ですし、近づきたくありませんし、これからもそうだと思います」


    「そう」


    「でも、いなくなってほしいとは、思いません」


    　驚いたように、真子が目を瞬まばたいた。


    　だが、けして嘘うそではない。


    「真子先生は、たくさんの生徒に必要とされているし、好かれてる。俺にとっての先生はともかく、他の生徒にとって先生は、綺き麗れいで頼りになる憧れの存在だから」


    「公平君……」


    「六りつ花かと同じくらい人気者の先生がいなくなったら、悲しむやつは、いっぱいいますよ」


    　そう告げれば、真子がぎこちなく笑う。


    「馬鹿な子ね、今なら私を永遠に遠ざけることだって、できたのに。今度は、邪魔が入らない場所で念入りに計画を立てた上で、拉ら致ち監禁に及ぶかもしれないわよ？」


    「それは嫌だから、全力で逃げる」


    「ふふ、そんな本気で嫌そうな顔をしないで。今のは、冗談」


    　それまでと違う、どこか寂しげな表情をした真子は、静かに公平から距離を置いた。


    「だって今を逃したらあなたはもう、お姫様だなんて呼べなくなっちゃうもの」


    「え」


    「あーあ、子どもって嫌ね。あっという間に成長して、変わってしまうんだから。はじまった成長痛に苦しみだした時ならともかく、そこを超えたら、後は伸びるだけじゃない」


    　振り返らない真子は、真っ直すぐに扉にいる道みち頼よりの方へと向かっていく。


    「性癖ドストライクのあなたを逃したのは惜しいけれど……あなたはメンタル強そうだから、今さらどうこうできそうもないものね。あー、残念。あなたの相棒とは大違いよね」


    「俺の相棒？」


    　わざとらしいくらい強調されたその部分に首を傾かしげていると、真子が立ち止まった。


    「私が好きなのは、可愛かわいくて自分のことに必死で、この腕に閉じ込めてしまいたくなるほどに純粋なお姫様。そのお姫様を私の理想通りに着飾らせて、朝も昼も夜も、ながめて愛めでてなでまわしたいっていうのが、私の願いだったわ」


    「そんな堂々と変態願望を語られると、狙ねらわれていた俺としては、すごく怖いんですが」


    「あら、それでも私はまだましなのよ。あの子に比べれば歪ゆがんでないつもりだし」


    　あの子？


    　一体誰のことだ、と首を傾げる公平に、真子が忠告めいた言葉を投げかけてくる。


    「気をつけてね、公平君。男は狼なんていうけど、ライオンの群れなら狩りをするのはメス。可愛く見えても心に獣を飼っているお姫様は、魔女なんかより、よっぽど怖いものよ？」


    　じゃあね、と立ち去った真ま子この言葉が、やけに心を騒がせる。


    　道みち頼よりは後ろ手に扉を閉めて、公こう平へいのすぐ前へとやってきた。


    「おやおや、ずいぶん辛つらそうだね。なんか変な薬でも飲んじゃった？」


    「いえ、多分なんですけど、もらったマカロンにアルコールが入ってたみたいで」


    「あー、そういえば前もマフィンでそんなこと言ってたね」


    　気の毒そうな目で見られる。


    「なんなら、救急車呼ぼうか？」


    「いえ、そこまでじゃないです」


    　マカロンに含まれていたアルコール分は、前に亜あ衣いからもらったマフィンよりは多かったと思うが、それでも味を左右するほどではなかった。


    　多分、マカロンの皮にほんの香り付けくらいに入れていただけだろう。


    「焼くときにほぼ飛んでたと思うし、普通なら全く気にならないレベルですから」


    「そうか、確かにアルコールは加熱するとほとんど消えるからねぇ」


    　うーん、と少し考えた後で、道頼が冷蔵庫から麦茶を取り出す。


    「とりあえずこれ飲んで、具合がよくならないようなら、病院だな」


    「すみません」


    「いやいや、こういう時くらいはちゃんと面倒みないと、玲れ奈なに怒られる」


    　冷蔵庫の上にあったコップに麦茶を注いでわたされた。


    　ゆっくりとそれを飲み込めば、それだけで少し身体からだが楽になった気がする。


    「大丈夫そうです」


    「ああよかった。未成年者のアルコール事件なんて、あってはならない大事件だからねぇ」


    　確かに、その通りだ。


    「公平君、けっこうお菓子とかもらうと思うんだけどさ」


    「はい」


    「その体質を考慮すると、手作りは受け取らない方がいいね。市販品なら、成分が書いてあるからまだいいけど、知らないで食べたら相手にも迷惑がかかるし。こういうのは、中途半端に規制するより一律全面禁止ってしちゃった方が、いいと思うから。後で通達しておこう」


    「そうですね、お願いします」


    　手作りのお菓子を贈りたい、という子たちには悪いが、仕方ない。


    　こんな状態になるのはもうごめんだし、なによりも、万が一があったら相手にも学園にも、多大な迷惑をかけてしまうことになる。


    「ところで公平君。君にマカロンを食べさせたのは、真子先生なのかい？」


    「いえ、違います」


    　さすがにデンジャーである真子の作ったマカロンは、もらっても食べない。


    「じゃあ、誰からの？　ファンの子？」


    「いえ、その、亜あ衣い先輩からの」


    「あちゃー、やっぱり白しら雪ゆき姫か。それで、犯人は今どこ？」


    「犯人って、そんな」


    　なぜ道みち頼よりはこんなにも、亜衣に対して当たりが厳しいのだろうか。


    「いいからほら、君にマカロンを食べさせた亜衣君は、今どこにいるのか早く答える」


    「先輩は、俺の代わりに光ひか瑠るのことを追いかけてくれたんですけど、詳しくはちょっと」


    「え、光瑠君を？　ちょっと待って、そこの流れを詳しく説明してくれるかい？」


    　いつになく真剣な顔をした道頼に戸と惑まどう。


    「実は亜衣先輩、俺と話がしたいって子たちに声をかけられて、俺のこと捜しにきてくれたんですけど。その子たちがその、光瑠に対してちょっと……」


    「ああ、立場を利用していつもそばにいてずるいとか、光瑠君は君の隣に立つのには相応ふさわしくないとか、別のやつがお似合いだとか、難癖つけてきたわけだね？」


    　さらっと言い当てられて驚く。


    「なんで、わかるんですか」


    「経験者は語るだよ。それより、それで光瑠君は走ってその場から逃げだしたのかい？」


    「そうです。追いかけようとしたけど、俺、よろけて、それで亜衣先輩が代わりに」


    「なるほどわかった。君はここにいなさい、後は引き受けよう」


    　そう言った道頼は、公こう平へいに背中を向けてどこかへ電話をかけはじめた。


    　だが、その電話がつながる前に──。


    「先輩、そんなに慌てなくても、亜衣ならここにいますよ？」


    　手に着信を知らせるランプが光るスマホを持って、亜衣が現れる。


    「ごめんね、公平君。光瑠さん、足が速くって。おいていかれちゃった」


    「それで君は、どうしてここに？」


    　たずねる道頼に、亜衣は肩をすくめてみせた。


    「真ま子こ先生から、電話がきたんです。公平君を独り占めしたかったけど、もう諦あきらめる。きっとまだ保健室にいるだろうから、様子を見てあげてって」


    「へえ、真子先生にね」


    「はい、光瑠さん電話しても出ないし、どうしようか相談もしたかったから」


    　それにしても、と呟つぶやいて顔をくもらせた亜衣が、公平のそばにきて床に膝ひざをつく。


    「真子先生から聞いたよ。マカロン食べたせいで、具合、悪くなっちゃったって。前といい、今度といい、本当にごめんね？」


    「いえ、前のは知らなかったから仕方ないし、今度は亜衣先輩のせいじゃないですし」


    「ありがとう」


    　ぎゅっと、手をにぎられた。


    「公こう平へい君は、優しいね」


    　甘えるような声。


    　そして見つめてくる大きな瞳に、かすかに鼻先をくすぐる花のような香り。


    　男の思い描く、可愛かわいい女の子を体現したような亜あ衣いの存在を間近に感じて、こんな風に手をにぎられたら、心臓が飛び出そうなほどドキドキした。


    　そう、いつもならば。


    　だが今はなぜだろう。


    　見つめ合った亜衣に、確かに胸が高鳴るのを感じはする。


    　それでもなんだか、喉のどの奥に魚の小骨のようなものが引っかかってでもいるような、少しの痛みと違和感を覚えた。


    「公平君？　どうしたの、もしかして苦しい？」


    「いえ、そうじゃないんですけど」


    「無理しないで。そうだ、亜衣が家まで送るよ！　こうなったの、亜衣が確認せずマカロンを食べさせちゃったせいだし。だから、遠慮しないで？」


    　ね、と呟つぶやきながら、にぎった手に亜衣が力を込める。


    　しかしその直後、道みち頼よりがため息を吐つきながら、亜衣と公平の手を引きはがした。


    「はい、そこまでだ。白しら雪ゆき姫、まだぼんやりしている相手のすきをついて、自分の思い通りにことを運ぼうとするのは、やめようね？」


    「そんな、亜衣、そんなことしてません！」


    「今いらないから、そういう震ふるえる子犬みたいな演技」


    　確かに、ふるふる震えて涙目になる亜衣は、頼りない子犬に似ている。


    　思い出すのは、入学式やイベントやファッションショーなど、なにかあるたびに親衛隊やらストーカーやらに襲撃され、不安げにしていた亜衣の姿。


    　いくらぐったりしていたって、いや、こんな状態だからこそ、いつ誰に狙ねらわれるかわからない亜衣を連れて歩くわけにはいかない。


    「あの、先輩。俺、一人で帰れます」


    「でも！」


    「今の俺じゃ、亜衣先輩になにかあった時に、守れないから。だから、気持ちだけ受け取っておきますね」


    「うん、公平君の判断は正しいね。大丈夫、彼は私が送っていく。君は一人で帰りなさい」


    　亜衣はその言葉に、反論しようとしたのだろう。だが、道頼が無言で首を横にふる。


    「わかりました。じゃあ、公平君のこと、よろしくお願いします」


    　ふてくされたようにそう言った亜衣に見送られ、公平は道頼に支えられて立ち上がり、家に戻ったのだった。


    



    　　５


    



    　家に帰ったらすぐ、光ひか瑠るに連絡を取ろう。


    　道みち頼よりに支えられて家に帰る間、ずっとそう考えていた。


    　しかし、その予定は大きく狂う。


    　気づいたら、次の日の朝になっていたのだ。


    「あれ、なんで？」


    　時計を見て、差し込む太陽の光を見て、パニックになる。


    　一体いつ寝てしまったのだろうか。


    　パジャマを着てベッドに横になっているが、眠った記憶がない。


    　それだけでも大混乱なのだが……。


    　なぜか窓辺には、カーテンを開けて優雅にコーヒーカップを傾けている、作さ務む衣え姿の道頼が立っていた。


    　あれ、幻かな。


    　そう思って目をこすっていたら、道頼が公こう平へいの視線に気づいて、こっちを見る。


    「やあおはよう、公平君」


    「しゃ、しゃべった!?」


    「どうやらパニック状態のようだけれど、顔色はいいね。うん、大丈夫そうだ」


    　もしかして、昨日からずっと心配してついていてくれたのだろうか。


    　驚いて目を丸くしていたら、くすくすと笑われる。


    「いや、そこまで驚かなくても。あんなことがあった後で、気絶するように寝ちゃった後輩を置いて帰るほど、人でなしではないんだよ、これでも」


    「い、いえ。変に驚いてすいません。本当に、ありがとうございました！」


    　それにしても、近づいてくる道頼の作務衣姿に、激しい違和感を覚える。


    「あの、その作務衣は」


    「ああこれ？　泊まりになりそうだからって、昨日玲れ奈なに頼んで持ってきてもらったんだ」


    「玲奈先輩。あれ、でも道頼先輩、実家から通ってるんですよね？」


    　公平と光瑠、それから玲奈と花はな子こは学園マンションに住んでいるが、道頼は実家暮らし。


    「まさか、あの山の上の神社までわざわざ取りに？」


    「取りにといっても、行き帰りうちの親に車で送迎してもらって、だけどね」


    「いやそれなら、先輩の親御さんに作務衣もってきてもらった方が早いんじゃ!?」


    　思わずそう突っ込んだら、なぜか胸を張って言われた。


    「親にタンスの中を見られるなんてごめんだし、たとえ親でも私がいない時に部屋に入られるのは嫌だからね。玲れ奈なに頼むのが、一番なんだよ」


    「はあ」


    「まあ、そのせいで君の部屋にいる事情も説明するはめになって、心配した玲奈がこの部屋に自分も泊まるとか言い出したのには、困ったけどね」


    　もしなにかあったらすぐ連絡する、と約束して、なんとか帰ってもらったらしい。


    　ちなみに今の六りつ花かのうち、実家暮らしの道みち頼よりと、親衛隊や過激なファンへの対策として少し離れたセキュリティーの高いマンションに暮らす亜あ衣い以外は、全員がこの学園マンションで、一人暮らしをしている。


    　そのせいか、道頼はちょっとうらやましそうな顔で、公こう平へいを見てきた。


    「玲奈、電話したら三分で飛んでくるとか言ってたけど、それができちゃうこの距離の近さ、やっぱりいいね。一つ屋根の下に玲奈か、うん、悪くない」


    「道頼先輩って、本当に玲奈先輩のこと好きですよね」


    　幼なじみというのは、みんなこんな感じなのだろうか？


    　しかし、あまりにも距離が近すぎる気もする。


    「もしかして、その、二人って……付き合ってるんですか？」


    　思い切って聞いてみたら、道頼はさらっと返してきた。


    「恋人ではないし、付き合ってもいないよ」


    「そ、そうですか」


    「うん。それより公平君、光ひか瑠るさんのことだけど」


    「あいつどうかしたんですか!?」


    　思わず立ち上がった公平を見て、道頼が笑う。


    「心配？」


    「そりゃ、当然じゃないですか」


    　寝てアルコールも完全に消えて、すっきりした今ならわかった。


    　公平と話をしたい、と集まってきたあの女子たちが、光瑠に告げた言葉は……あの時公平が考えていた以上に、光瑠を傷つけたはずである。


    「あいつ、物理的には強くてほぼ無敵ですけど、けっこう泣き虫だし、傷つきやすいんです。それなのに、あんなことになって。俺、ろくにフォローもできなくて」


    　どうしてあの時、彼女たちを止められなかったのか。


    　今になって、激しい後悔が襲ってくる。


    　そんな公平を励ますように、歩みよってきた道頼が肩を叩たたいてくる。


    「君はあの時、マカロンのせいでだいぶまいっていたからね。仕方ないさ」


    「仕方なくなんか、ないっす」


    「でも光ひか瑠るさんは、君のことを責めてないよ？」


    　そう言われて、公こう平へいはうつむいていた顔を上げた。


    「光瑠と話したんですか？」


    「君を寝かせた後、ベランダに出て玲れ奈なに電話してたら、声に気づいたらしくてね。仕切りに穴が空いていたなんて知らなかったよ。板をはずせば顔を見て話せるし、あれ便利だね」


    「そんなことより、光瑠はどうでしたか？」


    　落ち込んで、また思い詰めていたかもしれない。


    　それに光瑠は、父の教えのせいで感情をおさえようとするくせがある。泣き虫なのに一人で泣くことが下へ手たで、人前で泣くのはもっと無理という、難儀なやつなのだ。


    　泣くに泣けずに困り果てて、どうしていいかわからなくなっているかもしれない。


    　そう考えただけで、心がざわついて仕方なかった。


    　しかしそんな公平をじっと見つめて、道みち頼よりが呟つぶやく。


    「君たち、つくづく変なところで似たもの同士だな」


    「え？」


    「光瑠君もね、君が体調を崩したと聞いた時、そんな真っ青な顔をして慌てていたよ。玲奈もすごかったけど、あの時の光瑠さんの心配ぶりは、危き篤とくの知らせでも聞いたみたいだったな」


    　いやーすごかった、と振り返る道頼は、なぜか楽しげだ。


    「しかも彼女、そんなに心配ならお見舞いにきたらって言ったら、玄関に行く時間さえ惜しみベランダのそこを、こう、ひらって飛んでこっちの部屋に移ってきたからね？」


    「ひらって飛んでって、なにやってんだあいつ！」


    　屋上からザイル一本で降下してきた時もどうかと思ったが、今度の光瑠は、命綱さえなしでベランダの柵に登り、ジャンプしてこちらへきたらしい。


    「危ないことしやがって、ああもう、説教だ説教！」


    「残念だけど、それは無理かなー」


    「なんでですか!?」


    　たずねれば、道頼は爽さわやかに笑って答えた。


    「だって光瑠さん、君が光瑠さんがいなくなった後で真ま子こ先生に襲われたって聞いて、なんかすごく動揺して『鋼の心を身につけるため修業にいきます』とか言い出して、ザイルを担いでどこかへ旅立っていったから。月曜には必ず登校するから、それまで捜さないでくれって」


    「いやいや、修業ってなんだよ、捜さないでってどこまで行った!?」


    「さあね。何度か電話してみたけど、電波の届かない場所にいるか、電源を切ってる」


    　つまり、月曜日に光瑠が登校してくるまで、打つ手なし。


    　それならばと、日曜日は早朝から玄関前で、光瑠の帰りを待っていたのだが……。


    「ただいま、公平君」


    　登校に間に合うぎりぎりの時間になってようやく戻ってきた光ひか瑠るは、なにかが違っていた。


    　きりっとしてはいるが、綺き麗れいに口角が上がった笑顔。


    「まだ学校に行っていなかったんだね。そろそろ行かないと、遅刻してしまわない？」


    　はきはきとした、むだに爽さわやかなしゃべり方。


    「私も着替えたらすぐに行かないとな。じゃあまた、学校で」


    　片手を上げて、引き留める間もなく部屋に入っていく姿の、なんと凜り々りしいことか。


    　それは驚くほど自然で、つい見とれそうになるほどにまぶしい。


    　久しく見ていなかった、光瑠が公こう平へいの相棒となってからは少しずつ離れていたはずの、あの完かん璧ぺきなまでの理想的な王子様が、今確かに目の前にいた。


    　その場に残された公平が覚えたのは、困惑。


    「どういう、ことだよ？」


    　以前の、自分がお姫様のつもりが王子様的というか君子的な行動をとっている、と知る前の光瑠であったならともかく、最近の光瑠はじょじょに表情も雰囲気も柔らかくなっていた。


    　可愛かわいいものが好きだとわかって、柔らかな表情も増えて、肩の力も抜けて。


    　時折だけど、ふにゃっと気の抜けたような顔で笑うようにもなった。


    　それがなぜ今になって、あんな隙のない王子様の演技なんてしだしたのだろう。


    　そう、あれは演技だ。


    　周りに自分の考えや感情を読ませないための、王子様の仮面。


    　そんなものを、よりによって公平の前で被かぶろうとする理由が、わからない。


    　だがそれを問い詰める時間は、今はない。


    「ああもう、なんでこんな日に限って、俺は日直なんだよ！」


    　光瑠をぎりぎりまで待っていたものの、そろそろ走って登校しないと間に合わない時間だ。


    　どうせ同じクラスだし、今日は久しぶりに球技大会実行委員会の会議もある。


    　一緒に行動する時間は多いから、すきを見ていろいろと話せばいい。


    　そう判断して、公平は光瑠をおいて学園へと向かった。


    　しかし、登校してみれば──。


    「あ、公平君！」


    　朝も、休み時間も、ひっきりなしにやってくる女子の相手で、時間がとれない。


    　そもそも光瑠が、公平が声をかける前に、忍者かと疑いたくなるほど素早い動きで、すっと席を立ってどこかへ行ってしまうから、ちょっとした雑談すらできなかった。


    「公平君、光瑠さん今日は忙しいんだね。六りつ花かの仕事、大変なの？」


    　クラスメイトにそう聞かれるが、答えようがない。


    　一体、光瑠はどうしたのだろう。


    　これまでずっと一緒にやってきた相棒の思わぬ行動に、公平は激しく戸と惑まどっていた。

  


  
    



    



    
      [image: ]

    


    



    



    　　１


    



    　光ひか瑠ると話ができない状態でも、日にちは過ぎていくし、球技大会は近づいてくる。


    　すでに朝練と昼休みの練習をはじめたクラスも多く、もめごとが起きないよう、球技大会の実行委員会では練習場所の割り当て表も作られた。


    　応援団長として赤組の士気を上げるために走り回りながらも、公こう平へいは球技大会に向けて増え続ける実行委員の仕事を、積極的に手伝っていく。


    　しかし、生徒会長や球技大会実行委員長をはじめとする一部の三年生は、相変わらずだ。


    「とりあえずこれ、クラスに持ち帰ればいいんだよな。見回り？　ああ、適当に頼む！」


    　などと、面倒なことは全部丸投げしてくる。


    　おかげで欠けた人員の穴を埋めなくてはならない公平たちは、余計に忙しい。


    「おはようございます、見回りにきました！」


    　朝、そして昼休みの時間には、割り当て通りに練習が行われているか、なにか問題が起きてはいないか、チェックして回らなくてはならない。


    　それに公平には、赤組の応援団長という役目もある。


    　公平が戦う相手は、知名度、人望、人気、実績、全てで勝る道みち頼より。


    　その彼が応援団長だ、というだけで、白組の士気はすでにマックス状態である。


    　今の公平が、すぐに道頼レベルのカリスマ性を発揮するなんて、まず無理だ。


    　ただここで諦あきらめたら、戦う前に終わってしまう。


    　道頼にはなくて、公平にはあるものがなにかないか。


    　探していく中で、見つけたのは「時間」と「自由」である。


    　道頼先輩は六りつ花かの代表として忙しいし、六花会館に詰めていることが多い。


    　その点公平は、まだ六花になって日が浅いし、今は球技大会の仕事がメイン。


    　ならばその身軽さを生かして、赤組の生徒たちの懐に飛び込んでいくしかない。


    「お疲れ様です、今日は見回りじゃなく、応援団長としてきました！」


    　野球や卓球の練習では、率先して球拾いをしながら、エールをおくり、


    　バレーの練習をするクラスがあれば、行ってトス上げとアタック練習に付き合い。


    　バスケットやサッカーの練習では、ブロック練習やパス練習をへとへとになるまで手伝う。


    　この時間は、公平と赤組の生徒との距離を、一気に縮めてくれた。


    「一年六花なんて話題性だけだと思ってたけど、おまえ、けっこうやるじゃん」


    　以前に向けられていた冷たい目は減って、少しずつ、ねぎらわれることが増えていく。


    　もちろん、まだ一部の上級生からは、


    「あーあ、朝からそんな必死になって、がんばってるアピールですかー？」


    　などと、嫌そうな顔をされることもあった。


    　無視されることなんて、もうすっかりなれっこである。


    　しかしそういう時、少しずつではあるが、


    「おまえらさ、そういうのやめろよ。最初は俺だって、こんな早い時期に六りつ花かになるとかどうなんだ、と思ってたけど。おまえらの態度見ていたら、なんかすげえ気分悪い」


    　最初は公こう平へいたちに対して好意的でなかった人たちが、態度を変えはじめる。


    　そしてそういう人たちが周りをいさめてくれるから、ずいぶん仕事がやりやすくなった。


    　でもこの嬉しい変化が広がっているのは、公平だけの功績ではない。


    　公平がこうして朝も昼も駆け回っていられるのは、事務作業や、球技大会実行委員の裏方の仕事を、光ひか瑠るが積極的に引き受けてくれるからだ。


    　そもそも、この役割分担を提案してきたのは、光瑠である。


    「球技大会の成功のために、これからより効率的に動くべきだと思う」


    　ようやく話せたと思ったら、いきなりそんなことを言いだされ、あの時は本当に驚いた。


    　表に立ってみんなの士気を高めるための活動は、公平の役目。


    　それ以外のことは、できるだけ光瑠がやる。


    　そういうふうに仕事を分担しよう、と言われても、すぐに頷うなずけるわけがない。


    「それじゃあ、おまえの負担の方が大きい上に、周りからは認めてもらいづらいじゃないか」


    　しかしそう指摘した公平に、光瑠は言ったのだ。


    「私の仕事は、応援団の副団長。公平君を支え、盛り立てることだから」


    　今回は裏方に徹したい。


    　そう主張する光瑠の決意は固く、こうして光瑠の言葉に甘えることになった。


    　実際、そのおかげでうまくいっているのだから、感謝はしても文句はない。


    　ない、はずなのだが……正直、ふとした時に、これでいいのだろうかと悩んでしまう。


    　仕事を手分けするのは効率的だしいいのだけれど、光瑠との距離がどんどん開いていって、今では光瑠がどこでなにをしているのか、後から人づてに聞くことも増えた。


    　別に、仲良しこよしで六花になったのではないのだから、それは仕方ない。


    　だが、光瑠との距離が開いて、会う時間が減って、光瑠がなにを考えているのかわからなくなっていくにつれて、腹の奥底からわき上がるモヤモヤが、いよいよ重みをましていた。


    　せめて家に帰ってから話せればいいが、最近では夜もほとんど時間がとれない。


    　原因は、


    「公平君、今夜の交流パーティー、楽しみにしてるね！」


    　そう声をかけてくる、学園マンションに住む自称公こう平へいのファンクラブの女子たちだ。


    　女子たちから公平に対する猛アプローチは、やむどころか今も増え続けている。


    　そして雪ゆき峰みね学がく園えんの学園マンションに住む、特に積極的な一部の先輩女子を中心に、ファンの集つどいがもたれるようになり、生まれたのが毎晩の交流パーティーだ。


    　会場は、学園マンション内にある交流を目的としたコミュニティールーム。


    　そこで女子たちは、忙しい公平のために夕飯を持ち回りで作り、その日の夕飯当番の数名と公平とが一緒に食事をとる、という、パーティーというより夕食会のようなものである。


    　ファンサービスも六りつ花かの仕事、という亜あ衣いの言葉を思い出し、毎回参加しているが……。


    「俺のためにやってもらっといてあれなんだけど、なんか、しんどいんだよな、あれ」


    　公平のことが好きで、公平の役に立ちたくて、やってくれていることなのだろう。


    　それは、ちゃんとわかっているし、ありがたい。


    　しかし、疲れて帰ったら夕飯を適当にすませてさっさと寝たい時もある。


    　あと、女の子たちのために、彼女たちが望むだろうＳな香り漂う俺様系王子様の演技をすること自体はいいのだが、たまには休みたい時もあるのだ。


    　さらに言うなら、上げ膳据え膳を喜ぶ人もいるだろうが、少なくとも公平は、そうじゃない。


    「光ひか瑠ると飯を食ってる時は、全然、疲れたりしねーのにな」


    　相棒だし、お互いに腹をわって全てを話し合った仲である。


    　なによりも、信頼して思ったことをそのまま話せる相手との時間は、気が楽だった。


    　あんな風にのんびりと落ち着く食事をしたのは、一体どのくらい前だろう。


    　このところは昼食すら、女子が誘いにきたり仕事が入ったりで、一緒に食べていない。


    　ただ今日は、そんな光瑠と久しぶりに一緒に行動する予定がある。


    　ポスター撮影の最終デザインが決まり本格的な製作に入った、と連絡が入ったのだ。


    　ポスターの総合デザイン、美術部。


    　衣装協力・メイク・ヘアメイク、ファッション部と家庭科部。


    　撮影、写真部。


    　写真レイアウト、パソコン部。


    　以上、五つの部活動の全面協力で、雪峰学園のイベントポスターは作られている。


    　本来、ポスターはもっと早くに準備するものではないか、と思ったが、道みち頼よりいわく、


    「ポスターを前もって貼りすぎると、盗難対策が大変なんだ。それに、期間限定の方がレアな感じでいいだろう。だから、球技大会一週間前からしか掲示しないんだ」


    　と、いうことらしい。この作成については、六花として参加することになる。


    　ちなみにこのポスターの画像は、ポストカードとして一般にも販売され、その売り上げは、毎年三つの部の全国大会遠征費をまかなえるほど、大きいそうだ。


    　つまり逆に言えば、それだけ魅力的なポスターを作らないといけない、ということである。


    　気合いを入れて、ポスターの製作指揮をとる美術部の部室へと足を運んだ。


    　歩きながらちらっと隣の光ひか瑠るを見たが、やはりおかしい。


    「なあ、おまえなんでさっきから、不自然に壁の方に近づいていくわけ？」


    「別に、そんなことは」


    「ないとか言うなよ。おまえ、あとちょっとで肩と腕が壁にぶつかるからな？」


    　光瑠はそう指摘されて、光瑠が驚いたように足を止め、間近に迫った壁を見つめる。


    　どうやら、本当に気づいていなかったらしい。


    「ちなみに、俺が少し近づくとそのぶんおまえは壁に向かって逃げていたわけだが。物理的に距離をとりたくなるようなことを、俺はなにかやらかしたのか？　だったら、謝るぞ？」


    「公こう平へい君は全然悪くないから、謝る必要なんてないよ」


    　きっぱりとそう言いながらも、そうか、と言って一歩近づこうとしたら、また逃げられた。


    　どう考えても、避けられている。


    「おい、光瑠」


    「ごめん、つい」


    「謝るくらいならわけを話せよ」


    　そう告げれば、光瑠は弱ったようにへなっと眉まゆを下げた。


    　だがすぐ、その感情の揺らぎを消しさるように大きく息を吸い込み、凜とした顔に戻る。


    「それより、今は早く美術室に行かないと。約束の時間に、間に合わないと困るでしょう」


    「おい！」


    　歩きだした光瑠は、呼び止めようとしても立ち止まらない。


    　仕方なく、歩きながら話そうとしたのだが……。


    「おま、速い速い！　ちょ、この速さは反則だろう！」


    　それだけ文句を言うのも精一杯なくらいの異常な速さで急がれては、ついていくのがやっとである。


    　おかげで、美術室についた時には、公平はすっかり肩で息をするはめになっていた。


    　さすがに悪いと思ったのか、光瑠が聞いてくる。


    「だ、大丈夫？」


    「大丈夫じゃねーよ。あーもう、おまえ、競歩の世界大会にでも出る気か？」


    　なんとか呼吸を整えて汗をぬぐっていたら、どうも、美術室の中が騒がしい。


    　どうかしたのだろうか、と思いながらも、ノックしてみる。


    　するとすぐに、慌てたような声が返ってきた。


    「はーい！　今ちょっとバタバタしてるから、勝手にどうぞ──！」


    「じゃあ、失礼します。ポスターのデザイン案を、撮影前に確認しにきました」


    　そう声をかけながら中に入ったら、美術部部長が笑顔で駆け寄ってくる。


    「あー、よかった今きてくれて！」


    　はいこれ、といきなりわたされたのは、大きな茶封筒。


    「ごめんね、ぎりぎりで。今年はちょっともめちゃって、決まるまでに時間かかったんだ」


    「もめた？」


    「なにか問題でもありましたか？」


    　たずねる公こう平へいと光ひか瑠るに、美術部の部長は困ったような顔で首をよこにふる。


    「悪い意味じゃなく、ちょっと意見が分かれただけなの。ポスター撮影用の衣装を決める時、ほとばしるパトスが激突しちゃってね、美術部とファッション部と家庭科部連合の間で、激しい論争が起きたんだ。絵筆と竹物差しでちゃんばらがはじまるレベルで」


    「へ、へえ」


    「でもそのぶんいいものができたよ！　近年まれに見る、力作になるはずだから！」


    　その言葉と、自信満々な美術部部長の顔を見て、ほっとした。


    「じゃあ、早速ですけどここで中身を確認させてもらってもいいですか？」


    「それがね、約束してたのに悪いんだけど、どーしても必要な画材が切れて、今日中に買い出しにいかないといけなくなっちゃったんだ！　顧問の先生の車で行くから、あんまり待たせるわけにもいかなくて。本当に悪いんだけど、鍵閉めさせてもらっていい？」


    　両手を合わせて、お願い、と頼まれる。


    　さらにタイミングよく、顧問の美術教師の声が聞こえてきた。


    「おーい、里田。早くしないと買い出し中止するぞー」


    「待って先生、今行くからっ！　ごめん、なんかあったら、連絡して！」


    　慌てる部長と、同じくらいそわそわしている部員たちを見れば、急いで美術室を出る以外の選択肢はない。


    　ただ、中身の確認は早めにしたいので、廊下のすみっこによって封筒を開けてみた。


    「さて、どんな風になったのか」


    「わ、私も見てもいいかな？」


    　それまで距離をとっていた光瑠も、がまんできなかったのかすすっと近づいてくる。


    　ポスターの総合デザインは美術部だが、さっき美術部部長も言っていた通り、衣装製作にはファッション部と家庭科部の意見も入っているから、気になるようだ。


    「先輩たちのデザイン、実はずっと、楽しみにしていたんだ」


    「そっか。じゃあ、一緒に見ようぜ」


    　いつもの距離におさまった光瑠に、なんだかほっとしながら、封筒の中身を取り出す。


    　しかし、それを見た瞬間。


    　ちょっとだけ柔らかくなりかけていた光瑠の表情が、凍りついた。


    「え、これ……」


    「嘘うそだろう？」


    　公こう平へいもまた、信じられない思いでそのデザイン案を何度も見直す。


    　それは、平安風の狩かり衣ぎぬと十じゆう二に単ひとえを着た六りつ花かたちが、それぞれに違う種目の球を持って微ほほ笑えむ姿をメインに持ってきた、とても美しく雅みやびな雰囲気のデザイン案だった。


    　このまま絵として飾ってもいいくらいの力作で、とてもよくできている。


    　今はイラストだが、写真になっても絶対に見栄えがする、実にいいデザインだ。


    　ただ、一つ大きな問題があるとすれば……。


    「ねえ、公平君」


    「お、おう」


    「なんで私は、道みち頼より先輩や公平君と同じ衣装になっているんだと思う？」


    　死んだ魚のような目で聞かれた。


    　公平は慌ててスマホを取り出し、光ひか瑠るに告げる。


    「待て、今ちょっと家庭科部の部長に電話して聞いてみるから！」


    　あの慌ただしく去った美術部の部長はともかく、家庭科部の部長は光瑠の味方だ。


    　他の生徒たちと違って公平を王子に、光瑠を姫に推薦してくれた、貴重な理解者でもある。


    　だからきっと、今回のこれに関しても納得のいく説明をくれると思った。


    　コール三回で、電話がつながる。


    　いつもなら名乗るところだが、今回はそれも忘れて、真っ先にたずねた。


    「突然すいません、球技大会のポスター用衣装、なんで光瑠だけ逆なんですか？」


    『ごめん！　最初は姫姿でって要望を出された公平君を最近のモテっぷりを理由に狩衣へ衣装変更させたまではよかったけど、光瑠さんについては多数決で負けました！』


    「多数決？」


    　一体、なにがあったというのだろう。


    　家庭科部部長は電話越しにもわかるほど申し訳なさそうに、説明してくれた。


    『私たちもね、最初はこの機会に光瑠さんを最高に可愛かわいいお姫様にしようって、そりゃあもう頑張って気合い入れた衣装案を出したの。でも、美術部からクレームが入っちゃって』


    「クレーム」


    『新しん海かい光瑠さんはいずれ王子になる人なんだから、その……女装なんてさせられないって』


    「いや光瑠、女ですよ！」


    『そうね、女の子よね！』


    　思わず叫べば、叫び返される。


    　ますます、わけがわからない。


    　公平はスマホを力強くにぎりしめて、訴える。


    「そりゃあ光瑠は、ぱっと見た感じ、クールでミステリアスな王子様っぽいですけど！　根は人見知りで天然かつ可愛かわいいもの好きだし、雰囲気と経歴と物理的な強さのせいでわかりにくいけど、男顔ってわけじゃないし。女物の衣装を着てもいいじゃないですか！」


    『わかってる、わかってるのよ！』


    　悔しそうにそう言った後で、家庭科部の部長は声を落とし、こう続けた。


    『でもね、光ひか瑠るさんのことをよく知らない子たちからすれば、光瑠さんはやっぱり、王子様に見えちゃうみたいなの。うちとファッション部の子でプレゼンしたけど、だめだったわ』


    　どうやら家庭科部とファッション部の部員たちは、ファッションショーの準備を通して絆を育はぐくんだ光瑠のために、精一杯のことをしてくれたらしい。


    　しかし、その努力は実らなかった。


    『実は笑うと可愛いってことをアピールしても、笑った可愛さなら公こう平へい君だって同じだとか、笑わなければ完全にクールビューティーとか、ヅカ枠が前からほしかったとか言われて！』


    「ヅカ枠」


    『美術部部長は、親の代からのコテコテの某劇団のファンだったのよ！』


    　なるほど、それは確かに光瑠の男装をどうしても譲りたがらないだろう。


    　これほど男装の麗人、という表現が似合う逸材を、みすみす逃すとは思えない。


    「いやでも、二つの部で連携してたなら、反対されても多数決で負けるはずは……」


    『個人票だと部員数で有利不利が出るからって、部として一票って形だった上、不利を悟った美術部部長が、第三者の意見を聞くとか言い出して、白しら雪ゆき姫を引っ張ってきたの』


    「え、亜あ衣い先輩!?」


    『そう、それで白雪姫ってまじめだし、公平な第三者の意見がほしいって頼まれたからって、他にも人を集めてくれて、なぜか本格的な投票になって。最終的に十対三で大敗した！』


    　つまり、家庭科部とファッション部、そしてこれは公平の予想だが、先輩である亜衣からの一票だけしか、光瑠の女装支持票は集まらなかった、ということになる。


    「やっぱり、私に期待されているのは、そっちなんだね」


    　ぽつりと呟つぶやいた声に、慌てて光瑠を見た。


    　光瑠は、泣いても落ち込んでもいない。


    　ただ、怖いくらいに静かな目をして、こっちを見ている。


    「公平君、ちょっと電話、借りるね？」


    「え」


    　戸と惑まどう公平の手からスマホを受け取って、光瑠が電話の向こうに語りかけた。


    「先輩、どうか気にしないでください」


    『で、でも！』


    「私のために、一生懸命衣装を考えてくださって、美術部のみなさんにプレゼンまでしてくれて。それだけで、十分です。本当に、ありがとうございます」


    　たんたんとした声。


    　その口元は、うっすら微ほほ笑えんですらいる。


    「私は私のためにこんなに一生懸命になってくれる、優しい先輩と相棒を持つことができて、とても幸せです。だからどうか、もう謝らないでください」


    『うう、ひ、光ひか瑠るさーん！』


    　叫ぶ声の直後、ガチャン、と激しい音がして通話が切れた。


    　おそらく、興奮しすぎてスマホを落としてしまったのだろう。


    　かけ直すことなく通話を終了させた光瑠が、スマホを返してきた。


    「ありがとう、勝手に借りてごめんね」


    「あの、いいのか？」


    　受け取ったスマホを手にたずねれば、光瑠は小首を傾かしげる。


    「なにが？」


    「いや、だって」


    　口ごもり、公こう平へいは手に持ったデザイン案をにらんだ。。


    　バレーボールを手に、最近すっかり板についたＳな香り漂う俺様系王子様の笑みを浮かべ、それはもうかっこよく──かつて思い描いた理想の通りの立ち位置にいる自分。


    　でも、その隣の光瑠は、違う。


    　涼やかながらも凜とした狩かり衣ぎぬ姿の光瑠は麗うるわしいが、光瑠自身が望んでいた立ち位置は、ここじゃない。


    「おまえがなりたいのは、王子様じゃなく、お姫様だろう？」


    　それなのになぜ、こんなことになるのだろう。


    「美術部の部長に連絡して、もう一度、考え直してもらえないか聞いてみる」


    　そう言って手の中のスマホを操作しようとしたら、光瑠に止められた。


    「いいよ、公平君」


    「え」


    「私はもう、いいんだ。みんなが期待してくれているのなら、それに応えるのが一番だよね。六りつ花かになったからこそ、言ってはいけないわがままがあるんだって、わかったの」


    　なにを、言っているのだろう。


    　目をみはった公平に、光瑠はまるで他人事のように冷静に、告げてきた。


    「公平君、前に言ったこと覚えてる？」


    　寂しげに目を細め、光瑠が一歩、後ろに下がる。


    「がんばったつもりだったけれど、私は変われなかった」


    「変われなかったって」


    「ちゃんとお姫様から王子様になれた公平君と違って、私は結局、どこまでいっても王子のままなんだよ」


    「なんでそんなこと言うんだよ！　諦あきらめんなよ！」


    　ずっと一緒に、がんばってきた。


    　まだお互いに、じゃじゃ馬姫と侍王子と呼ばれて、落ち込んだり焦あせったりしていた時。


    　六りつ花かになるために、道みち頼よりから出された課題を悩みながらも必死に乗り越えた時。


    　六花になって、異例の早さでの六花就任を煙けむたがられていた時。


    　そして今、公こう平へいが応援団長になって、自分でも戸と惑まどうほどの早さで自分の望む立ち位置へと駆け上っていこうとする、この時も。


    　隣にはいつも光ひか瑠るがいて、お互いに支え合いながらやってきたのだ。


    　それなのにいきなり、自分はもういいなんて、そんな話はない。


    「悩みがあるなら聞くし、相談にものる」


    「だめだよ。そんな迷惑は、かけられない」


    「迷惑ってなんだよ。そんなこと思わない。おまえは俺の相棒で、友だちだろう!?」


    　だがその言葉に、光瑠は泣きそうな顔になる。


    「おい、光瑠？」


    「私は……」


    　震ふるえる声で呟つぶやいた光瑠の口から紡つむがれたのは、信じられない言葉だった。


    「私は、公平君の相棒にも、友だちにも、相応ふさわしくない人間だから。一緒にいない方がいい」


    　相棒にも、友だちにも、相応しくない？


    「なんだよそれ、相応しいって、どういうことだよ」


    「私は、いつもみんなの幸せを笑顔で願う綺き麗れいで優しいお姫様には、なれなかった」


    　ぎゅっとにぎられた手には、一体どれほどの力がこもっているのだろう。


    　白くなってしまった手を胸に当てた光瑠の目から、涙がこぼれおちた。


    「仕事は、これからも同じ六花として一緒にがんばる。なにかあれば、公平君がもし私の手を必要としていたら、絶対に助けるよ。それは絶対に、約束する」


    「いらねえよ、そんな約束」


    　そんなものより、話してほしい。


    　どうして急にこんなことを言い出したのか、なぜそんなに辛つらそうなのか。


    　そして、どうして泣いているのか。


    　全部話して、どうしよう、助けて、と頼ってくれたなら、絶対に助けるのに。


    　光瑠は言うのだ。


    「今までありがとう、公平君。でもこれからは、心配しないで。私はもう、一人でもちゃんとやっていける。だからもう、私のことは置いていっていいよ」


    　そして引き留めることもできず、光瑠は走り去る。


    　こうして一方的に、公こう平へいと光ひか瑠るの協力関係は、解消されてしまったのだった。


    



    　　２


    



    　置いていっていい。


    　そう言ってきたのは光瑠だが、実際に置いていかれているのは公平だ。


    　比ひ喩ゆではなく、物理的な意味で。


    「くそ、あいつなんであんなに速いんだよ。オリンピック出たら、絶対に金とれるだろう」


    　部屋が隣でクラスも一緒で同じ六りつ花かだ。その気になればいつでも話せる、と思っていた。


    　だが実際は、話すチャンスなどないまま一週間たち、ポスター撮影の日がやってくる。


    　どうにかして光瑠と話したいが、日を追うごとに光瑠のガードは固くなっていた。


    　そのことで感じている焦あせりと不安が、顔にも出ていたらしい。


    　道みち頼よりと一緒に衣装に着替えていたら、珍しく心配そうな顔をされてしまった。


    「公平君、さっきから眉み間けんのしわがすごくて、可愛かわいい顔がだいなしだけど、大丈夫かい？」


    「わざとです。俺、可愛いよりかっこいいハードボイルドな男を、目指してるんで」


    　誤ご魔ま化かそうとしたが、失敗したらしい。


    　道頼からこぼれたのは苦いため息だ。


    「やめなさい、君にその手の需要はない」


    「需要がなきゃ、だめなんですか？」


    　思い出すのは、最後に光瑠と一対一で言葉を交わした時のやりとり。


    「自分がなりたい自分になるのに、他人の目を気にして、期待されたからって望んでもいない自分を演じて。そこまでしないと、六花ってだめなもんなんですか？」


    「あー、もしかして、光瑠君？」


    　すぐにそう指摘されてしまう。


    「あいつ、マジで意味わかんないんです」


    「そうかな？」


    「いきなり、もう自分は王子様でいいとか、相棒や友だちじゃいられないとか、一緒にいない方がいいとか言うし。しかも、その理由すら説明しようとしないし！」


    　苛いら立だちに任せて帯をにぎりしめたら、怒られた。


    「こら、しわになる。この衣装、今日だけじゃなく大会の本番でも着るんだからね？」


    「わかってます、球技大会の六花オンステージでもこの衣装を着るですもんね」


    「そ、君と光瑠君にとっては、はじめて六花として舞い踊る、記念べき舞台だ」


    　着替え終えた道頼は、扇せん子すをぱちぱちしながら告げてくる。


    「よかったじゃないか、公平君。君はこの右う近こんの少しよう将しようとの賭かけの結果が出る前に、もう自分の希望した立ち位置をほぼ手に入れてしまった。じゃじゃ馬姫って、今さら君につけても、多分受けないだろうなぁ。その場合、どうしたものか。うん、悩んじゃうなー」


    「なんで俺たちに勝つこと前提なんですか。大丈夫です、俺たち赤組が勝つ予定なんで」


    「いやしかし、何事も備えあれば憂いなしだよ」


    　食えない笑みを浮かべた道みち頼よりに、嫌な予感を覚える。


    　そしてその予感は、多分当たっていた。


    　公こう平へいと道頼が着替えを終えて、スタジオになる講堂に行くと、すでに十じゆう二に単ひとえ風の着物を着た女子三人の姿がある。


    「あれ、早かったね？　着替え、もっとかかると思ってたんだけど」


    「私たちもそう思って早くきたんだけれど、あくまでも十二単風ってことで、軽くて着やすいように工夫してくれたみたいで、思ったより早く支度ができたの」


    「ふーん、なるほど。うちのファッション部と家庭科部は、本当に優秀だなぁ」


    　確かに、とても学生が作ったとは思えない、見事な衣装だった。


    　公平と道頼が着ている、赤と白の狩かり衣ぎぬだって見事だが、女性陣はもっとすごい。


    　全員白組だからか、一番上にはおそろいの白い着物を羽織っている。


    　ただ薄い布で作ってあるせいで、その下に着ている色違いの着物が透けて見えていた。


    　玲れ奈なは水色、花はな子こは若緑、亜あ衣いは赤。


    　白い着物からほんのり透けて見えるその色が、なんとも雅みやびである。


    　視線に気づいたのか、亜衣が公平に聞いてきた。


    「どうかな？」


    「すげえ綺き麗れいです」


    「ふふ、ありがとう」


    　嬉しそうに笑う亜衣は、着物もバッチリ似合っていた。


    　これぞまさに大和やまと撫なで子しこ、いつもの公平なら、あきることなく見とれていたところだ。


    　しかし今日は、それより気になることがあった。


    「あの、亜衣先輩」


    「どうしたの？」


    「光ひか瑠るは？」


    　見当たらないその姿に首を傾かしげてたずねる。


    　すると亜衣ではなく、一人のんびりあめ玉をなめていた花子が教えてくれた。


    「光瑠ちゃんはねー、私たちより早く着替え終わったんだけどね、ファッション部の子たちに顔をいじられてて、まだ当分はこられそうもないかなー」


    「ああ、なるほど。あいつ、化け粧しようできないから人にやってもらうしかないですもんね」


    　納得していたら、心配そうな目をした玲奈が女子の着替えコーナーの方を見て呟つぶやく。


    「でもこれから六りつ花かとしてやっていくなら、メイクする機会もあるわよね。メイクレッスン、少しくらいはしておいた方がいいかもしれないわ」


    　すると玲れ奈なの隣にいる道みち頼よりは、すかさず茶々を入れる。


    「メイクレッスンっていっても、玲奈だってほとんど化け粧しようなんてしないくせに？」


    「な、なによ。悪かったわね、おしゃれが苦手なくせに偉そうなこと言って！　どうせ私は、六花になるまでリップすら持ってなかった女よ！　化粧品って高いんですからね！」


    「悪くはないよ、清貧という言葉が似合う玲奈のこと、すごくいいと思うなぁ。まあ、今日のその着物みたいな華やかな姿も、とってもよく似合ってるし、素す敵てきだけどね？」


    「はいはい、そういう口説き文句はファンに言ってあげなさい」


    　目が合うだけで多くの失神者を出す道頼の甘い囁ささやきを軽く受け流す玲奈は、さすがだ。


    　そして道頼も、つれない態度であしらわれても気にした様子はなく、何事もなかったかのようにまた玲奈に話しかけている。


    「あれ、玲奈の扇せん子す、小道具用にわたされたものとは違うんじゃないかい？」


    「ええ、実は球技大会のポスターは平安風だって話したら、今お仕事を手伝わせてもらってる会社の社長さんが、ポスター撮影の時に使うといいよって、下さったの」


    　ほら、と広げられた扇は、華やかな模様の入った見るからに上等そうな品だった。


    　あらかじめファッション部が小道具として用意した扇子もわるくないが、格が違う。
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    「へえ、いいね。そっちの方が好みだから、交換してもらえる？」


    「これ、女性用の扇よ？」


    「男なのにあえて女物を持つことで、上級者のこなれたおしゃれに挑戦したいんだよ。それにセンターに立つ僕が持った方が目立つし、提供してくれた社長さんも喜ぶんじゃない？」


    「なるほど、確かにそうかもしれないわね」


    　はい、とわたされた扇せん子すを受け取って、代わりに道みち頼よりが自分の扇子をわたす。


    「じゃあ、玲れ奈なはこっち」


    「見覚えがあると思ったら、あなたこれ、お気に入りだっていつも使ってるやつじゃない」


    「うん、君この色が好きだろう。それに、着ている着物の色にも合うし」


    　そうね、と玲奈が頷うなずいて扇子を受け取ったところで、聞き慣れた声がした。


    「すみません、お待たせしました」


    　公こう平へいの隣にいた亜あ衣いが頬ほおを赤くそめて押さえる。


    「うそ、光ひか瑠るさん、素す敵てき……」


    　興奮したように呟つぶやくのも、無理はなかった。


    　公平は、現れた光の姿を見て、息をのむ。


    　下につけた単ひとえ衣ぎぬは黒、狩かり衣ぎぬは赤。


    　最近少しのびはじめた髪を、付け毛でポニーテールのように結い上げたその姿は、麗うるわしくもどこか色っぽい、まさに源氏物語から抜け出てきた公きん達だちのようだった。


    　そしてそれを見た道頼が、ぽん、と手を叩たたく。


    「ああそうか、光瑠君は副団長なんだから、君に代わってもらえばいいんだね！」


    「代わるって、なにをですか？」


    「いやね、球技大会の組分けの時、公平君と賭かけをしたじゃないか。でも公平君は、今じゃすっかり姫って感じじゃないし。白組が勝ったからって、似合わない六りつ花かネームをつけるのはどうだろうって、悩んでたんだけどさ」


    　ははは、と朗ほがらかに笑った道頼が、戸と惑まどう光瑠に歩みより、その肩を叩く。


    「光瑠君が公平君の代わりに、勝者からの命令で六花ネームを強制決定されちゃえば、事態は丸く収まるんだよね」


    「待ってください！」


    　慌てて声を上げ、公平は道頼に訴えた。


    「先輩と賭をしたのは俺じゃないっすか、なんで光瑠が代わりになるんです!?」


    　しかし道頼は、詰め寄る公平に動揺することなく返してくる。


    「君と違って、光瑠君は希望と周囲からの需要に、ミスマッチがある。光瑠君も、そのことは自覚してるんだよね？」


    「……はい」


    「君が姫志望だって言っていたのは、一年生を中心にわりと有名な話だ。だからうまく流れを作って白組の勝利報酬として六りつ花かネームを強制決定して、そのミスマッチを解消しよう」


    　いいね、とたずねられた光ひか瑠るは、一瞬だけ迷うように目を瞬まばたかせた。


    　だがすぐに、こくりと頷うなずく。


    「わかりました」


    「おい、光瑠!?」


    　一人であたふたする公こう平へいをよそに、道みち頼よりはさっさと話を進めていく。


    「いやあ、助かったよ。じゃあもし白組が勝ったら、光瑠君の六花ネームは、光る君だ」


    「光る君……」


    「そう、光る君。色男の代名詞でもあるけれど、人によっては超絶変態犯罪者と忌いみ嫌うあの有名な源氏の御曹司、光ひかる源げん氏じのことだよ」


    　亜あ衣いがぱっと顔を輝かせ、興奮をこらえきれないというように光瑠に抱きついた。


    「いいと思う！　名前も光瑠さんと光る君で、似ているし！　ぴったりだよ！」


    「ははは、じゃあそういうことで。あ、そうそう。ちゃんと賭かけで負けたから仕方なく、って感じを出すために、光瑠さんが姫志望だって情報を、今よりも広めておかないとな」


    「え？」


    　ぽかんとする光瑠に、道頼は笑いかける。


    「言っただろう、君は公平君の代わりだって。つまり賭の内容は、そのまま適用になるよ。もし赤組が負ければ、君は望まぬ六花ネームを受け入れる。もし、赤組が勝てば……」


    　もったいぶるように言葉を句切った道頼は、ちらりと公平を見てから、先を続けた。


    「光瑠君には、僕が責任を持って、彼女が一番最初に望んでいた立ち位置、姫にちなんだいい名前をつけると、約束するよ」


    　それを聞くや、公平は光瑠がなにか言う前に、すかさず声を上げる。


    「わかりました、それで、お願いします！」


    「よし、交渉成立。あ、根回しとか噂うわさを広めるのとかは、僕がやっておくし。白しら雪ゆき姫も、多分頼まなくてもやるつもりだよね？」


    　そうたずねられた亜衣は、とろけそうな笑顔で答えた。


    「もちろんです、先輩！　亜衣、光瑠さんが光る君って呼ばれるのが、今から楽しみ！」


    「そうなると六花の王子枠のうち、二人が和風になっちゃうから、いっそ公平君も同じ感じでまとめてみるのも、面白そうかなー」


    　のんきにそんなことを呟つぶやく道頼に、玲れ奈なが我に返ったように抗議する。


    「あ、あなたね。公平君の時も思ってたけど、大事な可愛かわいい後輩の六花ネームを、そんな風にイベントを盛り上げるための道具みたいに扱って、いいと思ってるの!?」


    「いいも悪いも、僕らの時だって似たようなものだったじゃないか。ね、茨いばら姫ひめ？」


    「あー、確かにそうだねー。でも私たちの代は、代表が先輩たちのつけた六りつ花かネームは絶対に嫌だって言って、勝手に賭かけをしてー、勝ったら自分が私と玲れ奈なの六花ネームも含めて自由に決めさせてもらうって言い出したんじゃなかったっけー？」


    　そんなこと、聞いていない。


    「六花ネームはその時の代表が決めるって、前に言ってましたよね？」


    「なにごとにも例外や抜け道はあるものだよ。君たちはちょっと、まじめすぎる」


    　ひょいと肩をすくめた道みち頼よりは、意味深に目を瞬しばたたく。


    「たとえばね、六花はアイドルだし、あらゆる面で生徒のよりよい学園生活を応援するための組織だ。自分たちより一般生徒が優先というのは正しい。でも、忘れてはいけない。君たちも応援されるべき生徒であり、他の生徒と同様、幸せになる権利を持っている」


    　告げられた言葉に、公こう平へいと光ひか瑠るは、はっと息をのんだ。


    「こんな言葉を知っているかい？　一番の幸せは、好きな人が幸せでいてくれること。なら、ファンにとっての一番のファンサービスは、六花が幸せでいること、と考えることもできる」


    　そんな風に考えたことは、一度もない。


    「この球技大会が終わったら、六花ネームの命名だ。それまでせいぜい、あがくといいよ」


    　道頼のその言葉が、なによりの激励に聞こえた。


    　ポスターの撮影がはじまり、順調にその日の予定が終わって、解散になる。


    　最近重かった肩と胸の奥が、不思議と軽くなったような気がした。
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    　ポスターの製作と掲示も終わって、立て看板の設置もはじまった球技大会の三日前。


    　球技大会実行委員会のメンバーは、最後の追い込みに追われていた。


    「後援者の方々から、招待状と一緒に出した出欠の確認が返ってきてまーす！」


    「あれ、そういえばビブス洗せん濯たくしておくって言ってたけど、あれもうやったっけ？」


    「球技大会のトーナメント表、ここ組み合わせおかしいよー。訂正するから、手伝って！」


    　バタバタとみんなが作業する視聴覚室は、活気に満ちている。


    　以前のような険悪なムードや、気まずい空気はどこにもない。


    　公平が、すりあがったばかりの今年のポストカードを手に視聴覚室に入ると、


    「あ、公平君。お疲れ様！」


    　すかさずあちこちから、そんな声が飛んできた。


    「お疲れ様です、作業、どんな感じですか？」


    「備品類の確認はオッケー、当日の進行表もできて、放送部にも引きわたしずみ、各クラスに配る紅白のはちまきは、三年の先輩たちが急いで最終チェック中だよ！」


    　生徒会の書記をやっている二年生が、そう教えてくれる。


    　あの最初の顔合わせの時とはまるで違う、協力的な態度。


    　それは公こう平へいに対してだけではない。


    「光ひか瑠るさん、この前相談した昼休憩の時のステージ発表の演目の順番、変えたいんだけど」


    「それが終わったら、こっちの書類確認してもらえる？」


    「はい、わかりました」


    　球技大会実行委員会の仕事のかたわら、赤組の応援団長としても動いている公平に代わり、裏方の仕事を中心にがんばってきた光瑠は、すっかり信頼を集めていた。


    　そしてその一方で、密かに広まる噂うわさのせいで、直接関わりのない生徒たちからも、光瑠はにわかに注目を集めてもいる。


    「ねえ公平君。光瑠さんってさ、実は小さい頃からお姫様に憧れてたって、本当かな？」


    　クラスでも、委員会でも、こっそりそう聞いてくる人は後を絶たない。


    　さすがは、道みち頼よりと亜あ衣いが連携して噂を広めているだけある。


    　驚くべき短時間で、光瑠が実は姫になりたくて六りつ花かになった、という情報が、学園の内外に知れわたっていた。


    　クラスのメンバーについては、その影響から、


    「まさか光瑠さんが、本気で姫を目指してたなんて。王子様扱いばっかりして、悪いことをしちゃったな」


    　などと反省し、光瑠への過剰な王子様扱いをやめようとする動きがある。


    　公平にとって、それは嬉しいことだ。


    　しかし当の光瑠は、周囲のそんな変化に気づいているのかいないのか。


    　最近はまるで、仕事中毒にでもなったような勢いで、あちこち回って仕事を探し、とにかく忙しく動き回っている。


    　いくら体力のある光瑠でも、あのままだと倒れてしまいそうで、心配だ。


    　しかし、球技大会が間もなくはじまるため、休ませられるほどの余裕もない。


    「せめて、あそこの人たちが動いてくれれば、まだいいんだけどな」


    　そう呟つぶやいて目をやったのは、視聴覚室の後方。


    　将棋を指す生徒会長と球技大会実行委員長と、それを囲む一部の三年生だ。


    　彼らは、みんながどれほど忙しくしていようが、お構いなしにあの調子である。


    　どうせ今日も、あのままのんびりすごすんだろうな、と思っていた。


    　ところが、その日。


    　思いもよらなかったアクシデントが起こったことで、状況が一変する。


    「ヤバい、ちょっとどうしよう！」


    　視聴覚室に駆け込んできたのは、球技大会を見にくる来らい賓ひんの招待から案内までを担当する、生徒会の二年生だった。


    　それまで離れた場所で作業していた公こう平へいと光ひか瑠るは、ただならぬ様子に、青い顔で紙をにぎりしめているその人へと駆け寄る。


    「どうしたんすか？」


    「なんか手違いで、招待状が届いていなかった人たちがいたみたいで、苦情がきてるって！」


    「え!?」


    　慌てながらも、事務局に連絡してきた人たちの名前と、招待状を送付した後援者のリストを見比べてみる。


    　すると、最後の一ページが前の紙にはりついていた。


    　はがしてみれば、事務局に連絡してきた人の名前と、そのページにあった名前が一致する。


    　この時期になってからの招待状の発送ミスは、あまりにも痛い。


    　作業中だったほかの生徒も、こっちを見て慌てていた。


    　そして、いつものように一番後ろに固まっていた一部の三年生が、


    「うわ、最悪なミスじゃん。やっぱり、新入り六りつ花かになんて任せるもんじゃねーよな」


    　馬鹿にしたようにそう言って、ケラケラと笑う。


    　それに公平と光瑠が、ぐっと拳こぶしをにぎりしめた時。


    「ああもう、そういうの、本当にうざいんで、やめてくれません!?」


    　二年生の男子がそう叫んで、笑う三年生をにらみつける。


    「ミスは確かによくないですけど、今はそれを悔やむより、どうカバーするかでしょう!?」


    　その言葉に、他の生徒たちも次々に賛同した。


    　すると、立ち上がった三年生たちが、いつになく強い口調で言ってくる。


    「なんだよ、おまえらだって、あいつらのこと気に入らないって、言ってただろうが！　そもそも次の六花になるのは、本当ならそいつらじゃなく、この二人だったはずだろう!?」


    　指さされたのは、将棋を指していた生徒会長と球技大会実行委員長の佐さ竹たけだ。


    　しかし、二人は興奮する他のメンバーをよそに、実に冷静であった。


    　静かに立ち上がったかと思うと、まず生徒会長が、


    「いや、なんでそうなったかはわからないけど、俺、六花になるなんて、頼まれても嫌だぞ」


    　と言って、それに続くように佐竹も、


    「俺も。興味ないし、なによりあの道みち頼よりと一緒に働くとか、頼まれてもごめんだな」


    　きっぱりとそう言い切って、二人でうんうんと頷うなずき合う。


    　それに驚いたのは、彼らの近くにいた一部の三年生たちだ。


    



    「「「「え？」」」」


    



    　きょとん、と目をみはって声をそろえて驚いている。


    　しかし、そんな彼らを冷たい目で見ながら、生徒会長たちはたんたんと告げた。


    「そもそもさ、六りつ花かになりたい人間は生徒会に入らないだろう。あのなんでも屋状態の六花の仕事と生徒会の仕事を両立させるとか、考えただけでもぞっとするよ」


    「過労死まったなしだな。俺はイベントが好きだけど、自分が裏方にまわるのは球技大会だけでいいんだ。他は、普通に参加者として楽しみたい。お客さんとして遊びたい。でも六花は、校内の大体のイベントで、お客さんじゃなくスタッフ側をやらされるじゃん？」


    　確かに、その通りである。


    　佐さ竹たけは、にっこりと笑った。


    「俺はむしろ、そんな苦労を自ら背負って、道みち頼よりの下でこきつかわれる道を選ぶ若者たちを、心の底からリスペクトしてるぜ？」


    　それを聞いて、公こう平へいは思わずたずねる。


    「じゃあなんであんたたちは、今までずっとあんな態度をとってたんです？」


    　すると二人は、


    「いやだって、六花が新世代に引き継ぎするなら、生徒会もそろそろやろうかなって」


    「三年生が動きすぎると、一・二年生が仕事を覚えられなくて来年困るから、せっかくだから楽隠居しながら若人を見守ろうかと」


    「見守るっていうか、全力で敵対していく方向にしか思えませんでしたけど!?」


    　叫んだ公平に、二人はこれまでとは別人のように穏やかな笑顔を向けてくる。


    「すまなかった。道頼に、君たちは叩たたかれて伸びるタイプだと言われたのもあって」


    「それなら伸ばしてやらなきゃ、とあえて酷ひどい態度をとってた。本当、悪かったな」


    「は？」


    　つまり、あれか。全ては道頼の、手の平の上だった、ということである。


    「なんなんだよあの人は！」


    「落ち着いて、公平君」


    　荒ぶる公平の肩に触れてきた光ひか瑠るが、一呼吸置いてから、言ってきた。


    「それより今は、来らい賓ひんの方たちへの謝罪が先だよ」


    「あ、そうだったな」


    　しかし、公平と光瑠が事務局へ向かおうとした時。


    「あーこらこら。そこは、先輩の出番だよ？」


    「新米六花二人に仕事自体は任せたけど、責任まで負わせるつもりはないからな」


    　そう言った生徒会長と佐竹に、引き留められる。


    「いや、でも！」


    　仕事を任されていたのは公平たちで、ミスを見逃してしまったのも公平たちだ。


    　しかし、反論しようとした公こう平へいに、彼らは笑う。


    「あのな、思い出してごらん。俺たち、いつもここにいただろう？」


    「一番後ろの席から、ずーっとおまえらのこと見てたよな？」


    「はい、そうですね」


    　だがそれが、どうしたというのだろう。


    　怪け訝げんな顔で首を傾かしげた公平と光ひか瑠るの頭に、二人は手を置いてくる。


    「現場に責任者がいて、全部見ていた上でのミスなんだから、それは責任者が悪いんだ」


    「いいか、おまえら。責任者の一番大きな仕事っていうのは、いざという時に、この件は全て自分の責任です、と言い切ることなんだ」


    「役職なんて、そのための肩書きだもんな」


    「そうそう」


    　軽い口調でそう言い合った二人は、そのまま事務局へと向かっていった。


    　残された公平たちは、呆ぼう然ぜんとその背中を見送る。


    「なんなんだよ、それ」


    　嫌われているのだと、ずっと信じていたのに。


    　見られているのは実力を測られているからで、いつか認めさせてやる、と思っていたのに。


    　いざという時になったら急に頼もしい味方だと打ち明けてくるなんて、卑ひ怯きようだ。


    　しかも、結局このミスについては、わずか数時間後、あの二人の手で全て解決となる。


    　視聴覚室に戻ってきた生徒会長と実行委員長は、


    「とりあえず招待状届いてなかった人には、謝って許してもらっといたから」


    「みんな当日、ちゃんと見にきてくれるらしいから、楽しんでもらおうぜ」


    　笑顔でそう言って、事務局の人にもらったというお菓子をみんなに配ってくれた。


    「はいこれ、二人のぶん。色々と意地悪なことしたお詫わびに、みんなより多めにしたから」


    「おい、おまえだけ株を上げようとするのはずるいぞ。俺は、ティッシュをつけてあげよう」


    　わたされたお菓子とポケットティッシュを受け取り、公平と光瑠は二人に頭を下げる。


    「「ありがとうございました」」


    　この一件で、今度こそ委員会の全員の心が一つになった気がした。


    　そのせいか作業も予定以上に進み、いつもより早く解散となる。


    　真っ先に視聴覚室を出たのは、光瑠。


    「お先に失礼します」


    　そう言って、公平が声をかける間もなく去っていった。


    　やっぱり今日もだめか、と思いながら公平も昇降口へと向かう。


    　だが途中で、ボールペンを忘れていることに気づいて、来た道を戻った。


    　すると、階段の踊り場にさしかかったところで……。


    「へえ、そう。もう君たちは六りつ花かなんて目指してなかったって、ネタバレしちゃったんだ」


    　楽しげな道みち頼よりの声が、向かおうとした先から聞こえてくる。


    　なぜとっさに物陰に隠れて息を殺したのかは、自分でもわからない。


    　だがしゃがみ込んだところで、生徒会長と佐さ竹たけの声も聞こえてきた。


    「あの二人を育てるためとはいえ、もっと早くネタバレしたかったよ、俺は」


    「そもそもな、おまえがちゃんと説明してりゃ、俺たちがわざわざ慣れない悪役なんて引き受けなくてもよかったんだぞ、道頼」


    　責められているはずなのに、道頼は全く悪びれていない。


    「いやー、いい友人がいてくれて本当に助かったよ。早すぎる六花就任で、周りからの嫉しつ妬とと敵意をあびるうちの一年たちを心配して、率先して優しい青鬼をやってくれるなんて」


    　慣れない悪役。


    　優しい青鬼。


    　その二つのキーワードを聞いて、思い出すのは子どもの頃に読んだ絵本。


    　そしてその予想を裏付けるように、生徒会長が言う。


    「日本人は判はん官がん贔びい屓きで、うちの生徒はみんな賢くていい子が多いからね。権力者ににらまれて不当に虐しいたげられながらも、健けな気げにがんばる二人の姿を見たら、味方したくなるだろう？」


    「それに三年と二年の一部が、なにを勘違いしたか俺たちを六花にしたがってたから。それを邪魔したあの二人を逆恨みして暴発しないように、見張っておかないと危なかったし」


    「本当に助かったよ。僕としても、これからの若い芽をむざむざ散らされたくないからね」


    　それに対して佐竹が、


    「しかし、俺はてっきりおまえからあの二人に、俺たちのことは説明してあるのかと思っていたんだけど。今日の反応を見るに、そうじゃなかったんだな？」


    　苦い声でそう呟つぶやく。


    　すると生徒会長も、


    「腹が立ったから、とりあえず君が黒幕だってバラしておいたよ。道頼はしばらくの間、あの二人から、裏で暗躍しまくる腹黒い先輩だと認識されて、警戒されればいい」


    　ざまあみろ、とでもいうようにそう告げていた。


    　しかしそれを受け止めた道頼の言葉は、酷ひどく優しい。


    「あの二人は僕や白しら雪ゆき姫と違って、素直だ。人の言葉の裏側について考えたり、相手の行動の裏側を探るっていうことが、どうも苦手なようでね。君たちとの出会いで、その辺もちょっと学んでいてくれたら、嬉しいんだけどな」


    「大丈夫だろう。あの子たちは素直だけど、馬鹿じゃないんだ」


    「道頼レベルになられたら困るが、そこそこには強したたかな六花に育ってくれるさ」


    　ははは、と笑い合う声を聞きながら、公こう平へいはその場を離れた。


    　道みち頼よりが『前と同じ、とはじめから決めつけてかかると、時として、大事なものを見落とす』と言っていた理由が、今ならわかる。


    　認めない、と言われたのは同じだ。


    　でも、あの二人がそう言った理由は、全然違ったのだ。


    　突き放すような態度の裏にあった優しさに気づけなかったのが、悔しい。


    「なにやってんだよ、俺。理想の自分になれたとか、浮かれてんじゃねーよ」


    　マスコットじゃなく、女の子にちゃんと男として見てもらいたくて、そのために女の子からモテるという王子様になろうと決めた。


    　そして高校に入り、六りつ花かになって、姫と呼ばれていた生活から少しずつ抜け出して、女子にモテるようになり王子様枠に入って。


    　すっかり、自分は成長したような気になっていた。


    　でも自分がどう見られているかばかり気にして、それ以外のものが見えていなかった。


    　多分こういう見落としているなにかは、他にもまだたくさんあるだろう。


    　どうやったら、そういうものに気づけるのだろうか。


    　隠されたものに気づけない自分の未熟さが、嫌になる。


    　でも今まで見てきたものの中で、どれほどのものを見落としてきたかさえ、わからない。


    　そんな自分が情けなくて、仕方なかった。


    



    　　４


    



    　ボールペンを取りに戻ることもできず、そのまま昇降口に向かった公こう平へいは、


    「あ、公平君！」


    　下駄箱の前で待っていた女子たちに、いつものごとく取り囲まれる。


    「よかった、他の球技大会実行委員会の子とかはもう帰ったのにこないから、心配したよ」


    「どうしても一緒に帰りたくて、待ってたんだ」


    　はにかみながらもそう告げてきた彼女たちを前にして、嬉しさと照れよりも、疲労感を強く感じるようになってしまったのは、いつからだったか。


    　もちろん、好きになってくれることは嬉しい。


    　付き合いたいと言ってもらえるということは、公平が彼女たちの目に、男として映っているということだ。


    　それに応援してくれるファンの期待に応えるのは、六花の役目。


    　だからいつだって、公平は彼女たちの前では理想の王子様でいようと努力してきた。


    　一緒に学園マンションまで行く間、話に夢中になった女の子が車道側に行くのを見て、


    「こら、あんたはこっちだ。なんかあった時、守ってやれないなんてごめんだぜ？」


    　手を引っ張って車道とは反対側に移動させるのも、もう反射のようなものである。


    　そしてそういう公こう平へいの言動に、毎回女子が、


    「ありがとう。公平君って、本当に紳士的で優しいね」


    　などと喜んでくれることは、すでにルーティンワークのようになっていた。


    　そのことに気がついて、あれっと思う。


    　頬ほおを染めて公平を見つめ、楽しげに話しかけてきてくれる大勢の女子。


    　その反応も、かけられる言葉も、公平の言葉や行動に返ってくる反応も……。


    　どうしてこんなに、同じなのだろうか。


    　疑問が頭に浮かんで離れなくなり、公平はそのせいでいつもの演技が鈍る前に、彼女たちとわかれることにした。


    「あ、そういえば俺、買いたい本があるんだ。悪いけど、先に帰ってもらえるかな」


    「え、付き合うよ？」


    　みんなそう言ってくるけれど、そこは王子様スマイルで誤ご魔ま化かす。


    「いや、もう遅いし。先輩方みたいな可愛かわいい女の子がこんな時間に外を出歩くもんじゃない。もしなにかあったら、危ないだろう？　なにかあったら必ず守るけど……あんたたちを大切に思うからこそ、万が一の危険さえ起きないようにしたいんだ」


    　きゃー、と女子たちが歓声を上げているすきに、公平は片手を上げて駆け去った。


    　そして念のため全力で走って追いかけてこられないようにしてから、近くの公園に行く。


    　暗くなった、遊具もないそこで、街灯の下に一つぽつんと置かれたベンチに座った。


    　そしてしばらくぼんやりとしていたら……。


    「あれ、公平君？」


    　聞き覚えのある声がして道路の方へ目をやると、私服姿の安あん藤どうリサが手をふってくる。


    「わー、本当に公平君だ。どうしたの、こんなところで。一人？　あ、私のことわかる？」


    「安藤リサ先輩、ですよね。前に俺に、告白してくれた」


    「そうそう！　奇遇だね」


    　リサは相変わらずけろっとしていた。


    　というか、あまりにも公平への態度が普通すぎて、反応に困る。


    「こんなとこに一人で暗い顔をして座り込むとか、なんかあったの？」


    「まあ、ちょっと」


    「へー、やっぱり六りつ花かの仕事について？　それとも、恋の悩み!?」


    　キラキラした目で駆け寄ってこられて、さらに戸と惑まどった。


    「先輩、普通は自分をふった相手が恋に悩んでると思ったら、そんな興味津々の顔で詰め寄ってくるんじゃなく、もっとこう、なんかあるもんなんじゃないんですか？」


    「そりゃあ、相手が狙ねらっている男の子ならね？」


    「せ、先輩、俺のこと好きだって、言ってませんでしたっけ？」


    「でもふられたじゃん？」


    　あっさり、本当にあっさりそう返される。


    「ふ、ふられたからって、そこまで割り切れるもんなんですか？」


    「あれ、だめ？」


    「だめっていうか、だって好きになった気持ちって、そこまで簡単に消えないと思うし」


    　もごもごとそう告げた公こう平へいに、リサは目を丸くした。


    「公平君さ」


    「は、はい」


    「小学生の時とか、中学生の頃とか、告白ごっこみたいなの、流は行やんなかった？」


    「告白ごっこ？」


    　なんだそれは、と首を傾かしげれば、リサが苦笑しながら説明してくれた。


    「友だち同士で誰それがかっこいい、とかって話したりするでしょう。それの延長線上でね、人気のある子とか、憧れの先生とかに、好きですって告白する遊び」


    「俺、中学まで男子校だったんで」


    　名めい城じよう学がく院いんの姫、としてテレビに出た後、ごっこじゃないガチめの告白をされたことはるが、そんな甘酸っぱい遊びはしたこともされたこともない。


    　そう告げたら、リサは納得した顔で頷うなずく。


    「なるほど反応がピュアなわけだわ！」


    「え、ええと」


    「公平君。君のそのピュアさと、ライブのチケットが当たった幸せな気分に免じ、リサ先輩がちょっとだけ先輩らしいことをしてあげよう」


    　公平の隣に座ったリサは、あごに手を当ててニヤリと笑った。


    「公平君さ、女子から好きですって告白されて嬉しい？」


    「ま、まあ、それはもちろん」


    「でも最近は、ちょっと面倒だなとか、疲れるなとか、思っちゃうんじゃない？」


    　図星だから、なにも言えない。


    　そんな公平の肩を叩たたいて、リサが告げてくる。


    「それね、当然だから！」


    「当然？」


    「だって公平君、全部の告白をまじめに受け取りすぎなんだもん」


    　告白をまじめに受け取りすぎる、というのは、一体どういうことだろうか。


    　リサがなにを言いたいのかわからない。


    「いやだって、告白ですよ。女の子が、勇気を出してせっかく伝えてくれた言葉とか、俺への好意とか、そういうのはちゃんと受け止めないと、失礼じゃないですか」


    「はいそれ！　問題そこ！」


    　びしっと、指をさされる。


    「そもそも君は、自分に向けられた告白のうち、本当に君を好きで好きで悩んだ末にドキドキマックス状態で告白してきた女子が、一体どれだけいると思っているのかね？」


    「は？」


    「はっきり言って、私も含めて君に今まで告白している女子の中で、そこまでマジの恋をして公こう平へい君が好きなの付き合いたいの、と言ってきた女子は、いないと思うんだけど」


    「はぁ!?」


    　そんなわけない、と言おうとした公平をさえぎって、リサが続けた。


    「前にさ、気をつけてって言ったじゃん。私がきっかけになって、みんな動くと思うって」


    「そうですね」


    「実際に動いたでしょう、肉食系ミーハー女子たち。今の公平君の、取り巻きのことね」


    　取り巻き、というのはつまり、公平に告白してくれたファンの子たちなのだろう。


    　あの子たちが、肉食系ミーハー女子？


    「いや、先輩、なにか勘違いしてませんか？　俺を好きになってくれる子たちって、奥手だしピュアだし。そりゃ、ぐいぐいくる時もありますけど。でも大胆に見える子も、手が触れたり俺が甘い言葉を囁ささやいたりしただけで恥じらうような、すげえシャイな子たちなんですよ？」


    「あのさ、公平君。君がこの学園に入学したの、今年の四月じゃん？」


    　いきなり当然のことを聞かれた。


    「そうですけど、それがなにか？」


    「本当に奥手でピュアでシャイな子が、出会って二か月かそこらの子に告白したり、アピールしたりできるわけないじゃん。あんなの全部、演技だよ、演技」


    　きっぱりと、そう言い切られる。


    　しかもだめ押しのように、


    「そもそもさ、百歩譲ってそこは見て見ぬふりしたとしてだよ？　好きな相手が他の女の子に無差別に甘い言葉を囁いて、べたべたされても嫌がらない姿を見て、傷つくこともなくそばに居続けるとかどんだけメンタルごん太なの？　無理じゃない？　私なら殴って次に行くわ」


    　真顔で拳こぶしを握らないでほしい。


    「なんか先輩、はじめに話した時と、印象違いすぎませんか？」


    「だからさっき言ったじゃん。今は先輩で、ハンターモードじゃないから。狙ねらった相手が好きそうな女の子を演じる必要ないし、あなたが好きですってふりもしなくていいし」


    「演じててって、嘘うそだったんですか、あれ」


    「そうだよ。青田買い狙いだよ。だって、明らかに公平君ちょろそうだったんだもん。六りつ花かの恋愛禁止令もなくなったっていうし、どうせなら全力で挑戦してみたかったんだよ」


    　そしてリサは、ここだけの話ね、と本音を打ち明けてくれる。


    「六りつ花かって特別じゃん。付き合ったら絶対自慢できるし、なんか楽しそうじゃん。でも右う近こんの少しよう将しようは倍率高いし、そもそもレベル高すぎて無理めだし。そこに、男として認めてほしいって全力でアピールする初々しい公こう平へい君がいたら、これ狙ねらい目だって思うよね？」


    「狙い目」


    「だってアピールするってことは、今まで男扱いされたことない。なら彼女もいないだろうし多分初心うぶ。告白されたこともないなら、はじめてのことにテンション上がってオッケー出してくれやすそう。しかも断られても、誰より早くあの子の魅力に気づいてたよをアピールして、人気が出てから他の子にマウントとれる。正直、目立ちたかった。行くしかなかった」


    　ぶっちゃけすぎだ。


    　本人も、そう思ったのだろう。


    「他の子たちも絶対にそうだ、とは断言はできないけどさ。六花の名前っていうのは、それだけの影響力があるってこと。肩書きしか見てなかったのかーって、軽けい蔑べつする？」


    「いいえ」


    　首を横にふって、公平は笑う。


    「俺も六花の肩書きにだけひかれてた時があるから、気持ちはなんとなく、わかります」


    「よかった。それにしても、あー、公平君って本当は、そんな風にも笑えるんだねぇ」


    　しげしげと、顔を見つめられた。


    「芝居がかった感じのかっこつけた笑顔より、私は今の素朴な感じの方が、いいと思うよ？」


    「ギャップにときめいちまったかい、先輩？」


    「いや、全然。あと、この際だから言っちゃうけど、君のそのかっこつけ方、古くて寒い」


    　即答された上に容赦なくダメ出しされる。


    「まあその顔でまじめにそれをやるところが可愛かわいいとは思うけど、個人的には可愛い系より、眼鏡で性格が歪ゆがんでそうな理系エリートの方が好みなんだよね、私」


    「本当に俺の肩書きだけで告白してきたんですね、先輩」


    　そして趣味が悪い。


    　だけど思っていたよりずっと、優しくておもしろくて、いい人だ。


    　つまり公平は、またも大事なものを見落としていたことになる。


    「俺やっぱり、だめですね。リサ先輩がこんな人だなんて、全然気づけなかった」


    　反省をこめてそう呟つぶやいたら、リサはきょとんとした顔になる。


    「別にだめじゃないよ。つうかそれが普通じゃない？」


    「普通……？」


    「エスパーじゃないんだからさ、相手が隠そうとしてたら、そりゃわからなくて当然だって」


    　そう言われて、もやもやしていた頭の中が、急にすっきりする。


    「当然って思って、いいんですかね」


    「むしろ隠そうとする真実全部見抜かれて、演技もなにもかもすぐ気づいちゃう相手の方が、あたしは怖くて嫌だな」


    　なるほど、その通りだ。


    　リサは立ち上がって、腰に手を当てて公こう平へいを見下ろしてくる。


    「それに、相手がなにを隠してようが、結局のところ大事なのって、自分が相手をどう思ってどうしたいかであって、そこまで相手のこと考える必要性を感じないし。なにか伝えたいことがあって言ってきたら、聞く。そうじゃなきゃほっとく、でいいんじゃない？」


    「言いたくても言えなくて悩んでるかもしれないのに？」


    「そんなの、伝えないって選択をした時点で、こっちがどう動こうがどう思おうが、文句言う権利はないでしょう。つうか、そこまで考慮して生きてたら疲れる。めんどい」


    　正直なその言葉に、背中を押されたような気がした。


    「そうですよね。隠してる本音まで気にして、わざわざ遠慮してやる必要ないっすよね」


    　なにも言わない相手にもやもやするより、いっそ、勝手にしてやろう。


    「リサ先輩、ありがとうございました！」


    　吹っ切れた顔で礼を言って、公平はさっきとは違う明るい顔で空を見上げるのだった。
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    　　１


    



    　ついに迎えた球技大会当日は、雲一つない快晴。


    　青空の下、校庭に作られた特設ステージの上には、六りつ花か全員がそろっていた。


    　公平と道みち頼よりは、応援団長の制服である黒と白の長ラン。


    　そして他の四人は下はジャージ、上はそれぞれの組のチームティーシャツを着ている。


    　ただし四人全員、はちまきのつけ方が違っていた。


    　玲れ奈なは高く結んだポニーテールにリボン代わりに結び、花はな子こは猫耳に見えるよう結び目をつくったものをつけ、亜あ衣いは結び目をあえて右耳の上に大きく作っている。


    　そんな中で光ひか瑠るだけが、唯一普通にはちまきをつけていた。


    　赤組のチームティーシャツを着てはちまきをなびかせるその姿は、実に凜り々りしい。


    　だが……。


    「さて諸君、ついにこの日がやってきた」


    　ピンマイクをつけた道みち頼よりが、盛大な歓声を受けながら呼びかけた。


    「これよりはじまる球技大会。お互いの全てをぶつけ合って、青春の素す晴ばらしい思い出をまた一つ積み重ねられるよう、みんな精一杯戦い抜こう！」


    　キラキラと、バラと星でも背後に飛び散っていそうな、華やかな笑顔。


    　それを見て、女子たちは胸を押さえて座り込んだりよろけたりしている。


    　だがそれを見た生徒会長が、舞台袖そでから拡声器で、


    『えー、球技大会におきましては、もし倒れたり鼻から流血すると、その後の体調に影響する恐れがあるため、イベントに参加できなくなります。各自、ご注意ください』


    　とすかさず警告した瞬間、バババッと全員が体勢を立て直していた。


    　ただしその後で亜あ衣いが、


    「みんな、楽しいイベントにするためにも、無理はしないでね。具合が悪い時は、医療班って腕章をつけた生徒のところに行くか、保健室に行くように。亜衣との、約束だよ？」


    　ぱちっとウインクしたのを見て、男子生徒数名が早々に球技大会から離脱と相成った。


    　音もなくくずおれて顔を覆おおう男子生徒たちを、医療班の腕章をつけた生徒や、球技大会実行委員が粛しゆく々しゆくと連行していく。


    「ああ、待ってくれ！　違う、これは鼻血じゃない、白しら雪ゆき姫の可愛かわいさに感動した俺の、心の涙なんだ！　だから待って、もっとここにいさせてくれよ！」


    　叫ぶ声がむなしく響いていた。


    　ちなみに、こういった退場が予想されるため、最初から選手登録は直前に行われる。


    　応援団長と副団長が助っ人に入れるという制度も、かつて、ある六りつ花かにより大量のリタイアを生み出して競技が続行不可能になりかけた時、できたらしい。


    　道頼も慌てず騒がず、みんなに告げる。


    「このように、本当に容赦なく退場になるからね。みんな、最後まで六花の勇姿を見てともに戦いたいのなら、興奮してもけして我をわすれない鋼の理性をもって、耐えきるようにね！　わかったら、返事は押お忍す！」


    



    「「「「「おっす！」」」」」


    



    「うん、よろしい。さて、それからもう一つ、今日の戦いについてなんだけれど」


    　目で、前に出るようにうながされた。


    　公こう平へいは黙って、道頼の隣に並ぶ。


    「みんなも知っての通り、組分けの時に、公平君の六花ネームをかけて賭かけをした」


    　しん、と一気にその場が静かになった。


    　公平が団長を務める赤組が負けたら、公平の六花ネームはじゃじゃ馬姫。


    　そして白組に勝てば、公こう平へいに相応ふさわしい王子様っぽい六りつ花かネームを考えてもらう。


    　その条件をもう一度みんなに告げた上で、道みち頼よりは言った。


    「ところがね、ほんの少しの間に思わぬ変化が起きてしまった。かつては名めい城じようの姫と呼ばれ、じゃじゃ馬姫と噂うわさされた須す永なが公平君が、ここにきて突然、姫ではなく女子から愛される王子様へと変身してしまったんだ！」


    　その言葉に、見覚えのある女子たちから、


    「「「公平君、かっこい──！」」」


    　黄色い声が上がる。


    　こういう場所で、こんな風に女子に応援されたのははじめてだ。


    　嬉しい、と思う気持ちはやっぱりある。


    　でも今は、それに浮かれることはなかった。


    「しかし、賭かけ自体をなくすのはつまらない。そこで、内容を変えることにしたよ。光ひか瑠る君、前に出ておいで」


    　招かれて、光瑠が前にやってくる。


    　道頼は光瑠を真ん中に立たせると、彼女の肩に触れながらにっこりと笑った。


    「六花ネームがまだ決まっていないのは、公平君だけでなく光瑠君も同じだ。実はこの私と並ぶほどの女性からの人気を誇り、ご覧の通り女性でありながら凜り々りしく頼もしい王子様として広く知られている彼女だけれど、なんと、本人はお姫様になりたいと願っていてね？」


    　それを聞いて、生徒たちがにわかにざわつく。


    　道頼たちが流した噂によって、光瑠が姫になりたいという情報はみんな知っていた。


    　だがそれを信じていない人間も、かなり多かったらしい。


    　戸と惑まどい、驚き、愉快そうな目、不満そうな声。


    　生徒たちの反応は、ダイレクトにステージの上に伝わってきた。


    「似合わない、と思う人もいるだろう。実際、光瑠君は王子様としての高い人気はあっても、お姫様に推す声なんてほとんどないのが現状だ。六花は生徒たちのためにある。たとえ本人が願っていたとしても、やはり相応しい六花ネームが必要じゃないかと、私は思うんだ」


    　だから、と続けた道頼は、高らかに告げる。


    「もしも我々白組が赤組に勝利したら、公平君ではなく光瑠君に、光る君という六花ネームを名乗ってもらい、これから三年間、王子様としてこの学園を盛り上げてもらおうと思う！」


    　わっと、その場が沸わき上がった。


    　それは道頼の言葉を歓迎するものだったり、逆に、疑問を呈する声だったりする。


    　光る君、という六花ネームに興奮する女子生徒たちの声は、特に大きい。


    　そんな中、道頼は光瑠にたずねる。


    「さて光瑠君、君は赤組応援団長の公平君に代わって、君の六花ネームを賭けて戦うことに、異存はあるかい？」


    「いいえ、異存はありません」


    「ああよかった、じゃあこの球技大会が終わる時には、君の呼び名は光る君だね」


    　みんなが、隠しきれない好奇の目を光ひか瑠るに向けている。


    　その視線に怯ひるんだように、光瑠がぐっと両手をにぎりしめるのが見えた。


    　公こう平へいは道みち頼よりと同じように光瑠の肩に手をかけ、ぐっと力をこめる。


    「お言葉ですけど、そんな未来はきませんよ、右う近こんの少しよう将しよう」


    「おやおや、この私が率いる白組に、勝てるとでも？」


    「勝ちます」


    　最初に組決めで告げた時よりも、強い決意を込めてそう答えた。


    「赤組は必ず白組に勝つし、光瑠の六りつ花かネームを強制決定するなんてまねは、絶対にさせませんから！」


    　こうして、球技大会の戦いの火ぶたは切っておとされた。


    



    　雪ゆき峰みね学がく園えんの球技大会は、午前に予選、昼の休憩時間に行われる有志のステージをはさんで、午後に各種目の決勝戦。締めは表彰式と六花オンステージ、という流れになっている。


    　一般生徒が参加する種目は、サッカー、バレー、バスケット、野球、卓球、ドッジボール。


    　時間の関係上、どの競技も男女混合チームで、時間やセット数などは減らして行われる。


    　そして全ての競技が終わった後、最終種目として紅白総力戦の玉入れが待っていた。


    　もちろん、普通の玉入れではない。


    　ルールも変わっていれば、点数もかなりイレギュラーで、この玉入れで買った組が一発逆転で勝利をおさめるケースはかなり多いと聞いていた。


    　そのため、この玉入れのメインを担う応援団長は、いざという時の助っ人をのぞけば、他の競技への参加を免除されている。


    　進行に駆け回る生徒会や球技大会実行委員会のメンバーからは、


    「こっちはやっておくから、今日は応援と玉入れのことだけ考えててね！」


    「玉入れ、油断すると押し寄せたファンで六花が潰つぶされるから、気合い入れてよ！」


    　ものすごい勢いで激励され、手伝いをことわられてしまった。


    　そもそも雑用はないかと聞いてみても、副応援団長である光瑠が先回りしてやってしまった後だったらしく、公平ができることなんて残るは激励と見回りくらいしかない。


    「お疲れ様です！　さっきの試合、すごかったですね！　次もがんばってください！」


    　ちょうど野球の試合を終えた二年生に声をかけると、


    「おお、サンキュ！　がんばるぜ、なにせ六花との集合写真がかかってるからな！」


    　並々ならぬ気合いに満ちた声が返ってくる。


    　他の人たちも、


    「十じゆう二に単ひとえのシンデレラと写真を撮れる機会なんて、多分これが最後だもんな！」


    「右う近こんの少しよう将しようは来年にはもういないし、狩かり衣ぎぬ姿のザ・右近の少将って感じの先輩と一緒に写る写真が、絶対にほしいの！　二年の私たちにとって、貴き重ちようなチャンスなんだから！」


    　などと、目をぎらつかせていた。


    　どうやら、今回の球技大会のための特別衣装を着た六りつ花かの姿をポスターで見て、やる気に火がついたらしい。


    　勝者になれば、ポスターに写っているのと同じ衣装を着た六花と、記念撮影が撮れる。


    　だからそれを目標にがんばろう、と団結してくれる生徒が多いおかげで、球技大会は単なるイベントとは思えぬ盛り上がりを見せていた。


    　一通り見てまわったところで、ちょうどクラスメイトたちに出会う。


    「公こう平へい、お疲れ。うちのクラスのバスケの試合の三回戦、そろそろだぞ！」


    「すげえな、順調に勝ち上がったか」


    「他はやっぱ先輩たちが強くて二回戦止まりだけど、バスケには新しん海かいがいるからな！」


    　どうやら格闘技で鍛きたえた身のこなしは、スポーツにも応用可能らしい。


    「あいつ仕事しまくってる上に試合でも大活躍とか、分身の術でも使えるのかよ」


    　あまりにも逃げられ続けてきたせいで、公平の中での光ひか瑠るの忍者疑惑は強まる一方だ。


    　その活躍ぶりを観るために、公平はクラスメイトと一緒にバスケの試合会場にいく。


    　観客席から見下ろしてみれば、試合前のコートでは光瑠が他のメンバーに囲まれていた。


    「光瑠さん。私たち、光瑠さんのためにもがんばるからね！」


    　理想の王子様としてあがめていた光瑠が、本当にお姫様を目指していたとわかって、女子はいち早く方針を変えたらしい。


    「理想の王子様だとか、勝手なイメージを押しつけててごめんね。でも私たち、わかったの。かっこいい光瑠さんも大好きだけど、密かにお姫様に憧れる光瑠さんも、おいしいって！」


    　ずっと光瑠の一番のファンだったクラスの女子たちの光瑠への愛は、想像以上に強かった。


    「かっこいい光瑠さんでも、かっこいいと見せかけて可愛かわいい光瑠さんでも、構わない。一番に大事なのは光瑠さんの幸せだもの。光瑠さんの笑顔は、私たちが守ってみせるから！」


    「あ、ありがとう」


    　光瑠はお礼を口にしながらも、落ち着かない様子で、そわそわと手を組みかえている。


    「でも、その、私は……」


    　姫になるのを本当は諦あきらめようと思っている、と言おうとしたのだろうか。


    　しかしその言葉が光瑠の口からこぼれる前に、女子の輪の外側にいた男子たちが、


    「いや新海、みなまで言うな！　大丈夫だ、俺たちだっておまえの味方だからな！」


    　と力強い声でさえぎる。


    　そして彼らは、白い歯をきらめかせて笑った。


    「おまえが王子様キャラを脱却してくれれば、おまえを応援していた女子たちの目が俺たちに向くかもしれない！　俺たちはおまえのお姫様チャレンジを、心から応援している！」


    「強くても凜り々りしくても、俺たちなんて足下に及ばないくらいにかっこよくても、新しん海かい光ひか瑠るはあくまでも女子！　百ゆ合り展開は二次元だけで十分だ。女子が禁断の花園に飛び込むのを止めるためにも、この白組との戦い、負けるわけにはいかねえんだよ！」


    　そうだそうだ、と観客席からも同意の声が上がる。


    　どうやら、光瑠が王子様として注目されて、女子たちがすっかり夢中になっていることに、思った以上の人がうっぷんを抱えていたらしい。


    　赤組がんばれ、目指せ王子様卒業、清らかな憧れよりもドキドキの男女交際推奨。


    　そんなシュプレヒコールが上がって、第一体育館中がこの一戦に注目していた。


    　だが今回の戦いは、相手もまた負けていない。


    　いや、団結力と士気という意味では、公こう平へいたちのクラスを上回っている。


    　理由は、


    「亜あ衣い、みんなのことがんばって応援するから！　だから、絶対に勝ってね！」


    　健けな気げに声を震ふるわせてクラスメイトを鼓舞している、亜衣の存在があるからだ。


    　そろいの白いはちまきを巻いた二年生たちは、他のクラスの生徒とまとう気迫が違う。


    「待っててください、白しら雪ゆき姫。俺たちは必ずや、白雪姫の願いを叶かなえてみせる！」


    　白雪姫命、とチームティーシャツに大きくマジックで書き込んでいる男子たちも、


    「間違った方向へ行こうとする王子様は、私たちの手で、止めてみせるからね！」


    　新海光瑠は誰より王子様、というおそろいのステッカーを背中にはった女子たちも、すでに試合がはじまる前から、目がギラギラしていた。


    　あまりの迫力に、公平と一緒に観客席にいたクラスメイトたちは、顔を引きつらせている。


    　大丈夫かな、とみんなが心配する中、ついに試合がはじまった。


    　ワンセットは五分と短く、セット数も通常の試合の半分。


    　普通ならば物足りないと思えるはずの短い試合だ。


    　ところがこの一戦については、その短い時間でさえ見ていると息が苦しくなるほど、濃厚で激しいものとなる。


    　光瑠をはじめとする足の速いメンバー中心に、スピード感ある攻撃を仕掛ける赤組。


    　それに対して、白組は巧みなパス回しで相手を翻ほん弄ろうしつつも、背の高いメンバーを活用して手堅くゴールを守るスタイルだ。


    　二セット目に突入してずっと一年生チームがリードを保っているが、点差は一点。


    　白熱する試合にみなが息をのむ中、観客席からは白雪姫の声援が飛ぶ。


    「あと少し、ファイトだよ！」


    　残り時間は一分を切っていた。


    　白しら雪ゆき姫に応援されて奮い立ったのか、一人の選手が雄お叫たけびを上げてロングパスを放つ。


    　その先には、ゴール下に近い位置に待機する別の男子生徒。


    　完全に、ノーマーク状態だ。


    　もし彼にボールがわたれば、シュートを邪魔する者はいない。


    　ゴールが決まれば、ここにきて逆転負けが確定してしまう。


    　だが予期せぬロングパスがその男子に届くかと思われた、その時。


    　ぱしん、と乾いた音とともに、割り込んだ光ひか瑠るの手の中にボールがおさまる。


    「あ……　！」


    　ボールを横からさらわれて相手が驚いている間にも、光瑠は軽やかなドリブルで相手サイドへ攻め入って、スリーポイントラインの外からシュート体勢に入る。


    　ボールは高い軌道を描いて、吸い込まれるようにゴールへと落ちていった。


    　その直後、ピー、と試合終了を告げるホイッスルが鳴り響く。


    　まるで漫画のようなその展開に、観客席から大きなどよめきと歓声が沸わき上がる。


    



    「「「キャ──、光瑠さーん！」」」


    



    　女子が黄色い悲鳴を上げる中、選手たちは並んで一礼し、握手を交わした。


    　だがその時、相手のチームメンバーに話しかけられた光瑠の顔が、急に強こわばった。


    　そしてコートを出るや、どこかへと駆けだしていく。


    　勝利に沸く観客席からそれを見ていた公こう平へいは、慌てて立ち上がった。


    「え、おい公平？」


    「悪い、みんなにお疲れって伝えといて！」


    　それだけ言って、走りだす。


    　二階にある観客席から一階に下りて辺りを見回すが、光瑠の姿はない。


    　移動しようとしたら、先ほど光瑠たちと対戦した二年生たちの声が聞こえてきた。


    「あー、負けた。やっぱり新しん海かいすげえな。あれは白雪姫の言う通り、王子になるべき人間だ」


    　そんな言葉と、それに同意する声に、思わず足が止まる。


    　さらに彼らは、壁にもたれて試合後の身体からだを休めながらも続けた。


    「なあ、そういえばおまえさっき一年の新海になんか言ってたよな？」


    「ああ、実は白雪姫に伝言頼まれててさ」


    「なに、業務連絡？」


    「いや『みんなの期待に応えて偉いね、それでこそ六りつ花かだよ』って伝えてくれって」


    　それを聞いて、二年生たちは白雪姫の優しさに感激していた。


    「後輩を労ねぎらうために伝言を託すとは、さすが白しら雪ゆき姫だ！」


    「本当そうだよな。しかも、勝っても負けても伝えてくれって言われたんた」


    「あれだろ、一年の六りつ花かをよく思わないやつ多いし、しかも新しん海かいはもう一人の一年をたてて、あえて裏方引き受けまくってたじゃん。そういう陰の努力を、褒ほめたかったんじゃねえ？」


    　そんな言葉の後、話は思わぬ方向へ向かう。


    「そういえばさ、須す永なが公こう平へいだっけ、あいつ狙ねらってる女子たち、新海が邪魔だからって『あなたみたいに乱暴で男勝りな人がそばにいるから公平君が姫扱いされたんだ』って責めて、裏ではかなりネチネチやってたらしいな」


    「あ、私も聞いたことある。しかも『実は好きだからそばにいるんじゃないか。だとしたら、立場を利用して公平君を独り占めするあなたは汚い、公平君には相応ふさわしくない』とか言って、もうそれイジメじゃないって感じで、光ひか瑠るさんを責めてたんだ」


    「うわー、女子怖ぇ」


    　けらけらと笑う声に被って、亜あ衣いの声が彼らを呼ぶ。


    「みんなー、そんなところにいないで、亜衣と一緒にバレーの応援に行こう！」


    「「「「はい、喜んで！」」」」


    　その場にいた二年生たちは、それはもう嬉しそうに立ち去っていく。


    　残された公平の足は、その場に縫ぬいつけられたように動かない。


    　今聞いた話が真実であるのだと、公平ははっきりと気づいてしまったのだった。
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    　ヒントは今まで、たくさんあった。


    　こみあげる感情をこらえきれず、公平は壁に拳こぶしを打ち付ける。


    「なんで俺は、今まで気づかないでいられたんだ」


    　真っ先に頭に浮かんだのは、亜衣にもらったマカロンを食べた時のこと。


    　さっき二年生が話していたような言葉を、あの時、確かに聞いていたではないか。


    　マカロンのアルコール分でぼんやりして、深く考えることができなかったとはいえ、あれが悪意からのものではないなんて、どうして思えたのだろう。


    　あれは明らかに、光瑠を追い込むための言葉だったではないか。


    　でも、自分を好きになってくれた子たちがそんなことをするとは思いたくなくて、気づけたはずの真実を無視して、光瑠を傷つけて……。


    「もしかして、あいつが俺から離れようとしたのも」


    　はっと口元に手をやって、公平は思い出す。


    　公平が姫扱いされるのは自分が隣にいるせいだ、と光瑠が思ったとしたら？


    　きっと光ひか瑠るは、自分の存在が公こう平へいの目的をさまたげないよう、離れようとする。


    　それこそ、なにも言わずに。


    「光瑠を、捜さねーと」


    　そう呟つぶやいて、光瑠の行きそうな場所を思い浮かべながら走りだそうとする。


    　だがそこで、後ろから思わぬ人物に声をかけられた。


    「待って、公平君」


    　そう言って、そっと公平の手をつかんできたのは、バレーの応援に行ったはずの亜あ衣い。


    「なんで先輩が、ここに？」


    「昼休みのステージ発表のことで、ちょっと聞きたいことがあるんだ」


    　今ちょっといいかな、と上目遣いに聞かれる。


    　これまでの公平なら、その可愛かわいらしさにデレデレになって、もちろんだと即答していた。


    　だが今は、引き留める亜衣に苛いら立だちすら覚えてしまう。


    　それでも仕事のことならと、亜衣に向き直った。


    「もしかして、なにか問題でもありましたか？」


    「ううん、ただ、確認しておきたいことがあって。あと、少しお話がしたいなって」


    　最近あまり話せていなかったから、と笑う亜衣には申し訳ないが、今は急いでいる。


    　どう返したものかとまごついていると、いつもと違う公平に亜衣も気づいたらしい。


    「公平君どうしたの。なんだか、すごく焦あせってるみたいだけど。もしかして、急にやらなきゃいけない仕事ができちゃった？」


    「いえ、仕事じゃなく……光瑠と、話さなきゃいけないことがあって」


    　そう告げた瞬間、亜衣の顔から笑顔が消える。


    「もしかして公平君も、さっきここにいた子たちの話、聞いてたの？」


    　亜衣の表情の変化に戸と惑まどいながらも、公平は告げた。


    「もってことは、先輩も聞いてたんですよね。俺、恥ずかしいことにあいつが傷ついてた理由にちゃんと気づいてなくて。たくさんあいつを傷つけたんです」


    「自分を責めないで、公平君」


    　ぎゅっと、公平の手をにぎる力を亜衣が強める。


    「確かに光瑠さんは、公平君のことを好きな子たちから、酷ひどいことを言われてたみたい。でもそのことで公平君が責任を感じたり悩むこと、光瑠さんが望むかな？」


    「それは」


    「光瑠さんは、公平君のためを思って距離を置いたんでしょう。公平君がもっと理想の自分に近づけるように、六りつ花かとして立派になるようにって、考えてのことだよね。だったら、それを受け入れてあげるのも優しさなんじゃないかな？」


    　そう言った後で、亜衣は頬ほおを染めてじっと公平を見つめてきた。


    「光ひか瑠るさんは、強いもん。きっと大丈夫」


    「先輩」


    「それに光瑠さんのことばっかりじゃなく、今一緒にいる亜あ衣いのこと、見てほしいの」


    　甘えているような、すがるような、頼りなくか細い声。


    　そして、なにかを訴えるようなうるんだ目。


    「どうしても心配だっていうなら、亜衣が代わりに光瑠さんの話を聞くよ」


    「どうしたんですか、亜衣先輩。なんでそんなこと」


    「もう、聞かなきゃわかんない？」


    　すねたようにうつむいてから、亜衣は公こう平へいの胸にとん、と額を預けてきた。


    「好きな人が他の人にばっかり目を向けてるとこなんて、亜衣、見たくないよ。公平君がもし今の光瑠さんと話をしたら、きっと、二人はますます仲良くなっちゃう。それは、嫌なの」


    　それを聞いた公平は、亜衣の両肩にそっと手を伸ばし……。


    　そっと、その細い身体からだを押して距離をとった。


    「公平君？」


    「亜衣先輩、俺、やっと亜衣先輩のことがわかった気がします。好きな人が自分以外を見るのが嫌で、俺と光瑠が仲良くなるのを見たくはないって、先輩の本音ですよね？」


    「そうだよ」


    「でもその好きな人って、俺じゃないでしょう？」


    　たずねれば、亜衣はわずかに目を丸くした後──二、三度瞬まばたいてから、くすりと笑った。


    「なーんだ、ついに気づかれちゃったか」


    　頼りなくてか弱い、いかにも守ってあげたくなるような少女めいた雰囲気が消える。


    「なんでそんなこと言うの、なんて誤ご魔ま化かそうとしても、その顔じゃ無理そうだね？」


    「はい」


    「残念だなぁ。素直で純粋な公平君、亜衣は気に入ってたんだけど……扱いやすくて」


    　にっこりと笑う亜衣は、同一人物であるはずが、先ほどまでと別人のように大人びていた。


    「できれば公平君には、亜衣を好きになってもらおうと思って、がんばってたんだけど。やっぱ光瑠さんとの距離を遠ざけるために、途中から他の女の子をけしかけたの、失敗だったかな。もうちょっと待つべきだったのに、焦あせっちゃった」


    　失敗失敗、と自分の頭をこつん、と叩たたいた亜衣に問いかける。


    「俺がアルコール耐性ないのを真ま子こ先生に教えたのも、先輩ですか？」


    「うん、教えただけじゃなくお菓子を準備したのも、公平君が逃げられないような状況を作り上げた上で先生を呼んだのも、全部亜衣だよ。だって、邪魔だったんだもん」


    　そして亜衣は、まだ動揺している公平に告げてきた。


    「亜衣はね、入学式の日に保健室にきた光瑠さんを見て、この人だって一目で思った。ずっと探し求めていた、亜あ衣いの理想の王子様とやっと会えたの！　強くて優しくて凜り々りしくて、心も身体からだもキラキラしてる、綺き麗れいな宝物みたいな人。それが、亜衣にとっての光ひか瑠るさん」


    　うっとりと目を細めた亜衣は、今まで見た中で一番、綺麗だ。


    　ただ同時に、公こう平へいの中ではうるさいほどの警けい鐘しようが鳴り始める。


    「みんなから見た光瑠さんは、きっとダイヤモンドだろうな。強くて綺麗でまぶしくて。でも亜衣から見た光瑠さんは、ガラス細工。キラキラしててすごく素す敵てきだけど、本当はもろくて、繊細で、ちょっとしたことで砕け散ってしまう、もろいからこそ大切にしたい宝物なの」


    　大切に、と口にしたその口で、亜衣は続けた。


    「でもね公平君、そんな素敵な宝物をもし自分だけのものにできたら、どんなに幸せだろう。ダイヤだと思われているガラス細工のもろさを知っているのも、壊せるのも、世界で私だけになったら？　それってすごくドキドキするよね？　だってそんなの、最高じゃない！」


    　そして彼女は頬ほおに手をあて、ふう、と熱い吐息をこぼした。


    「光瑠さんのことをダイヤだって思い込んでる人たちに、自分はガラスだよって伝えられずに耐えている孤独な王子様を、亜衣だけが愛して理解して支えてあげるの。それって、みんなに愛される心優しい白しら雪ゆき姫には、ぴったりな役目でしょう。これって、運命だと思うんだ」


    　運命。


    　じっと、亜衣を見つめる。


    　熱くうるんだ瞳は、公平を拉ら致ち監禁しようと近づいてきたデンジャーたちに似ていた。


    　こんなドロドロに溶けそうな熱い思いを今まで隠し通すなんて、亜衣は、天才だ。


    　にっこり微ほほ笑えんだ彼女は、こんな時でも怖くなるくらいに可愛かわいらしい。


    「私は光瑠さんが好き。今の光瑠さんは、私にとって理想だもの。あの子を愛してあげる私はきっと、世界一完かん璧ぺきなお姫様になる。だから、今と違う光瑠さんになられると、困るの」


    「みんなに愛される心優しい白雪姫を引き立ててくれる、かわいそうな王子様がいなくなるから、ですか？」


    「ファンのためにもより完璧なお姫様を目指すって、六りつ花かとしては間違ってないでしょう？」


    　なにが悪いのだ、という顔をされる。


    　そんなの、なにもかもが納得いかないに決まっていた。


    「先輩なら、王子様がいなくても十分じゃないですか。親衛隊がいて、クラスの人たちや他の生徒からも慕われてる。わざわざ光瑠を引き立て役にしなくても、いいじゃないですか」


    　公平だって、一目でひかれてずっと憧れていたくらい、亜衣は本当に素敵な女の子だ。


    　いや、素敵な女の子だった。


    　しかし今の亜衣に、前のようにドキドキすることはない。


    「俺は、優しくて無邪気な亜衣先輩が好きでした。でも、自分を輝かせるために、後輩の夢をつぶそうとする先輩のことは、好きになれない」


    「私も、私のことが好きじゃなくて、私の好きな光ひか瑠るさんを変えちゃうかもしれない公こう平へい君、好きじゃないよ」


    　公平の手をつかんだまま、亜あ衣いは一歩近づいてくる。


    　細められた彼女の目の鋭さに、息をのんだ。


    「公平君は、光瑠さんの弱さをどんどん引き出してしまった。そのせいで光瑠さんはどんどん柔らかく笑うようになって、可愛かわいくなった。このままじゃ、王子様じゃなくなっちゃうよね。かわいそうな王子様がいなくなったら、亜衣は誰を愛してあげればいいの？」


    　だから亜衣は、光瑠を変えてしまいそうな要素を排除しようとしたのだ。


    　思い出せば彼女は、いつだって光瑠を王子様の立ち位置に立たせようとしていた気がする。


    　亜衣はゆっくりと公平の頬ほおをなでて、たたみかけるように聞いてきた。


    「それにね、みんなが求める立ち位置にいる方が、あの子にとって楽で幸せかもしれないよ？　それにさっきの試合見たでしょう？　本当にかっこよかったよね？　あんなにもカッコイイ子を、みんなはお姫様だと思えるかな？」


    「思わせてみせます」


    　つかまれていた方の手をすっと抜いて、頬をなでていた亜衣の手を静かに下ろさせた。


    　そして、宣言する。


    「先輩、確かに光瑠はかっこいい。今のままじゃ、お姫様だって思われる要素は少ないです。でも俺は、あいつを先輩が言うような、かわいそうな王子様にはさせません」


    「へえ、じゃあどうするつもり？」


    「その方法を考えるために、今から光瑠に会いに行くんです」


    　なにも言わない光瑠から、真実を聞きたい。


    　なにより、今こうしている間も一人で泣いているかもしれない光瑠に、傷ついているのなら寄りそって、落ち込んでいるなら励まして、これからも一緒に歩いていきたい。


    「あと先輩。一つ、訂正していいですか。先輩からみてあいつは、理想の王子様に見えたかもしれないけど。俺からみたら、あいつほどヒロイン属性の強いやつって、そういないです」


    　周りに誤解されながらも、お姫様に憧れて密かにがんばるなんて、少女マンガの王道だ。


    　そう指摘すると、亜衣はそれまでの鋭さが嘘うそのような、柔らかな顔で笑う。


    「私の勝手でいっぱい光瑠さんを困らせて、公平君の男心をもてあそんできたお詫わびに、一ついいことを教えてあげる」


    「え？」


    「女の子が物語の王子様に憧れるのは、甘い言葉やキザな仕草にドキドキするからじゃない。どんなことがあってもお姫様への愛をつらぬいて、お姫様のために一生懸命がんばるところを見て、自分にもこんなたった一人の王子様がいたらいいなって、思うからなんだよ？」


    　じゃあね、と手をふった亜衣は公平に背中を向けて、去っていく。


    　公こう平へいもまた、亜あ衣いの言葉に背中を押されるようにして走りだしたのだった。
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    　ここ最近は一緒に行動していなかったとはいえ、光ひか瑠るは公平の大事な相棒だ。


    　これまでの経験から、光瑠が行きそうな場所、考えることはなんとなくわかる。


    「この時間なら、ステージ発表の準備の手伝いだな」


    　どんなに落ち込んでいてもパニックになっても、光瑠は任された仕事を放り出さない。


    　案の定、試合を終えてステージ前に移動してきた生徒を誘導したり、出番を待つ発表者への声がけをしている光瑠の姿を発見した。


    　気づかれないように、そして人と話している時を見計らって近づき、腕をつかむ。


    「光瑠、ちょっと時間くれ」


    「え、あ、いや、今は」


    　目をさまよわせて断ろうとする光瑠に先んじて、それまで光瑠と話をしていた生徒会長が、


    「ここは大丈夫だから、行っておいで」


    「いえ、でも！」


    「応援団長と副団長がけんかしてると思われたら、赤組の士気、下がっちゃうよ？」


    　その指摘に光瑠が困り顔で黙り込む。


    　さらにすすっと近づいてきた球技大会実行委員長の佐さ竹たけが、なにかを公平に投げてきた。


    「これを貸してやるから、ちゃんと腹を割って話し合えよ」


    　受け取ったそれは、体育備品倉庫、と書かれた緑のプレートがついた鍵。


    　ごゆっくり、と手をふってくる生徒会長と佐竹のアシストに、心から感謝する。


    　ありがとうございます、と頭を下げてから、強引だが返事を待たずに歩きだした。


    「あの、公平君！」


    「いいからこい。佐竹先輩に言われた通り、腹を割って話すぞ」


    　早足に、でも光瑠の負担にならない速度で、校庭のすみっこにある体育備品倉庫に向かう。


    　途中、あちこちから声をかけられたり、興味津々の目を向けられた。


    　それに怯おびえたように、光瑠が小さな声で告げてくる。


    「あの、手は、離して」


    「逃げられたら困るから却下」


    「逃げないから」


    　ちらっと、後ろを振り返った。


    　光瑠は、ぷるぷる震ふるえていた。


    　その大きな目はうるみ、公平につかまれている自分の手に釘付けになっている。


    　耳まで赤くなって、必死に恥ずかしさに耐えているその姿を見て、胸がきゅうっとなった。


    　可愛かわいい。


    　今までになく自然な感じで、そう思う。


    　でもそのせいで、公こう平へいまでなんだか恥ずかしくなってきた。


    　それに、こっちをちらちら見てくる他の生徒たちの視線が気になる。


    　別に目立つのは慣れているが、この状態の光ひか瑠るを人目にさらすのは、なんだか嫌だ。


    「本当に、逃げないって約束できるな？」


    「うん」


    「じゃあ、信じるから。絶対、俺から離れるなよ？」


    　そう釘を刺してから、つかんでいた手を離す。


    　光瑠はさっきまで公平につかまれていた手を胸元に引き寄せると、ほっとしたような、それでいて少し寂しそうな顔をした。


    　本当はもっと公平とふれあっていたかったみたいだ、なんて……。


    　そんな風に見えてしまうのは、公平が自意識過剰なだけなのだろうか。


    　久しぶりなせいだけではなく、ぎくしゃくとした空気の中、なんとか目的の場所につく。


    　横一列に並んだプレハブ小屋の右端にある備品倉庫は、球技大会がはじまる前に整理しておいたせいか、少し休むぶんには問題ないくらい広々としていた。


    　壁際においてあったパイプ椅い子すを広げて、入り口に立ったままの光瑠を手招く。


    「ほら、座れよ」


    「い、いいよ、ここで」


    「だめだ。そこだと、いつ逃げられるか不安で落ち着いて話ができない」


    　動こうとしない光瑠をなんとか椅子に座らせ、自分が代わりに入り口の前に立つ。


    　念のため鍵を閉めたら、光瑠がびくっと肩を震ふるわせた。


    「な、なんで閉めるの？」


    「邪魔が入ったら困るから。心配するな、そんな怯おびえなくても、別に変なことしねーよ」


    「変なこと？」


    　きょとん、とした顔をされて、公平は額を押さえる。


    「いや、いい。おまえがそっち方面の心配するわけないよな」


    「ええと、ごめんなさい」


    「なんで謝るんだよ」


    　たずねれば、光瑠は眉まゆを下げて膝ひざにおいた手をぎゅっとにぎった。


    「公平君がすごく、困った顔をしてるから」


    「だからって、悪くもないのに謝るな。あとな、謝りたいのは俺の方なんだよ」


    　え、と戸と惑まどいの声を上げた光瑠に、深く頭を下げる。


    「俺のせいでおまえが色々と言われて、傷ついて悩んでいたのに、俺がだめなせいでおまえに全部抱えこませることになって、本当に悪かった。ごめん！」


    「そ、そんなこと……！」


    「ない、とか言うなよ。気づくのはすげえ遅くなったけど、おまえがどうして俺から離れて、王子様キャラを受け入れるなんて言ったのか、ちゃんと全部わかってるんだからな」


    　そう伝えたら、ひゅっと、光ひか瑠るが息をのんだ。


    　顔を上げれば、光瑠は泣きそうな顔をしている。


    「ぜ、全部って？」


    「だから、全部だよ。おまえが六りつ花かの肩書き目当てで俺に近づいてきた先輩たちから、邪魔なやつだとにらまれたせいで、俺のそばにおまえがいると俺のためにならないって言われたり、王子様にならなきゃいけないって思わされるようなことを、言われたりしてたのとか」


    「じゃ、じゃあ、私が公こう平へい君の友だちや相棒ではいられないって言った理由も……？」


    「ああ、もちろんわかってる」


    　苦い顔で思い出すのは、光瑠が離れていく前、女子たちに言われていた言葉。


    　あの時、亜あ衣いの策略にまんまとはまって、意識がもうろうとしていたが、覚えている。


    「ただの友だち以上の感情が少しでもあるなら、俺のそばにいるのは卑ひ怯きようだとか、ずるいだとか、まあそんなようなことを言われてたよな。あれが、理由なんだろう？」


    「……うん」


    　ジャージがしわになるほど手に力をこめて、光瑠が聞いてきた。


    「軽けい蔑べつした？　め、迷惑、だったよね？」


    「馬鹿言うなよ。軽蔑なんてしないし、迷惑だとも全然思わねーよ！」


    　どうしてそうなるのだ、と呆あきれながらそう告げれば、光瑠が真っ赤な顔で目をみはる。


    「迷惑じゃ、ないの？」


    「当たり前だろうが！　つうかな、おまえが友だち以上の感情を俺に抱いていることなんて、そんなのとっくの昔に知ってるし！」


    「そ、そうなの!?」


    　今にも火を噴きそうな顔、というのはこういう顔のことなのだろうか。


    　光瑠は真っ赤になり、手をつかんでいた時よりもさらに激しくぷるぷるしている。


    「そこまで動揺するようなことか？」


    　公平と光瑠は、友だちであり相棒であるだけではなく、自分の立ち位置を変えるために戦う同志であり、最早運命共同体のようなものだ。


    　そこにあるのは単なる友情や信頼だけであるわけがない。


    　光瑠が公平を、お互いの背中を預けられる唯一無二のパートナーだと思い、親友以上の熱い絆で結ばれた仲だと認識していることくらい、ちゃんと知っている。


    「俺がいくら、肩書き目当てとも知らずモテ期に浮かれるような鈍感だからって、おまえから向けられてる熱い視線の意味に、気づかないわけないだろうが」


    「で、でも、私は本当に、言われるまでそんな気持ちが自分の中にあるって、知らなくて！」


    「ああ」


    「下心とか、そんなものなかった！　だって、そういう意味で公こう平へい君を好きになってたなんて、私自身、あの時はじめて気づいたの！」


    「へ……そ、え、はあ!?」


    　今、光ひか瑠るはなんと言っただろう。


    「そういう意味で好きって、まさか親友としてとかじゃなく、お、男として!?」


    「え」


    　時間が、止まった。


    　しん、と静まりかえったその場で、お互いの目を見つめ合って固まる。


    　どのくらい、そうしていただろうか。


    　先に口を開いたのは、光瑠だった。


    「全部わかってるって、言ったよね？」


    「言った」


    「私が公平君のことを、友だちでも相棒でもなく、一人の男の子として好きになってたって、そういうことも含めて、わかってたんじゃなかったの？」


    　くしゃっと、顔を歪ゆがめた光瑠の目が、みるみる涙でいっぱいになっていく。


    　唇をぎゅと引き結んで、必死に泣くのをこらえるその姿を見て、公平は焦あせった。


    「悪い、泣くな！　わかってなかったのにわかってるとか言った俺が、全部悪い！　だけどな、そんな死にそうな顔で、泣くのをこらえるのはやめろ、見ていて本当に辛つらいから！」


    　震ふるえる肩に触れてそう告げたら、光瑠は鼻の頭を真っ赤にしながらも言ってくる。


    「な、泣いちゃだめなのに、こらえてもだめって、じゃあ、どうすれば」


    「ようは落ち着けってことだ！　おまえも、俺も！　ほら、深呼吸。すってー、はいてー」


    　すー、はー、と二人で深く呼吸を繰り返した。


    　そのうちに、なにをやっているんだ俺は、と思える程度には落ち着いてくる。


    　光瑠もどうやら、冷静になってきたらしい。


    　顔を両手で覆おおって、座ったまま深々とうなだれて呟つぶやいていた。


    「もうやだ、帰りたい」


    「帰るな。ああもう、くそ、なんでおまえ相手だとこう、うまいこときめられねーんだ！」


    　頭を抱えてうなっていたら、光瑠が顔を上げる。


    「やっぱり私は、公平君のそばにいない方が」


    「それはない！」


    　みなまで言わせず断言した。


    「おまえは置いていけって言ったし、俺も前に、先に行くとか置いていくとか言ったよ。でもやっぱり、俺はおまえがそばにいないのは嫌だ。一人より、二人で一緒がいいんだ」


    「でも」


    「確かに俺は、おまえがその、そういう意味で俺のことを好きだ、なんてはじめて知ったよ。だけど別に、その……嫌じゃねえ」


    「え？」


    　大きな目をこぼれ落ちそうなほど丸くした、久々にみる光ひか瑠るの幼い表情。

  


  [image: ]


  
    　それを見て、心がふわっと温かくなった。


    　さっきの今で、光瑠の好きという気持ちになんと返せばいいかは、わからない。


    　でも、今までされたどんな告白よりも、さっきの光瑠の言葉は、胸に響いた。


    「なあ、光瑠。その、おまえの告白についてなんだが」


    「うん」


    　光瑠は、判決を待つ被告のような強こわばった顔をしている。


    　今知ったばかりの光瑠の気持ちに、どう応えればいいかの答えは見つからない。


    　ただ、他の女子にしたように、甘い言葉やキザな態度で誤ご魔ま化かすのは、嫌だった。


    「おまえに伝えたい言葉、ちゃんと探しておく。だからそれまで、待っててくれるか？」


    　光ひか瑠るはやはり泣きそうな顔をしながらも、こくりと頷うなずいた。


    



    　　４


    



    　お昼休みをはさみ、迎えた午後の決勝戦。


    　校庭で行われる野球とサッカーの決勝が終わり、みんなが体育館に移動する。


    　ざわつく観客席は、東側に赤組、西側に白組が固まって座っていた。


    　卓球、バレー、バスケットの順で屋内競技が進んでいくが、どれも熱戦ばかりだった。


    　その中でも特に盛り上がったのが、バスケット決勝戦。


    　白組代表である三年側は、道みち頼よりのクラス。


    　そして対するは、赤組代表、一年ながらも決勝に残った、公こう平へいたちのクラスだ。


    　ぶつかりあったその結果は──無念の敗北。


    　試合が終わってすぐに、バスケットに出ていたメンバーが走って観客席に戻ってきた。


    「すまん、俺たちがバスケの試合で勝ってれば、赤組のリードを広げられたんだけど！」


    　ものすごく悔しそうにそう言われる。


    　だが公平は、彼らの肩を叩たたいて告げた。


    「いや、決勝に残ってくれただけでも十分だ！　本当、お疲れ！」


    　球技大会の配点は、一位に五点、二位に三点、三位に一点。


    　今の敗北を計算に入れても、赤組はまだ八点のリードを残していた。


    「本当にありがとう。一年で決勝に残ったの、うちのクラスだけだぜ？」


    「まあ、がんばったからな。それに俺たちには、新しん海かいがいるからさ」


    　あんなことがあって、激しく動揺していた光瑠だが、あの後の試合も仕事も何事もなかったかのようにきっちりこなしていたのには、確かに驚いた。


    　とぼしい表情筋のおかげか、それとも一周回って冷静になったのか……。


    　バスケの試合では、道頼のクラスとの戦いにおいて、女子が無言で写真を連射しまくるほどクールで凜り々りしい表情で、無双しまくっていた。


    　だがもちろん、光瑠一人の力では決勝まで残れるわけがない。


    「光瑠が動けたのだって、みんなの協力あってこそだろう。本当、お疲れ！」


    「へへ、ありがとうな。公平も、がんばれよ！」


    「おう、任せておけよ！」


    　クラスメイトだけではなく、他の赤組メンバーにも聞こえるように、あえて大きな声でそう言い切った。


    　すると反対側の観客席にいた道頼が、


    「やれるものなら、やってみればいい。最後に笑うのは、この私だよ？」


    　張り合うようにそう言って、腕を組む。


    　そしてついに、最終種目。


    　雪ゆき峰みね学がく園えん名物の玉入れが、はじまることとなった。


    　ルールの説明のために第一体育館のステージ上に現れたのは、亜あ衣いと花はな子こ。


    　この競技に関してだけは中立、ということを示すため、今は巫み女こ装束のような白い衣に赤の袴というスタイルになっている。


    「みんな、ついにこの時がきたよ。ルールは簡単。みんなが手にもっている玉を、敵の応援団長の籠かごに入れていくだけ！　玉は一人一つ。相手の応援団長の籠に入った玉の数が、そのまま一ポイントだからね！」


    　はしゃいだ声を上げる花子の隣に立つ亜衣は、にこにこと可愛かわいらしく微ほほ笑えんでいる。


    「玉は、応援団長の二人が体育館を一周するまでの間に投げて下さいね。反対方向に体育館を一周する二人が、各組の副団長が持つたすきを受け取るまでが、玉入れタイムです！」


    　そう告げる亜衣の姿は、みんなに愛される優しくて可愛い、白しら雪ゆき姫。


    　あの歪ゆがんだ内面なんてみじんも感じさせない高い演技力と、六りつ花かとしてのプロ意識の高さに感動を禁じえない。


    　まるで本物の巫女のように清せい楚そな笑顔で、亜衣がさらに続けた。


    「ただ走るだけだとあっという間に終わってしまうので、応援団長のふたりには、ポイントに設置された課題カードに答えながら進んでもらいます。課題をクリアするまでは各ポイントを動けないから、立ち止まっている時を狙ねらって！」


    　おおー、と気合いに満ちた声があがった。


    　続いて花子が、


    「課題をクリアするまで無防備になる二人のために、頼もしい五人のガーディアンが、玉を籠に入れさせないため全力で二人をガードします。あと、先にゴールした応援団長には、ボーナスポイントとして十ポイントが贈られるから、これだけでもかなり大きいよー」


    　のんびりした口調で、そう告げてくる。


    　走って先にゴールするだけで、十ポイント。


    　これはかなり大きいし、できれば絶対にとっておきたいポイントだ。


    「「それでは、ゴールで応援団長を待つ副団長と、ガーディアンのみなさん、どうぞ！」」


    　亜衣と花子が、声をそろえる。


    　それと同時に、亜衣の立つ位置の少し後ろに引かれていた内幕が開かれた。


    　黒い幕の向こうから出てきたのは、各組の副団長とガーディアンたち。


    　白組側には玲れ奈なと、運動部中心に集められた屈強なメンバーが。


    　赤組側にも光ひか瑠ると、いかにも強そうな体つきのいいメンバーがいるが……。


    「ええ!?」


    　五人いる赤組ガーディアンのうち、三人は、空手部、柔道部、剣道部の部長である。


    　しかも残る二人は、生徒会長と、球技大会実行委員長。


    　こんなの、聞いていない。


    　戸と惑まどう公こう平へいに、道みち頼よりが扇せん子すをぱちぱちさせながら言ってくる。


    「おやおや。ガーディアンて立候補制だから、先輩で人脈も広く人望もあるこっちが有利だと思ったら、なかなかやるじゃないか」


    「立候補制」


    「それにしても、関わった先輩をみんな味方につけるとは。よ、この先輩たらし」


    　からかうようにそう言われたが、今は腹も立たない。


    　ありがたくて、戦う前から胸がいっぱいになる。


    　でもそんな公平の感動に水をさすように、


    「あ、言い忘れたけどこの競技、六りつ花かに恨みのある人とか、個人的に嫌ってくる相手とかが、顔を狙ねらって全力投球してくるけど大惨事にならないようにね」


    　道頼から、そんなアドバイスが飛んできた。


    「さらっと怖いこと言わないでくださいよ！」


    　二階から投げられると、どんな柔らかい玉でもそれなりに痛い。


    　しかも公平の味方は六人だけで、敵は残る全校生徒のうちの半分。


    「いいか一年、相手が質問カードのトラップにひっかかっているうちに、全身全霊をこめ玉を投げるんだ。投げたらすぐ後ろに下がり、次の者と交代。陣形をけして崩すな！」


    　いかにして効率よく、そして確実に敵軍の応援団長に玉を投げるか指導する、二・三年生の声がここまで聞こえてくる。


    　その気迫に、関係ない来らい賓ひんたちですらそわそわしているようだ。


    「それでは、副団長とガーディアンのみなさんは、応援団長のところへどうぞ！」


    　亜あ衣いの声とともに、ステージにいた十二人がこちらへやってくる。


    　赤組と白組とで、背中合わせにスタートラインに立った。


    　公平の両脇には、生徒会長と球技大会実行委員長。


    　前と斜め後ろには空手部・剣道部・柔道部の部長。


    「しっかり走って課題を早くこなして、あの道頼の高い鼻をあかしてやろうな」


    　生徒会長にそう言われて、公平は大きく頷うなずいた。


    「はい、もちろんです！」


    　力強くそう言ってから、立候補してくれたという五人に感謝する。


    「協力してくれて、ありがとうございます。今日の戦いは、絶対に負けられないから。どうか俺に力を貸してください。よろしくお願いします！」


    「言われるまでもない」


    　ふん、と鼻をならした空手部部長が、相変わらず鋭い目でにらんでくる。


    「おまえが負けるということは、俺たち赤組が負けるということだからな。感謝する暇があるなら、全力でこの戦いを勝ち抜いてみせろ。そのための助力は惜しまない」


    　わかっています、と答えながらも、公こう平へいは離れた場所にいる光ひか瑠るを見た。


    　たすきをにぎりしめた光瑠は、バスケットの試合に出ていた時より表情が硬い。


    　心配そうにこっちを見てくるから、つい自分の緊張も忘れて笑ってみせた。


    　そしてついに、亜あ衣いが開始のホイッスルを吹き鳴らす。


    　スタートダッシュは、公平の方が早かった。


    　最初の課題カードを引いて、出されたお題は四文字熟語クイズ。


    　それを解くために立ち止まった公平めがけ、早速無数の玉が飛んできた。


    　問題自体はさほどかからず解けたが、問題は答え合わせ。


    「じゃあ、一つずつ確認していくね。はじめは、これ！」


    　十個合った設問を、亜衣が一つずつステージ上のスクリーンに映して、採点していく。


    　その間も先に進めない公平は、しゃがんだり立ったり横に飛んだり、大忙しだ。


    「く、ああもう、亜衣先輩あれ絶対にわざとゆっくり採点してんだろ!?」


    　思わずそんなことを呟つぶやきながらも、敵の方はどうだろうと、道みち頼よりの方へ目をやる。


    　そして公平は、我が目を疑った。


    「今回最初の課題は『初恋で一句』か、さて、これは難しいね」


    　のんきにそう言って、課題カードと一緒にわたされた短冊と筆ペンを手に立つ道頼に、投げつけられる玉の数が、異常に少ない。


    　原因は、


    「初めての恋を思えば歌は自然と浮かぶけれど、大切な言葉は胸に秘め、たった一人の大切なその人のためだけにとっておきたいんだ。ああだけど、かくとだに、からはじまる素す晴ばらしい和歌にも負けない歌をよめたら、ふりむいてもらえるかもしれない。ねえ、どう思う？」


    　いつにもましてフェロモン過多な道頼の流し目により、観客席の女子たちが、腰砕けになり戦線離脱しているのだ。


    　ちなみに、この玉入れでも『倒れた人鼻血が出た人はリタイア』のルールは生きている。


    「無理、あの麗うるわしい右う近こんの少しよう将しように玉を投げるなんて、できない！」


    「ああ、だめ。今、目が合って……」


    「やめて、あの人を傷つけないで！」


    　くずおれる者、倒れる者、赤組であるはずが道頼を攻撃しようとした人を止めだす者。


    　とにかくけっこうな数の人間が、玉を投げることすらできない状況なのだ。


    「おい公平君、ぼーっとしない！」


    　生徒会長の叱しつ咤たで我に返る。


    　今は敵の人気ぶりに驚きよう愕がくしている場合ではない。


    　そこからもう夢中で、なりふり構わず先にゴールにつくことをめざし、走り続けた。


    　課題カードを何枚もクリアし、五人のガーディアンに守られながら必死に走り……。


    「おい、これが最後の課題だぞ！」


    　剣道部部長の言葉に背中を押されて開いた課題カードには、それまでと違う、公こう平へいに対する質問が印字されていた。


    　放送部のカメラで抜かれ、スクリーンに映し出されたそれを、亜あ衣いが読み上げる。


    「須す永なが公平君に、質問です。あなたがそこまでがんばり、赤組を勝利に導こうとする理由は、一体なんでしょう？」


    　こんな正解のない質問が、なぜ最後の課題なのか。


    　みんなが戸と惑まどいに満ちた顔でざわつく中、公平は答える。


    「みんなのこれまでの努力を実らせるためにがんばるのに、理由なんていらない。せっかくの勝負なんだ、ぜひ勝ってみんなで勝利を祝いたいし、そのために全力で戦うのは当然だ」


    「なるほど、確かにその通りですね。須永公平君、先に進んでもオッケーですよ！」


    　その言葉で、公平の勝利を確信した赤組がわっと沸わき立つ。


    　だがすぐに、動こうとしない公平を見て、その声は戸惑いに変わっていった。


    「でもさっきのは、赤組応援団長としての言葉だな」


    　そう呟つぶやいて、公平はすぐそこにせまったゴール地点を見る。


    　そこには、たすきを手にこっちをじっと見つめる光ひか瑠るの姿が立っていた。


    「ここからは、須永公平としての、あくまでも俺個人の回答」


    　終わったと思っていた公平の回答が続いたことに、会場がざわつきかけた。


    　だが誰がなにをしたのか、すぐにそれはおさまる。


    　しん、としずまりかえった会場には、公平の声がやけに大きく響いた。


    「気がついたら隣にいるのが当然だった俺の相棒がさ、大事なことをなに一つ伝えないまま、そうするのが俺のためだと思い込んで離れていこうとしたんだ。しかも、自分の夢まで捨てて周りの期待に応えようとしている。でも俺は、そいつに夢を諦あきらめてほしくなかった」


    　いつのまにか、絶えず投げられていた玉も止まっている。


    　そばにいた五人が無言で下がっていき、公平は一人になった。


    「おまえは確かに、誰よりもかっこよくて、常識外れに強くて、悔しいくらい女子にモテる。でも実は、意外と抜けてて、甘い物や可愛かわいい物が好きで、泣き虫で人見知りで、不器用なほど優しいやつだってことも知っているんだ」


    　そう言いながら、ゴールへと向かう。


    「最悪の立ち位置から一緒にはじめて、今ここまできた。まだそういう意味でどうかは、正直わからない。ただし、おまえは最高の相棒で、他の誰かじゃ代わりにならない。おまえの隣に俺以外のやつが立つのは見たくないし、できればこれからもずっと一緒にやっていきたい」


    　あと一歩で、ゴール。


    　そこで立ち止まって、公こう平へいは両手を光ひか瑠るに向かって伸ばす。


    「だからな、光瑠。俺に、おまえの王子様役を任せてもらえないか？　必ずおまえのことを、誰よりもハッピーエンドの似合う、最高のお姫様にしてみせる。夢を諦あきらめるくらいなら、俺を信じて一発逆転を一緒に目指してくれないか？」


    　公平の言葉に、光瑠は目をみはる。


    　そして、ぽろりと涙をこぼしながらも、ぎこちなく微ほほ笑えんだ。


    「うん」


    　返事はそれと、公平の手に重なった光瑠の手の温もりだけで、十分だ。


    　二人の手が重なったその直後。


    「ゴール！　初恋の一句でぐだぐだした右う近こんの少しよう将しようの隙をつき、赤組ゴール！」


    　テンションの高い亜あ衣いの声が高らかに木霊こだまする。


    「須す永なが公平君、ゴールです！　赤組にプラス十点！　おめでとう、おめでとうございます！」


    「こらそこー、せっかくのいい空気が台無しだよー」


    　呆あきれたように花はな子こがそう言うが、亜衣はマイク片手に頬ほおをふくらませた。


    「台無しにするためにわざとです！　亜衣の王子様が、あんな乙女おとめ顔するなんて！」


    「うんうん、失恋ってショックだよね。まあ、失恋したことないからわかんないけど」


    　その発言におお、と場が盛り上がる中、公平に遅れて道みち頼よりもゴールする。


    　玲れ奈なからゴールテープ代わりのたすきをかけてもらっている道頼に、なにを思ったのか花子がたずねた。


    「右近の少将はー、失恋の痛みって知ってますかー？」


    「ごめんよ、今までもこれからも失恋とは無縁の人生でね」


    　その道頼の発言に、男子から激しいブーイングがおきる。


    「モテまくりのおまえに、俺たちの苦しみがわかるか、このイケメンめー！」


    「くそ、まだ玉を投げてないやつこっちによこせ、恋愛世界の特権階級で笑うあいつに、せめて一泡吹かせてやらねば！」


    　すでにゴールしたのに、敵味方を問わず道頼に玉を投げつけはじめた。


    「おっと、終了後の玉投げはルール違反だよ。これ以上彼らを怒らせて、籠かごの中に玉が入ってしまったら大変だ。早速結果発表に移ろうか！」


    　そして六りつ花か六人でステージ上に上がって、花子と亜衣が籠の中の玉を放り投げながら、数を数えていった結果……。


    「まず、八点リードしていた赤組の応援団長、須永公平君の籠に入っていた玉は、二十八個。ただ、先にゴールした赤組への報酬の十点があるから、差し引きで白組には十八点の加点になります」


    「続いて白組応援団長、右う近こんの少しよう将しようの背中の籠かごに入っていた赤組の玉は、十個。赤組は十点追加」


    　亜あ衣いと花はな子こが、玉入れの結果をもう一度確認した後で、同時に呟つぶやく。


    「「さっきまで赤組が八点リードしていたから、つまり、同点？」」


    　まさかの結末に、体育館は大きく揺れた。


    「同点って、ないだろ。そしたら勝った時の特典はどうなるんだ!?」


    　六りつ花かと写真を撮れる権利がどうなるか心配する声が一番多い。


    　だがその他にも、


    「結局、光ひか瑠るさんの六花ネームってどうなるの？」


    　と公こう平へいと道みち頼よりがかわした賭かけの行方を気にする人たちもいた。


    「そこはやっぱり、勝てなかったんだから王子様に統一じゃないの？」


    「え、逆でしょう。それにさっきの公平君とのやりとり見たら、なんか王子って感じじゃない気がしてきたし、あれを見て王子様になってよとか言えなくない？」


    　そこかしこで議論が起きて、光瑠がそれを青い顔で聞いている。


    　公平はそんな光瑠の背中をぽん、と叩たたいた。


    「下見るな。堂々と胸張って、笑ってろ」


    　小声でそう告げた直後、道頼がばっと勢いよく扇せん子すを開いた。


    「よし、決めた」


    　そして彼は、全く予想していなかった提案をしてくる。


    「まずは、本来ならば勝者の権利として設定されていた、ポスターに使われている今年の球技大会のために作られた衣装を着た六花との写真撮影だが、これはいっそ、全学年の全クラスと行うことにしよう！」


    　太っ腹すぎるその言葉に、割れんばかりの歓声と拍手が起きた。


    　それに手を上げて応える道頼をよそに、公平は光瑠とは逆隣にいる玲れ奈なにたずねる。


    「全学年全クラスって、いいんですか!?」


    「ええ、大丈夫。クラスごとに一枚ずつ撮るだけだし、経費はそんなにかからないし」


    　なるほど、景品が六花との写真撮影ですむ雪ゆき峰みね学がく園えんならではの、利点である。


    　ただ公平にとって重要だったのは、その後に道頼が続けた言葉だ。


    「そして、白組と赤組の勝敗を賭けて、白組の応援団長として赤組の応援団長に持ちかけた、あの賭のことだけれど……」


    　ごくり、とみんなが息をのんで道頼の決定を待つ。


    「勝ったわけでもない私が、強制的に六花ネームをつけるというわけにもいかない。だけど、引き分けだからなにもなし、というのも味気ない。なによりも、六花ネームがいつまでも宙に浮いたままでは、この先なにかと面倒だ」


    　そこで言葉を句切って、道みち頼よりがあごに手をやりニヤリと笑った。


    「こうなったら、結論は第三者。他の生徒たちに委ゆだねようじゃないか！」


    「他の生徒たちに、委ねる？」


    　公こう平へいだけではなく、光ひか瑠るも亜あ衣いも、玲れ奈なや花はな子こも困惑顔で道頼を見る。


    　思わぬ自体に生徒たちもざわつく中、道頼は楽しげに続けた。


    「そもそも公平君と光瑠君が六りつ花かになったのは、私たちのように特技や適性でスカウトされたわけでも、先輩からの引き抜きにあったわけでもない。本人たちの立候補と、二人を認めその背中を押してくれた人たちの声があったからこそだろう？」


    　確かに、その通りである。


    　名めい城じよう学がく院いんの姫、と呼ばれてマスコット扱いされるのが嫌で、女の子に男として意識されたい一心で六花になりたい、と最初に申し出た時は、あっさりと断られた。


    　それでも食い下がって、道頼が提示してきた百人分のファンレターを集めるために、光瑠と協力関係を結んで六花補佐になって……。


    　その仕事を通していいろんな人に求めてもらうことで、公平たちは六花になれた。


    「生徒たちの声によって六花になったのならば、六花になった後のあり方についも、ファンに任せるのが筋というものさ」


    　玲奈が、慌てたように道頼にたずねる。


    「ファンに任せるって、具体的な方法はどうするのよ？」


    「ふふ、人気者の名前を決める方法といえば、やっぱり公募だろう？」


    「公募って、パンダやお猿さんの名前を決めるんじゃないのよ？」


    「似たようなものさ。むしろ、周りに愛される存在という意味では、ぜひパンダにあやかってもらいたいくらいだよ。それとも光瑠君、この方法は嫌かな？」


    　光瑠はその問いかけに、きっぱりと首を横にふった。


    「いいえ、異論はありません」


    「結果次第では、君の望まない王子様としての役目を三年間背負うことになるかもよ？」


    「それも、覚悟の上です」


    　そう答えた後、光瑠がふっと目を細めて、公平を見てくる。


    「それに、気づいたんです。たとえどれだけ多くの人が私を王子様として見て、そうふるまうことを求められても。たった一人、私にとって特別な人が、私のお姫様になりたいという夢を応援してくれるのなら……それだけで、私はきっと、充分です」


    　はにかむように笑った光瑠が、これまで見たどの女の子より、まぶしく見えた。


    　驚き息をのんだ公平に、道頼が聞いてくる。


    「と、いうことになったわけだけれど。君はどうする？」


    「え？」


    「希望するなら、君の六りつ花かネームは今すぐにでも、私が決めてあげよう」


    　いかにも王子様っぽい六花ネームを考えてあるんだ、と言われる。


    　しかし、公こう平へいは迷いなくその提案を断った。


    「せっかくですけど、俺の六花ネームも光ひか瑠ると同じように、公募で決めて下さい」


    「うん、君ならそう言うだろうと思ったよ」


    　よろしい、と頷うなずいた道みち頼よりが、生徒たちに向かって声をはり告げる。


    「そういうことだから、諸君。この二人の新六花に相応ふさわしい名前を考え、応募してくれ。公募期間は一か月。発表は、夏休み前のテストが終わった後のお疲れイベントで行う」


    　応募方法や選考方法は後日連絡する、と伝えた後で、道頼がぱちりと片目を閉じた。


    「この学園の未来を担う新しい六花が、一体どのように育っていくか。これからもみんなで、見守るとして。ここから先は、新人六花にとって初のオンステージとなる、恒例の六花によるショーのはじまりだ。さあ、楽しんでいってくれたまえ！」


    　道頼の合図で音楽が流れ、照明がまぶしく光り、六花六人のステージがはじまる。
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    　球技大会が終わり、六花ネームの公募がはじまった。


    　結果はまだわからないが公平がかつて思い描いた、理想の自分へ至るための道はどんどん固まってきている。ただ順調な日々の中で、公平にはどうしても気になることがあった。


    　ある日、お菓子を買いに女性陣がコンビニへ行って、道頼と二人っきりになった時を狙ねらって、公平は聞いてみた。


    「あの、道頼先輩」


    「んー、なんだい？」


    「先輩はどうして、最初から俺たちの味方でいてくれたんですか？」


    　厳しい言葉をもらったり、試されたことは何度もある。


    　でもいつだって、道頼はたくさんのヒントとチャンスをくれた。


    　それはなぜだとたずねれば、道頼はくすくす笑う。


    「それは君たち、特に公平君の言動が、今よりもちょっと若かった頃の自分のことを思い起こさせるというか、なんというかでさ。シンパシーを感じずにはいられなくて」


    「つまり、昔の自分に似ているから気になった、と？」


    「いや、ごめん。シンパシーは感じるけど、あんまり似てはいないな。むしろ逆？　私はね、自分で言うのもなんだが、家柄よし顔よし頭よしで各種才能にも恵まれている、いわゆるスパダリタイプだったから」


    「スパダリ」


    　繰り返したら、まじめな顔で頷うなずかれた。


    「そう、スーパーなダーリン略してスパダリ。当然嫌ってほどモテるし、よってくる女子にはチヤホヤを通り越して崇拝されるレベル。告白なんて日常茶飯事すぎてあくびが出るし、肉食女子にアプローチされて返り討ちにするのも、中学生の頃には慣れっこ」


    「いろんな意味で嫌な中学生ですね」


    「でも私自身は、女子にモテモテの王子様ではなく、一番大事な女の子のヒーローになるためだけに六りつ花かになりたいと願った、ピュアな少年だったんだ」


    　流し目一つで女子を骨抜きにする道みち頼よりが、ピュア。


    　あまりにもミスマッチな単語に目を白黒させていたら、にらまれた。


    「君ね、そんな顔をしないでくれるかな。大好きな女の子に頼ってもらえて、その子を自分の手でお姫様にできるだなんて、初恋にもえる少年には夢のような話なんだよ」


    「初恋」


    「そう、初恋。それなのに、そんな私のピュアさを見落とした先々代は、あろうことか女子への対応が慣れているってだけで、私を先代と同じ区分に分類しようとしてね？」


    　思い出しても腹が立つのか、道頼の顔は険けわしい。


    「よりによって、マザコンでロリコンな伝説の浮気男の呼び名を私の六花ネームにしたい、と言い出すものだから、これは任せてなるものかと、命名権をぶんどるために全力を出したよ」


    「なるほど。ところで、右う近こんの少しよう将しようって自分でつけたなら、その理由ってなんなんですか？」


    「右近の少将は、落おち窪くぼ物語のお姫様と結ばれて、彼女だけを愛しぬくだろう。実に、誠実だ」


    　ロマンチックな話のはずなのに、ニヤリと笑った道頼の顔が怪しい。


    　確実になにか、裏がある。


    　だがそれがなにか確かめる前に、コンビニに行っていた玲れ奈なたちが戻ってくる。


    「ただいま。あ、公こう平へい君。その、大丈夫だった？　道頼と二人でいじめられたりしてない？」


    　真っ先にそう聞いてきた玲奈に、大丈夫だと告げた。


    「むしろいろいろと興味深い話を聞かせてもらってました」


    「そう、ならいいけど」


    「酷ひどいな、玲奈。君は一体私のことをなんだと思っているんだい？」


    　すねたようにそう抗議しつつも、道頼は扇せん子すを唇にあててニコニコしていた。


    　それをぼんやり見ていたら、花はな子こに肩を叩たたかれる。


    「あのね、公こう平へい君。私たち先に戻ってきたけどー。なんか公平君へのお土産みやげが決まらないって言って、光ひか瑠るさん、ペットボトル七本買おうとしてたんだよねー」


    「すいません先輩、ちょっと迎えに行ってきます」


    　放っておいたら光瑠は、ペットボトルを七本だろうが十本だろうが買ってくる女だ。


    　そんなに買ってもらっても飲みきれないし、なにより、重くなってしまうのに……。


    　苦笑しながらも、バタバタ六りつ花か会館を出る。


    　そのまま走って桜並木まできたところで、前方に見慣れた姿勢のいい光瑠の姿が見えた。


    　手には予想通り、重そうな袋が二つも下がっている。


    「おい、なにしてんだ。お姫様を目指してるやつが、そんな重いもん涼しい顔で持つな！」


    「ええと、ごめんなさい？」


    　この顔は、なぜ怒られたかわかっていないに違いない。


    　光瑠の手から強制的に袋を二つとも奪ったら、想像以上に重かった。


    「ま、待って公平君、私が持つよ！」


    「いいから持たせろ」


    「じゃ、じゃあ半分！」


    「……半分の半分な。こっちの買い物袋の紐ひも、片方持って」


    　かえって持ちづらいけれど、それでもなにも持たないより気が楽なのか、光瑠は嬉しそうにコンビニ袋の片方の持ち手を受けとる。
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    　ゆっくりと並んで歩きながら、ふと気になってたずねた。


    「そういえばおまえ、落おち窪くぼ物語って知ってるか？　どんな話かちょと興味あってさ」


    　すると光ひか瑠るは、公こう平へいにとっては衝撃的な事実を口にする。


    「継まま母ははにいじめられていたお姫様がヒロインで、確か和製シンデレラとか言われてる話だよ」


    「和製シンデレラ？」


    　公平の頭の中でかちりとピースがかみ合う音がした。そして、思わず呟つぶやく。


    「道みち頼より先輩、いろいろ言ってたくせに、名付けの時点で公私混同してたんじゃねーか」


    　これまでは幼なじみ特有の冗談だと思っていた言葉や、道頼のなにげない行動が、玲れ奈なへの本気のアピールや周りの男への牽けん制せいであったことに気づき、苦笑してしまった。


    「どうしたの、公平君？」


    「いや、自分の鈍さを思い知って。なあ、玲奈先輩って、好きな人いるか知ってる？」


    「いないって、言ってたけど……あの、れ、玲奈先輩のこと、気になる？」


    　不安そうにじっと見つめられて、しまった、と発言を後悔する。


    「あの、違うからな。玲奈先輩について聞いたのは、そういう意味じゃないから」


    　そう告げて、そっか、とほっとしたように微ほほ笑えむ光瑠に、公平は足を止めて告げた。


    「あのさ、光瑠。この前のあれへの返事、なんだけどさ」


    　うん、と頷うなずいて同じように立ち止まった光瑠は、緊張したように公平を見てくる。


    「正直、おまえのことをそういう意味で好きかどうか、まだ自信がない。でも、おまえは俺にとって最初から特別で、きっとこれから先も、特別なんだ」


    　そして公平は、その特別の形がこれからそういう意味でのそれに形を変えていくのだろうな、という予感を、確かに感じていた。


    「おまえの気持ちに自信を持って応えられるようになったら、その時は、おまえに相応ふさわしい、最高にかっこよくて王子っぽい方法で、ちゃんと告白する。だからそれまで待ってほしい」


    　待ってくれるか、とたずねれば、光瑠が静かに桜の木を見上げる。


    「あのね、公平君。私たちがちょうどこの桜並木で会ったのが、四月」


    　上を向いた光瑠につられるように見た桜の木は、熱い夏を予感させる緑色になっていた。


    「あと二回、私たちはここで春を過ごす。だったら、急がなくてもいいと思うんだ。公平君を待つ間、私も公平君に好きになってもらえるようがんばる。だからこれからも、よろしくね」


    　そう言って笑った光瑠の笑顔はまぶしくて、とてもかけがえのないものに見える。


    　春がきて、桜が色づいていくように。


    　公平の胸に宿る光瑠への思いが、自然と育はぐくまれて花開く日は……。


    　多分そう、遠い日のことではないのだろうと、思うのだ。


    
      （完）

    

  


  
    　　　あとがき


    



    　はじめましての方も、お久しぶりですの方も、こんにちは宇う津つ田た晴せいです。


    　ガガガ文庫さんでは、はじめてのあとがきです。


    　どうしようなに書けばいいんだろうと、十分くらい悩みました。


    　なにも思い浮かびませんでした。


    　とりあえず、あとがきから読み始める方に向けて、セールストークしようと思います。


    



    　この本は、脳みそが疲れていても読めるお手軽なラブコメです。


    　日常に、お仕事に、勉強に、人間関係に、とにかく疲れたという時も、さくっと読んで軽い気持ちで暇つぶしにご活用いただければ幸いです。


    　重厚なストーリーとか、壮大なお話とか、そういうのはガガガ文庫に素晴らしい作家様がたくさんいらっしゃるので、そちらで補充して頂ければと思います。でも、そういうヘビーな話を続けて読んで気分転換をご希望の時には、箸はし休めにぜひ本書をお使い下さい。


    　また、素敵な表紙イラストだけじゃなく、巻頭には豪華なカラーイラストもあります！


    　おしお先生の素敵なイラストは必見ですので、イラストに引き寄せられたという方も、ぜひよろしくお願いします！


    



    　ここからは、謝辞に移らせていただきます。


    　まずは、先ほどもふれましたが美麗なイラストでキャラクターに命を吹き込んで下さった、おしお先生。今回は、著者の事情により過酷なスケジュール進行となり、ご迷惑をおかけしてしまい申し訳ございません。せっかくのイラストが少ないのは著者のせいです。それでもこの短期間で、可愛かわいくて素晴らしいイラストを描いていただけて、本当に感謝しております！


    　担当さんからラフが送られてくるたび、申し訳なさと嬉しさと萌えがごちゃごちゃになり、不整脈なのかときめきなのか迷うほどにキュンキュンしました。


    　一ファンとしても、今後のご活躍を心から楽しみにしております。


    　そして、担当様。いつも本当にありがとうございます。無事にこの本が世に出たのは、あの数々のアドバイスと、お力添えのおかげです。担当様だけではなく、我が編集部の皆様にも、本当にお世話になっております。この場をかりて、御礼申し上げます。


    　たくさんの方に支えて頂き、こうして本を出してもらえて、本当にありがたいです。


    　最後に、読者様。この本を読んで応援して下さる方に、心からの感謝を述べ、締めの言葉とさせていただきます。本当に、ありがとうございました！


    



    
      宇津田　晴

    

  


  
    宇津田晴


    Sei Utsuta


    



    学園ラブコメ楽しんでもらえたら嬉しいです。多方面にお世話になりすぎて、足を向けて眠る方角がいよいよなくなってきました。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺の立ち位置はココじゃない！　２
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    著　者　宇津田晴


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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